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日本 ハンドボール 協会 

30周年記念を祝ず 

15日本体育協会 

会長石井光次郎 



日本.ハンドボール協会が、昭和 U 年2月に日本送が 
協会と して創立されてな来、 こ、 に孤周年を迎えられ 
たことを、 むからお祝いし、ハンドボ—ル競技界の今日 
の隆盛を築かれた輝やかしい W 星霜の足跡に深甚な敬 
意を表します。 

ハンドボ I ル競技は走る、跳び、巧げるなど、身体 
の基本的な運動を同時に斤なぅオールラゥンドな極め 
て 親しみ易い競技であります。現代社会は、ス ポーツ 
にょる健全な身、むの持ち主をますます喝望しておりま 
すが、ハンドボール競技はこのために、 まことに 格を 
なス ポ—ツ であると考えられ、今後の躍進が期待され 
るのであります。 

日本ハンドボ—ル協会におかれては、この W 周年を 
契機にわが国におけるハンドボール競技の、この上の 
普及向上のため一層一致結束され、スポ—ツ界の巧待 
にこたえることを切望してお祝いの言葉といたしま 
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日本ハンドボール協会 

創立撕年を迎ぅ 

昭和 U 年2月2日に日本ハンドボ'1 
ル協を(当時は日本送巧協を)が設立 
されてから W 年ボ過ぎた。 

ハンドボ I ルボ日本に紹介されたの 
は、大正時代であるが、スポーツとし 
て、競技として確立されたのは日本ハ 
ンドボール協会が誕生してな後である 
日本ハンドボ I ル協会の歩んだこの朋 


年はまさに苦難の道であった。 

.，しかし、それを乗りこえ、越みこえ 
て、今日沖縄をふくれ全国が都道巧県 
に支部を有し、学生連盟、高校体育連 
盟、実業団連盟の3化織を傘下におさ 
めるまでに発展したのは、日本スポ — ' 
ツ巧諸賢の厚い友情と、全国ハンドボ 
—ル関係者のなみなみならね情熱とひ 
たむきな努力にほかならない。 

今、日本ハン•トボール巧は大きな希 


望に燃えている。一九セニ年、、、、ユン 
ヘンで蘭かれる第孤回オリンピックで 
ハンドボ—ルが能年ぶりに行われるの 
である。 

ハンドボール実施が決まっていた一 
化四0年(昭 U ) のオリンピック東京 
大会が返上され、一九六四年(旧 W ) 
のま京大会ではいったん採用が伝えら 
れながら、消滅のおおに泣いた日本ハ 
ンド.ボ I ル巧であれば、ミュンヘンへ 


のま望と巧待が大きいことは他と比べ 
ものにならねものがある。 

過ま W 年、未熟なるが故に巧いた-混 
乱ボなかつたとはいえない。孤年の伝 
統を築いたからには、一歩の後退があ 
つてもならないと思ぅ。 

前進、飛躍あるのみだ。関係者各位 
の自党をあえて喚起するとともに、力 
強く躍進への巧ーホを今、踏み出すこ 
とを誓いあおぅではないか。 


2 



























iTi 


! 務事理 i 


理 事 


監 事 


(昭 42. 2. 1現在） 


日本ハンドボー 
ル協会役員名簿 
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栗 W 浅米河お内巧常岩森お池外阿植 


問 
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与 

"参" 


員 

議 

"評 


の進むべき道 

日本協を a 事長荒.川 清 美 


も邁手も常に努力を傾倒すべきも 
のでなければならないことであろ 
ぅ。 

ために指導者層は常に裏気を持 
ち、誤まれる道を避け、正しい知 
識と体験の中で協調して前進すベ 
きである。それがためには先，つ上 
台の確立が何よりも先にしなけれ 
ばならないことである。 

«組織の確立 

広く人材をもとめ、長期総合計 
画がなされ^:その施策が全国津々 
浦々に通じる組織を確立ずる'こと 
である。それがために日本協会も 
各地方協会にあっても指導者層の 
養成が急務であろう。 

運手の養成があっても、指導者 


層の養成がなされないならば片手 
落ちで あり、’ 正常な発展が 違げら 
れないのである。そこに立派な計 
画がなされても、その案が末端ま 
で通じないならばその計画も氷泡 
に帰する ことは 論をまつまでもな 
いこと である。 

かかる組磯の もとに はじめて長 
期絕合計画が打ちたてられその施 
策を撒底的に完了することができ 
るが態になるであろぅ。 

の普及と強化. 

普及と強化も平行して推し進め 
るべきである。 

この両面を推進ずるためには、 
その能率を高める方法を構じなけ 
ればならない。 


それには合理性を尊び合法的で 
なければならない。この合理性な 
合法的なものが慣習や既得権の主 
張の前に、おおいかぶされ、ぅす 
れて しまって はいけない ことで あ 
る。要ずるに教育活動を最大限に 
を巧でき得る状態でなければなら 
ない ことで ある。教育は論ずるま 
でもなく遺産を現在に受けつぎ、 
更に未来を聞く役割をになってい 
るものである、常に知的好奇、む、 
創意工夫とを進歩の源をとして積 
極的な教育活動に努力を傾ける姿 
勢が両者を平一付して発展させ、ホ 
来のを会へと展顯させることにな 
る0 

曲財源の確保 

現在の財源は登録と八ム認業者の 
審査料だけがその基盤をなしてい 
る状態である。 

斯くの如きが態であってはか何 
なる計画であろうと、わくの中 
で、もがきつ，つけているのが精一 


がで将来の夢などあろぅ菩がない. 
のである。 

前述した如く根味的に改組をな 
し、長期総合計画のもとに絕ベて 
を系統的に組みかえなければなら 
ないのである。 ' 

例えば行事等も系統的に統合整 
理 し、 価値 ある 施策の もとに 選手 
権を斤ない、その入場料の収益を 
見越し、協会団体でお源確保に積 
極的に努力するが態でなければな 
らな。 

斯くの如く重点的施策を祗底的 
に施行することはひいては競技の 
強化にも普をにもその実を举げ得 
ることであろぅ0 

W 施設の達成 

各種目団体は、すリンピック、 
ユニバシァード大会を機にして各 
ホーム競技場が整備され統一.され 
た見解のもとに円滑に運営されて 
いるがハンドボ I ルにおいては固 
をされた競技場がとれないのが現 


日本協会 


昭和十五年の東京 オリンピック 
大会を契機として、日本ハンドボ 
I ル協会が設立され、日本代表権 
が陛連ょ、り譲渡され、独立自尊の 
道を歩んでから、早呈十周年を迎 
えたことは斯界の皆さんと共に慶 
資いたすところであります。 

われわれ入間におきましても一二 
十才と言えば円熟した境地に達ず 
る時機であり、一人前である こと 
は自他共に許されることである。 
おはこの事実を回顧し、その事実 
の成果を賞揚ずることのできる時 
機を得ましたことは、真に意義深 
く、光栄で患ると共に、その責任 
たるや重大であることを痛感せぎ 
るを得ないのであります。 

かかる見地に立ち協会が将来進 
む道についての一端を許される範 
西で述べる ことと い.たしまず0 
スポーツの持つ意義は今さら論 
ずるまでもなく多くの領域に直り 
広いものである。社会的、教育的 
倫理的、精神的価値を一般的に理 
解する ことで なければならない。 

そ躬は均整調和でおり、肉体的 
も的おゎょび精神的発達に対する苦 
労であるわけである。これらを満 
足すべきものなるがために指導者 







況である。それボために発巧を化 
害されていることも事実である。 

程に都市において固定された施 
設ボ.，ないことは総べての点でが I 
を欠く大きな原因となったことも 
巧解できることである。長期計画 
のもとに是非ホーム愚技場を持つ 
ベくを力いたしたいものである。 
■喊指導者の養成 

スポーッとしての面だけでな 
く、ハンドボールの持つ特微を生 
かし、即生活にも役立つスポーッ 
としてのハンドボールにしていき 
たぃ。. 

巧代スポ！ッの活用はだく、そ 
の技術の進ホも目指ましいスピー 
ドで巧し寄せている。. 

この機にあっての指導者はその 
前おする、方向づけをしていかな 
ければならない。方向づけをなす 
にはあいかけられる状態では方向 
づけはできないのである。 


常に前後、左右から锅ををし、 
前向きのを勢で積極的に、研究に 
巧力するを勢を巧つべきである。 

年間機関を通じ定期的に指導者 
養巧をなし、指導層と厚く広くな 
すべきである。 

做研究機関の設置 

前述の如くハンドボールがスポ 
—ッとして生活の一要素になるこ 
とを巧統的に体系がけ社を生活に 
欠くべからざるものであることを 
実班すべきである。 

それがあっての底边のあ充であ 
りその上に窩き山を築き上げるこ 
とであろぅ0 

又各大会の記録にしても保巧す 
るだけでなく、記録から、正しい 
評価をなし、体験と評価を基おと 
した科学的なトレ—ニングの方向 
づけをするとか、トレ—ニングボ 
それだけでなく、’生おや戦術にお 
びつけ効果めな身体活動ボできる 


.化く研巧すべきこと.であろぅ。そ 
の.研.巧資料が協会で藝巧され、一 
'がの要望ににく活巧されてこそ巧 
巧の指導的責任.ををすことができ 
'この態度こそ協をの取るべきこと 
であろぅ。 

ぜひともミュンヘンオリンピッ 
クに- 

か かる草稿中、 国際連盟並に ソ 
連ハンドボール協をより朗報が入 
り本年(六八年度〕ソ連における 
第四回ホ子世界運手権大会に日本 
の参加が認められた電報にあし一 
入感激と両連盟のあ力に感謝いた 
しているところである。 

义国隐 S 盟の公報が入り、一九 
セ〇年フランスにおける男子世巧 
選手大をの参化申し込国数が巧つ 
たのである。参加ホしこみ数二十 
^八ケ国と発表、予選が六八年〜六 
九年に実施される。 

おもとに火とはこのことであろ 


ぅ例えば予選が六八年度中に実施 
されるとすれば是が非でもモ透だ 
けは通過しなければならないこと 
である。をしこの予連に敗れたと 
するならばセ〇年の世界透手権大 
会もおろか、セニ年巧のミュン- 
ヘン ナ リン ビック大ををも絶望と 
なる、わけである。 

協を創立な来初のオリンピック 
め種目に決をされ、斯界挙げての 
念願が一つにこの予運をにかかつ 
ているのである。 

この機に臨み斯界一丸となり、 
多年の宿願に応えよぅではありま 
せんか。.いずれこの件につきまし 
て詳巧の報告をいたすことにしま 
す。 

おわりに表題の日本協会の進む 
べき道について一端を述べたいの 
でありますボ、前ぶのかく、日本 

のスポーッ巧は、オリンピック、 
ュニバシア—ド大会を關催し幾夕 


のあ訓を持ち日進月歩、躍進に曜 
進を続けているのであります。 

かかるスポーッ巧をちる時、巧 
巧の現況は一沫の'淋しさを禁じ得 
ないのであります。 

しかしだからと云って永年にわ 
たって築き上げた歴ホを一挙に造 
りかえるわけにはいかないことで 
あります。 

これら諸先輩各種団体とそれぞ 
れの立場で情報を交換し、‘な省を 
くり返しながら、そして協力しな 
.がら競争して永遠の斯界の基礎を 
築くべく最大の努力を費す覚悟で 
ありまず。 

最後に年若き協会にあって幾多 
の諸ホ輩が今日までずり続け発展 
に尽くされたことに満口の敬意と 
感謝をささげ各位の御健康と発展 
を巧りながら今後共、蔭に陽に御 
支援御鞭鞋の程を御願いいたしま 
しておわりといたします。 


簿 


満 

索 


中 


名 

員徳 
議 
評 


亂治郞衛七治 
一兵 

一兼慶利金勝 


^2一美巧一 

秋寅梅英和周敬 


を 


内西地せ川瓶 
鹿武菊市松一二 


谷化坂間辺坂田山 
染長保藤渡保安米 


郞俊一郷和 
禄義外仁 
藤木田.谷藤 
お鈴高油伊 


之造衛次 
敏仁正清 
藤.杉村，内' 
ぞ小田山 


辛郎彦夫夫宏 

一二 

重弥博常換兼 


推郞長 
佐 部部 

和，敏ル C 

I 十 

淵木浦野原辺尾瀬木田田盟賀 ボ 

々 連 ド化 

を河义松岡票渡中野を増仲体古盟西ン 

団連ハ玉 
業生.連 

^ 化森田手お城島ま城木馬玉京^葉梨可潟野山川'井 あ 岡知重阜幾賀都，阪山を庫 国 山島口あ取 国川 か 島媛州岡崎辑分崎本島縄懊祥 児 
化ま青な3ぉ山宮福関ま栃お巧ま神モ山が巧長宮石福東静愛一一一岐おお京大嫌を兵 中岡 広山島烏 四 香高徳愛 九福長佐大宮熊 顧 沖^ が^ 


崎下原が巧田 
白木野中巧郷 


寬辛一平旧 
正お善化 
山上間山田 
が W 近青を 


推実夫一 
住正武暗 


実一巧次胤己静順 
正信 節良克 豊 


、〜-^、〜\〜〜く〜、く〜、，、〜く〜 i 、〜\* 、、く〜\•、〜く〜、，；く〜、く〜く〜〜、•、ミ、〜\ 


4 




実業団球界の将来図 酷韻麵古智和 fe 雄 

ここ数年の日本ハンドボール界の究展ぶ機に切望しておきたい。 

りは、めざましいものがあり、実業団球界 ところで、全日本実業団連盟は、高体 
においてもシ I ズン毎に加盟チームが増連、学連のように、まず下部が固められ、 

え、前途に多大な希望を寄せることが出来順々に上部の組織が出来あがったのと異 
るのは誠に慶ばしいかぎりである。 り、まず頂上が出来、それから地域連盟、 
発展、拡充にともなって、実業団の今後県単位の実業団連盟が全国に設けられつつ 
には 克服すべき問題が待ちうけていようあるといった特異な過程を踏んでいる。 

が、、.かなる時点においても、『よき選手 つまり下部の意向をまとめて実業团球界 
はよき社員であれ』という主義をちれないを運行するというのではなく、まず全日本 
で欲しい。 実業団連盟が一つの構想をたて、下の組織 
いかにその技術が秀れた運手でおってもを育成指導していかなければならないので 
"を員*としての本分は守らなければいけあ.る。幸に各地に実業団による組織がをま 
ない。社員として優秀でなければ、実業团れ、活擁な動きを示しはじめているので、 

の運手としては優秀といえないのである。本部としても課題の一つ一つを柔軟性のあ 
そうしたことがおろそかにされれば実業る態度で解決し名実ともに極った実業団球 
固チ I ムがブロ化するという、間違った方巧の確立に進んでいきたい。 . 

向に進むことになり、仕事もしないで、練 日本ハンドボ—ル界全般の帶展のため 
習や試なばかりしていることになる。 に、学連会長、高体連会長とともに私はこ 
「ハ.ンドボールの力が落ちたから退社しれからも力をつくす巧をだが、これら王者 
ます」などという考えかたはつつしまねばのけ表による「協議会」あるいは「こん談 
いみない。 含式の機関があってもよいと私個人は考 
実業団スポーッはーホ道を違えれば、アえている。取周年を迎え、前途洋々たる日 
マチュアの本分から逸脱してしま^危険に本ハンドボール界のいっそうの仲展を信じ 
さらされている。選手をはじめ実業固チーて待つものである。 

ムのあらゆる関係者の良識愚る行動をこの 

現役選手君望む r 盟本義西 敏郎 

本年二月で日本ハンドボ I ル協会創立 S なるからだ。新しいスポーッとして我が国 
十周年を迎えるとをう。つく*0く年の経つに芽生えて一二十年其の普な、発展は途中戦 
のは早いものだと思う。其れはがち私ボハ争とちう大きな障害があったにも不拘見方 
ンドボ I ルを始めてから一二十年経った事にに依れば極めて順調だったと云えるかも知 


れない。然し一方考え方に依れば選手層の 大変失礼だが其观には勝とうと云う意欲 
増加と云う事扮外戦前の.域を余り脱して居すら感ぜられないものもあつた。余りの極 
ない糜な気がしてならない。否寧ろ或る面言と思う人も居るかも知れない。然し夫々 
に於ては足踏みして居る様な気がするのはの大会或は学連のり—ダで露して居る 
私だけだろうか、其れには色々なファクタ選手諸君なら私の言う事は判ると思う。戦 
I があると思うが矢張り協会首脳部の賣任後精神力一ぶ々はスポーッ界に於ても軽ぜら 
に帰する巧が一番大きいと思う。然し今更れスパルタ教育は御法度となりスポ I ッは 
S 十周年の御祝の誌上で其の青任の所在を楽し.むもの、好きな時好きなだけやれば良 
云々する意閱は無く四年後のミュンヘンホいと云う様な考が主流をなし、先輩連も後 
リンピックに初参加ずる事を当面の最大の輩に遠慮し甘かず結果になつて済つた。戦 
目標として今後の発展の為に私の感ずる巧後のオリンピックに参加した日本選手の大 
を述べ又現役選手諸君もムに銘じて大いに半が自己の国巧記録をも出せず破れ去つて 
頭張つて賞い度いと思うのである。現在全居る事実は如何に精神的に弱いかをはつき 
日本学連の会長と云う立場におるおの発言り歌巧して居ると思う。其等の選手には天 
としては聊か不穏当と思われるかも知れなかはあるが勝ちに微した努力に依る必腊の 
、がもホスポ ー ッはやるな上勝ちに徹せよ信念はないのである。学連の現役選手諸君 
と云い度い。審判と云う渔対者の下で行わ上戦うな上滕とうと思う S 皆同じであ 
れる試合は勝つた者が胁者なのである。今る。今年こそは、今大会こそは優勝をと願う 
更云う造もなく勝つ事は大変な事なのであ、むは皆同じである。然し夫々の優隙チ I ム 
る〇勝つ為の努力は凡そ無限に要求されよの一人一人を、そしてチームの試合運びを 
う。そして其の無限の巧力に化つてのみ強良く観察し給え、其烟には永いちしい平素 
罐な体力、す屆の構神力、果断な判断力、の練習の総力を結集して各人が青任をなつ 
旺盛な青任感等とを体得し必勝の信念が生て一球一球を慎重におげ、そして走り「お 
じ腺利の栄光に輝く事が出来るのである。ず勝つぞ」との気力に溢れ、然も時間の経 
学生が其の本分である学問を極むべき時間過を常に頭に入れて本当に息，つまる戰を演 
をスポーッに割くな上スポーッを通じて巧じて居る菩である。それでも必ず敗者はあ 
来の人生にプラスになるべき何かを体得するのだ。勝つ事の難しさ、敗れる事のをし 
べきである。其の為にこそ徹底的に勝ちにさ、然し其の空しさを知つて、むに泣ける者 
撒すべきなのだ。ターベルタンの「参加すこそかの勝者の資格があるのだ。 

る事に意義がある」との名言も勝利者の巧 戦前は良く試合に勝てば泣き敗けては泣 
力の前には及ばない事をおるべきである。いたものだ、最近はそんな風景には女子チ 
あは昨年会長を引受けて一年間相当数の試1ムでも滅多に御目に掛らない。戦後スポ 
合を観戦したが其の大半は唯ハンドボール I ッを本当にやつた事もない報道関係者が 
部員としてスヶジ，ュールに合わせて試合を「日本運をは敗けると泣く、スポ！ッはそ 
しでると云つた内容のものであつた。 んな悲憶なものではない」とか何とか書き 
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化てたわで泣く者も居なくなったのだろう 
結構な事である。然しを達本当にスポーッ 
に打込んだ者の涙は化けたから□惜しいの 
で泣くのとは違うのだ。「噫噫もうかしを 
宿中揀習して置けば良かった。もっとこう 
すれば良かった」と舌う自分自身の努力の 
及ばなかった事が口惜しくで涙が—化るの 
だ。本当にがとうと巧力して居ない者には 
唯ホ々しい敗者の涙と思われるのだろう 
が、.义をは試合がおって化けたチ）ムが体 
操をしたり、コートを一周したりするのを 
をく見るが人に化っては悪びれず好感をな 
つて見るのだろうボか者の化を知れと云い 
度い。何故体操したりコ！卜を一周したり 
化来る余裕を残して敗けたのかと、真に最 
後を滕たんとしてあ闘した者にそんなを格 


，は無い答である。 

‘最後に日本ハンドボ—ル巧待望のオリン 
ピック初参加も四年をにをりがも二年をの' 
フランスに於ける世界選手権大をが其の参 
化資格巧をの大会になるとも聞く。其の運 
手団の中ムとなるのは現在の学連の運手詰 
君だと思ぅ。極言すれば、 オリンピック 参 
化をにニヶ年しかないのだ、戦いにはお者 
とか者しかないのだ。如何なるを力をして 
も試合お了時に化けて居る者はか者なの 
だ。此のを勝為る事実を胆におじ々日今か 
らでも勝つ為の巧力をしよらではないか。 
そして学生らしく意地と誇りを持ったスポ 
—ッマンと して日本 ハンドボー ル界に 君臨 
して賞い度いと思うのである。 


高校ハンドボルの今日と明日 


表記のかき適で執筆いたすおにとのこと 
ですボ、旧巧四十二年一二巧号の『ハンドボ 
ル』四十一号の巻頭に「私のことば」と 
して記しましたかく、昭巧一二十九年六月髙 
体連ハンドボール部長に就任するおに交渉 
を受けたのでありますが、私の学校で旧巧 
二十一一一年、新制高校のを足の時、体育の先 
生で原田といぅハンドボールの熱、む家ポ居 
り、ハンドボール部を置きたいと熱望しま 
すので、希望を容れて奨励はいたしており 
ましたものの、お自身はハ.ンドボールに巧 
し、何の知融もないし、生従の練留を見学 
する時間もないおな事情にあり、昭和一一一十 
九年四月に、明星大学は觉足したばかり 


全国高体連を - H 
ハンドボ-ル部長 巧3力叶 

で、極めて多忙で、色々の校かの役員等は 
か々と辞任させていただいている擦中であ 
まりしたから、強くお断りをしましたボ、 
校内の体育主任は明星ハンドボ—ル部の奨 
励にもなるし日本ハンドボール界の為にも 
なるから、名をつらねて もらぅ だけで いい 
からとのおすすめに、がり切れずに、一切 
のま巧は徳永陸を先生が引き受けて卞さる 
といぅお約束で部長をお引き受けした様な 
次第ですから、高巧ハンドボールの今日及 
び明日という様な大問題で筆を執る資格 
は、全くないのであります。 

「ハンドボール」誌四+二ちの「球界パ 
トロール」欄をみると八十 I パ—セントが 


高校をとなって居りますから高校のハンド 
ボール人口の現在数は二万八千五百人、即 
ち一一一万おと見てよいのではないでしよう 
か。そこに出ている高枚バレ I ボール人口 
五十セ万に比較する十九みの一ですから、 
残念ながらハンドボールが非常にほ位にあ 
る事は数字の示す通りであります。 

日本ハンドボ I ル協を普及部の報吿によ 
ると、四十一年度全国中学校で五十四化の 
チ—ムが出巧たという事でありますから高 
巧に於ても年々五十が位は増加していると 
ぶてもよかろ 5 かと思います。果してが り 
とすればーチームニ十人位と見て、高巧に 
めては人数として千人位(高校ハンドボー 
ル人口の一ニパ I セント〕増化していると見 
て、過当推をではないでありましよう〇巧 
数にし.て全高がの一一一せの I 、千校ないし千 
二.一一一百巧ではないかと思います。 

高がでハンドボールが盛んになったのは 
お戦をとおわれます。二十年間で千巧、一二 
万人というおは非常にいい伸び卒とはいえ 
ないでしようが、指導者も多くない時巧で 
すし、ハンドボ I ルとかを球といってもそ 
の名称すらおらない乂ボ多い時代で ありま 
したから、昔及率のあいのは当がだったと 
言ってよろしいと思います。寧ろ、そのを 
な環境下にあって、これだけに育て上げた 
先輩諸氏の苦、むは並大抵のものではなかっ 
たであろうともから感謝致す次第で ありま 
す。 

高体連大会には年々参加枝も增化し、盛 
になりつつあります。此の辺で、高体連ハ 
ンドボ I ル部だけの単独大会でも開いてお 
巧を固くし、県内、隣祖化織でもつくって 
試合回数をふやして巧けばこれが刺激とな 


って、どこの学がでもチ—ムあ襯の機運ボ 
高まって来ると思われます。ホに中学校で 
の正課体育となる事も間おかとなって来て 
いる此のチャンスはのがしてはならない事 
に音じまず0 

普及と急増のためには マスコミを 利用ず 
ることの必要のあることはいう迄もない事 
でおりまず。これは今迄も大いに努力され 
ている事とは思いまずが、私の四年間の寡 
聞のたをか、少しく乏しい様に感じており 
まず。中央紙も開催地の地方紙も他の競技 
に比し、書き方が小さいし、明瞭でもない 
場合が多い様です。ラジオ、テレビも同様 
で寸。恐らく、 マスコミが 乗って来ないの 
かも知れません が、 此の方面に働いている 
ハンドボ—ル関係者もある事でありましよ 
うから、協会をおめとして関係各位の禪】 
考を煩わしたいとをじます。 

要は校長や全職員が理解し、積極的に応 
援し、父兄に迄あんでくれば高校のハンド 
ボール 人口は.必ず急増す るものと 信じま 
ず。それにはそれだけの努力をおう必要が 
あると 思いまずから、皆様の御協力を切望 
する 次第でありまず。 

1月巧日に記念巧事 

協会は創立 M 周年を記念し 1 月の日〇時 
M みから東京体育館で記念ち事を巧う。 

記念巧事は 3 部に分かれ巧 1 部は〇時 W 
分から協を創化な後の巧巧者に巧する表彰 
状、感謝状のお与まなど、第2部は1時 W 
みから記をおをとして『を日本社を人.学 
生選おが抗戦』(ち女〕が斤れる。 第3 部 
は会場を東京.ホがプリンスホルに移し、 
Wt を主にした祝賀をが開かテぶる。 
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当面する課題への巧策 


30年という年月は決して長いものではない。それだけに日本ハンドボール界の急速な発展は大い 
に自負してよいものがあろう。しかし、当面する課題の多いことも事実である。 

その一つ、一つをいかにして解まし、克服していくかこそ、日本 ハン ドボール界の真価を問ろこ 
とになるであろう。 

世界への飛躍のために国際問題と国内問題にわけ、いくつくかのテーマを、各キ旦当役員にをの^^、’； 
ョンとともに論にて もらった。 


1 ‘世界への飛權のために 


当面ずる課題の中で、大きなものの一つに、世界へ飛 
躍することがある。 トップレベルを 強化し、世界に通用 
ずるものにずることは、歳技の普あ•発展をも意味す’ 
る。しかし現実の"世界の壁"は厚い。それをいかにし 
て突破ずるか。 

技術指導の‘リーダーニー氏に、その眼で見、化で感じた 
体験を通して"世界"への対策を論じてもらった。 


総 評 中が重ま 

最初の世界選手権参加の時の印 
象は始めて国隙舞台をふんだとい 
う条件を割引きしても、選手層の 
厚さ、強化指導体制、ハンドボ I 
ル巧の協力姿寶、ハンドボール競 
技の認識、選手の体格差などあら 
陣る面でとても勝つ ことは 覚つか 
ないというのが正直な ところで あ 
った。これには、日本が7人制の 
ハンドボ I ルの認識において、大 
いに欠ける ところが あり、 ョ I 口 
ッパ諸国の情勢を知らなかったと 
ころに大きな原因があった。 

この第一回遠征、つづいて巧な 
われた数度の遠征を通じて、国内 
に紹介され た 技術、戦術 もようや 
く、消化され、技術.戦術もョー 
ロッパ諸国のレベルに近づき、諸 
国の技術.戦術に対ずる対策もと 
れるようになり、 ようやく 最近に 
なり上位進出可能のメドがついた 
というのが、現在の日本ハンドボ 


1 ル巧の現状であろう。 

しかしながら、"世界の壁。は 
厚い。そのためには、どのような 
対策が必要であろうか。 

最初の世界選手権での印象では 
勝敗は体力でつくという感じを受 
けたが、現在ではやはりテクニッ 
クが大きくものをいうと考えてい 
る。しかし身長のない選手は国際 
競技には適しない。 

男子は得点はとれるようになつ 
た。この点は大きな進步といえる 


が、防御面の強化が一番の問題で 
あろぅ。 まず身長の窩 いこと、フ 
ットワ I クの速いこと、ヨ ー ロッ 

。ハ諸国と日本がもっとも遠ってい 
る 点で ある 出足、試合時間フルに 
走り廻れる体力が必要となゥてく 
る。現在の日本チ！ムはををの足 
はきわめて早いが、守りの面では 
ョ I ロッバ諸国に比べると格段の 
差がある。またチ I ム全員の防禦 
範囲を拡げることも重要なことで 
ある。 

を撃面では、男女とも日本の暗 
徵となっている早い攻擊、これ.を 
より伸ばし、ブロックプレーを織 
りまぜることによって、ムダのな 
いを撃をするぶ要がある。これは 
特に女子について云える。身長の 
高い相手の一線防禦に対する道は 
ブロックプレ I である。 

また国際試合の不足による経験 
の足りなさ、これも克服しなけれ 
ばならない問題である。 


ハンドボ I ル界に望むことは、 
まず外国コーチを招き、その細か 
い技術を完全に消化すること、-国 
際試合の不足を補うため、選手- 
役員を 早急に 固定し、 一たん 決っ 
たならば全員一致臨力ずること、 
国際試合を多くずることがあげら 
れよう。選手については、基本技 
をおそかにしないこと、(ルーマ 
ニア•ナショナルチ I ムの合宿を 
見たときに彼等はコーチの命ずる 
基本技を、自らかってで、黙々と 
やっていた。学びたい点である。) 
スポーツの厳しさをわきまえるこ 
と、たんに選手としてでなく人間 
としても豊かで立派であること、 
苦難に巧ちかち、強気の選手にな 
ることなどがあげられよう。 

ホリンピックでも、世界靈手権 
でも憶す ることなく、 力いっぱい 
のプレ I をずれば、上位進出ず る 
ことは疑いない(筆者は日本協会 
技術部長〕。 
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男子 村田 化 

日本のハンドボールも W 才を迎 
えた。男子でいえば一番姑ののり 
きった働き盛りである。その意味 
からも、ハンドボール界はいつま 
でも井の中の蛙であってはいけな 
^'〇 

大いに世界に飛蹈しなければな 
らない。 

先•つ協会は底辺の拡大を也がけ 
そして中学からの一貫した指導体 
藝を整えること。現在コ I チの人 
材がかない。 コ！ チに目を光らせ 
ること、义コ I チが集ってずべて 
のもっているものを論じ合ぅ' 必要 
がある。現在対話の場が全然な 

A'o 

又許画中と聞くが外国コーチを 
招へいして大いに学ぶべきものを 
学びたい。日木協会、地方協会、 
実業面、大学、高校とお互の立場 
を理解しあい、わだかまりをなく 
ずること、そして一丸となって強 
力体勢をひき W 年を一つの基盤と 
して過まのマンネリ化から脱皮し 
フレッシュな協会へと躍り出なけ 
ればならない。 

世界への飛躍のための一番大き 
い問題は各国のナショナルチ I ム 
に勝つことが先決問題だ。世界に 
追いつき追い越ず力をそなえるこ 
と、それには組織と方法を造らね 
ばならない。 

国瞧試合はいろいろの条件が悪 


く回数がかないが各国のナショナ 
ルチームに勝ったのは世界選手権 
で2回(ノールゥて一だけ〕と実 
に淋しい限りである。その敗因を 
追究すると靈手強化に大きな問題 
が残る。ドロナヮ式は何もつかめ 
ない。無計画は選手達ふ中途半端 
な立場におき、実力を発揮ずるこ 
とができない。 

その点協会巧部にも題手強化の 
てねるさが感じられる。いち早く 
.実行に移さねばならない問題がそ 
のままにされている。 

日本の男子も先進国のように選’ 
手層を厚くしハンドボ！ルに撤し 
た精神力を強め、選手個人の卓越 
した技術と、若練とスヶ .1 ルの大 
きさ、強锁な体力を基姬とした爆. 
発的な底力"スピードと体力"を 
身につけなければならない。体力 
的に優位に立つよう、即ち一時間 
フルに走りまくれるスタミナの養 
成だ。そして最後は個人のレベル 
アップということになる。現在日 
本の男子はというと残念ながら国 
際的にまだまだ劣る。どの点につ 
いても一朝一夕に改善することは 
むずかしいが除々に進ホしお，つき 
つつあることは事実である。今後 
も国際試合にのぞむにはましさを 
覚悟しなければならない。 

すでにョーロッパでは第6回世 
界選手権ががった直後ミュンヘン 
にそなえて第1回世界ジュニア— 
違手権を閒き次代を背負うジュニ 


ァ—の雖化に乗りだし各国とも競 
い合っている。 

日本もあんかんとしておれない 
出ホるだけ国際交流を多くし強豪 
と対戦していろいろの経験をつ 
み、その中で日本独自のものをつ 
くらねばならない。ずでに第7回 
世界選手権ミュシヘンオリンピッ 
クと的がはっきりしているのだか 
ら強化方針は立てやずい菩だ。 

ナショナルチームの重点方策を 
巧ちだす時撒が皆ってきている。 
立ち遅れないよぅにしたい。をし 
て選手強化には金と時間のかかる 
ことを覚悟しなければならない。 

最後にハンドボ I ルマンは自覚 
を持って猛練習に励まれることを 
切望して止まない。(筆者は日本 
協会技術委員、第6回世界男子選 
手権日本遷手团監督〕 

女子 北川浩 

日本ハンドボ]ル巧は、'無いも 
のだらけの創始期、より今日まで 
S 十年多くの人々のハンドボール 
愛好、むに支えられ、日夜の努力に 
よって今日の発展を違げて来た。 
その努力の一つは、「世界の壁」 
にとりついている。この固く厚い 
壁の一端でもこわすことが出来た 
ら、.ハンドボールは脚光を浴び 
て、サツカ I の様に、バレ I に見 
る穂な大きなブ I ムを呼び起し普 
あにも、一仔きづまった面の巧解に 
も大きなプラスを得るものと思 


う。勝利の栄光もさることなが 
ら、その反響ょりひろボる底ぶお 
充の偉大な収穫も見逃すことはで 
きるだろう。その好機は五年後の 
ミュンヘン五輪に来る。 

東京オリンピックで他競技に一 
步遅れをとったが、今度こそハン 
ドボールの興隆をかけて、ミュン 
ヘンへの努力を惜しんではならな 
、■〇 

IHF の首脳は男•女各；5力国 
化場を西ドィツと交渉中らしく、 
數は減っても男女關催を理想とし 
ている。この情報でヨーロッパ各 
国はオリンピックに向ってハー 
ドトレ—ニンダに入ったものと思 
われる。 

多くの国際試合も巧なわれ、な 
じみのチ—ムの活曜の記事を見る 
たびに早くしなければおくれてし 
まう 不安がつのってくる、 

我々は早く国際的な目をもっと 
聞かなけおばならない。そのため 
には多くの外国チ I ムを肌で感 
じ、文献を消化し、日本と外国八 
ンドボ I ルの違いを発見し、ここ 
に勝利へつながる利点を探り出 
し、一致した強化方針を確立し、 
外人に強いタィプの選手からなる 
ナショナルチ I ムの編成を急がね 
ばならない。 

日本ホ子チ I ムはョーロッパに 
二回遠征し、昨年は西ドイツチー 
ムが初の日本来征チームとして各 
地を転戦した。これによってか国 


ホモチームの空気がわかったと思 
ろ0 

外国チ I ムに対して月本国内の 
試合成績とちがった強さを発揮し 
.たチ I ムや、選手がいたし、その 
反対のことも凳見できたことも今 
後の参考になることである。 

二度のョーロッパ遠征から私は 
日本少ショナルチームの力を次の 
様に判断している D ヨーロッパの 
-流クラブ.チ I ムには苦戦しても 
勝てるが、ナショナルチームには 
五点位の差をつけられて負、共産 
園にはかなりの關きボある。速攻 
だけに頼る日本の攻撃をか人記者 
はこぅ書いている「勇ましい日本 
チ I ムは敏速で虚をつくといった 
一種の気まぐれな競技態度で対抗 
した。日本の威力のあるシュ I 卜 
は非常に注目された」。日本コ I 
チングスタッフはこの日本評を充 
分に研究し、今まで苦労して集め 
たデ I 夕—によ.って外国戦の構想 
を練らねばならない。 

最後になったが日本女子選手諸 
壌に一言したい。世界女王の座に 
一歩でも進み給え、栄光の座につ 
いたル]マニヤもかっては最下位 
であったし、体格も日本人と変り 
ない東欧人である。(筆者は日本 
協会技術委員、第2回世界女子7 
人制選手権日本還手団コーチ) 




世を に遅れるな 
ョーロッ パに目を向けよ 

渡辺和美 

編集子から「国際情勢」につい 
て、なにか書いてほしいという注 
文である。私は昨年十月にを巧で 
スィスに岀張し、余暇を剌巧して 
バーゼルにある IHF (国際ハン 
ドボール連盟〕を訪問、バゥマン 
会長と会って世巧ハンドボ—ルの 
趟势について語り合いました 。I 
HF を直接訪れたのは、おにとっ 
て二度目であり、それだけに意義 
深いものがありました。それで私 
は、なにかの機会に本誌を通じて 
全国のハンドボ I ル愛好者に世界 
の動き、私の抱負などを発表して 
みたいと思っていた矢先に編集子 
からの注文があったわけでず。 

おは別にむずかしいことを言お 
うとは 思っていません。日本協会 
が新しい スタッフでスタ I 卜して 
ちょうど一年になるので、この時 
機をとらえて日本協会が自らの姿 
藝を正し、そして前向きの姿勢で 
国隙情熱と取り組んで一付きたいそ 
れが、すなわち 1972 年のミュ 
ンヘン.オリンピックへの道に通 
じるものと思っていまず。 


自みの力で消化を 

アジアのハンドボ I ル。それは 
日本、韓国のほかに非加盟の中国 
の許一一一力国がありまず。大陸続き 
の欧州に比べて立地条件が悪く、 
ずべての面でマイナスといってい 
いでしよう。欧州のチ I ムは®自 
動車、巧单で外国遠征が出来る② 
したがって国際試合が多い感レべ 
ルアップになる④費用がかなく、 
気程に参加できる©国際感覚が鋭 
い⑥各国の実力検討が出来る一な 
ど、日本では想像も出来ない好材 
料がそろっていまず。これだけの 
ハンディキャップを背負った日本 
が、欧州の強豪に巧して肩を並べ 
ていこうというのですから、私た 
ち日本協会の役職にあるものはそ 
れ相当の覚悟が必要なのです。一 
人】人が貴任をもって事に対処し 
ていかないと遅れをとります。で 
すから、その I 人一人が欧 W 各国 
の動きをを視し、その一つ一つを 
自分の力で完全に消化して行く気 
概があってほしい。 IHF 広報、 

西ドイツ、ルーマニアその他のハ 
ンドボールマガジンに目を通し、 
全員がこれを分析ずることをぜひ 
実行してもらいたい。そしてこれ 
を】日も早く全国の愛好者に知ら 


せ、がっちり スラ クムを組んで行 
きたい。日本国内の大会さえ大過 
なく運営していけばよいとか、自 
分の所属しているチ I ムが強くな 
ってを日本の タィトルを とればい 
いとか、そんな狭い考えでは日本 
はおり残されてしまいます。 

規則改正は早く 

たとえば、昨年十月に西ドィッ 
チ I ムが来日し、一般女子の試合 
時間がのかハーフとなっているこ 
とを知りました。十月に私が IH 
F を訪問したときにも、欧如では 
すでにお分ハ ー フで試合をやって 
いることを確認しました。それな 
のに日本は、四十一年度の競技規 
則をそのまま四十二年度に準用し 
て W 分ハ J フで運営して.いるので 
ず。これは考えも，のです。西ドィ 
ッの関係者から「お分ハ I フ」と 
聞いた直後に、 IHF の広報を調 
ベて、 もしそれが事実なら十月の 
国体、あるいは十二月の全日本靈 
拔選手権からでも実行するよぅな 
頭の切り替え、つまり"英断"が 
必要なのでず。東京都協会はいち 
早く十一月の東京都選手権から、 
一般女子準決勝から巧分ハ I フを 
採巧し好評を博しました。日本協 
会は二月の全日本実業団選手権か 
らおかハーフ採用を決めました 
が、欧 W 各国に遅れをとらないた 
めには、もっと早くこの制度を操 
用すべきだったと思います。 


祀を福に転じよ 

ことし十一月にソ連国巧で女子 
世界選手権大会が聞かれますが、 
どういう手違いか日本はユントリ 
I していませんでした。私はバー 
ゼ ルで バゥマン I 扫 F 会長に会っ 
て、日本の組み合わせを問い合わ 
せたときに始めてわかったことで 
ず。 バゥマン 会長は多くの書類を 
調べてくれましたが、残念なこと 
に日本の H ントリ！はなかったの 
です。私は ハンドボ J ル界に首を 
突っ込んでいらい、こんな悲しい 
思いをしたことはありませんでし 
た。 プレ I ャ I が世界遷手権を、 
そして ミュンヘン •ホ リン ピック 
を目ざしている重要なときに、こ 
のようなミスを侵したことは断じ 
て許せません。人間にはミスボあ 
るものですが、これは未然に防げ 
たはずです。この事実が欧州各国 
にわかったら、それこそ日本の恥 
です。この禍(わざわい)を福に 
転じてほしい。粗は IHF に巧し 
「なんとか日本が參助出来るよ 
う」手紙を出して再考を促し、も 
.し望みがあれば、おはさっそくバ 
1 ゼ ルへ飛んで巧きたいとも伝え 
ました。 

この結果が、まる1月；5日付の 
I 打 F からの電報となって表れた 
のです。 ’ 

電報だけですので、詳細は判り 
ませんが、 IHF ボ日本の申し化 


を好意的に扱って、ソ連協会と交 
渉してくれたのが、このような朗 
報となって現れたのでず。 ■ 

このことからも、連絡を密にし 
て、機会あるごとに IHF の関係 
者と会合をもち、文通していくこ 
とが必要と考えます。 

欧州を追い越せ 

欧州各国のチームは来日を熱望 
し、日本チームとの交流を望んで 
います。私は国際交流はどんどん 
やるべきであると思いまず。 

これに要する費用は日本協会が 
あらみる手段を講じて用意し、チ 
I ムへの負担を軽減させる方向が 
けをずることが日本のレベルアッ 
プにつながると思います。欧州各 
国を追い抜き、追い越ずことが大 
目漂です。女子世界選手権大会へ 
の参加は大きな朗報であり、これ 
に対赃すべき方途を考えなければ 
なりません〇ホリンピックに 間に 
合うように、四十 一二 年度は全員が 

気を引き締めて . 。， 

編集子の注文である「国際情勢 
について」という題から少し脱線 
しましたが、私が言いたいことは 
「世巧に遇れをとるな」「欧卵に 
目を向けよ」「国隙感覚を身につ 
けよ」「世界の動きを全国の愛好 
者に伝えよ」—ということでず。 
(筆者は日本協会副会長、ま京協 
会会長、を日本実業団連盟理事長} 






3 .園内問題 


日体協との関係 

保坂周助 

体協は加盟一二五競技団体と府県 
体協で組織されているが我がハン 
ドボ I ル協会も加盟競技団体の主 
要な一つであることはい弓までも 
ない。体協の議決機関である評議 
員会には本協会からも評議員を派 
遣して重要事項の審議に参画して 
いる。それに古くからある日本ホ 
リンピック委員会と国民体宵委員 
会へ、又最近化来た競技力向上委 
員会へも夫々有能な委員を送って 
いる。これ等の委員会に於ける委 
員の発言は委員個人の力もさるこ 
とながら、委貴が所属ずる協会自 
体の実力の強弱が大きくものをを 
ぅことは自明の理である。歴史ボ 
古く世帯が大きい、国の巧外によ 
く普なしている、ずぐれた先輩が 
多く協会がよくまとまっている、 
国際試合.でよく活賴する競技力を 
持っている、等々が体協内でちき 
をなず原因である。我が協会も長 
期に豆る関係者の御骨がりで相当 
の力を持っている団体ではある 
が、四十一年暮れに起きた協会内 
部の一事件が大きく信用をおとし 
た感がある。この際は役員特に執 


行部が】致協力し—て我が協会の実 
力の向上をはかり信用の回復にお 
めなければならないと思う。 

ハンドボールは最も普な巽励ず 
べきすぐれた球技であり、その前 
途は洋々たるものがあるスポーッ 
と思う、協会発足一二十年を迎え国 
巧に於ける普及強化に、又国際舞 
台への進出に一層の努力を傾ける 
ことが肝要と思う。ミュンヘンの 
オリンピックへは是非共参加させ 
たいものである。その計'画も立て 
実巧に移ず時期は寧ろおそきに失 
ずる感がないでもない。 

日体協では現在国巧関係、国際 
関係、共に大事な問題を沢山かか 


体育の授業時数増加の運動、③国 
体を国民のスポーッの祭巧に一層 
ふさわしいものに改菩する仕事、 
@青少年スポ—ッマンを受入れ指 
導していく社会体育団体の組藏作 
りの問題、®体育指導者の養成、 
体育研究所の設置促進の仕事、⑥ 
スポーッ施設用具の増設増加の問 
題等々である、これはとりもなお 
さず我が協会の問題でもある。国 
際関係も®アジア、スポ1ツ振興. 
巧策、②ソ連や中国への対策 、I 
OC 対策、®国際スポーツ巧事の； 


進'め方、⑥メキシコホリンピック 
への選手強化等の問題をかかえ、 
国内スポ I ッの振興同穗、国際関 
係の改善に研究努力を続けてい 
る。日体協の努力もさることなが 
ら、最も肝要なのは日体協を造っ 
ている各協会の強化充実である。 
加盟固体の活隅があってこそ日本 
のスポ]ッ振興の実が上る といぅ 
ものである。若い人々のハンドボ 
I ルへの情熱、愛情に大いに期待 
している。义年輩者の貴重な体験 
の活巧にも期待古よせて筆をお 
く。(筆者は日本協会副会長、神 
奈川協会長〕 

審判上の諸問題 

ま藤純光 

日本ハンドボ.—ル協会は、記念 
すべき一二十周年を迎え、さらに大 
きく前進ずベくスタ I 卜をする機 


における日本ハンドボール巧の発 
展は、. めざまし いものがある。外 
国チ I ムを招いての国隙試を、世 
巧選手権大会参加その他の海外遠 
征によって、日本のハンドボール 
技術もいちぢるしい発達をとげて 
きた。一九セニ年のミュンヘンホ 
'リン ピック. ではハンドボールも競 
.技種目として登摇することに決を 
している今日、日本ハンドボール 
は、さらに世界に向って一大飛腊 
をとげなければならないときにあ 
る0 


この技術の発達に影攀を与える 
ものには、いろいろな要因がある 
であろう。たとえばプレイヤーが 
充分に思うを分に活動できるよう 
な環境がぶ要であろう。とりわけ 
プレイヤーの技術に大きな影響を 
与えるものはレフでリ I の審判技 
術であろう。このことは、本誌に 
もまた機会あるごとに私のみなら 
ず多くの人によって説かれている 
ところであるにもかかわらずレフ 
1リ I に対する要求はまだ非常に 
多く聞かされるのが現状で轰る。 
おそらくこぉらの要求は皆無にな 
ることはないかもしれない〇しか 
しレフ1リーはできるだけ完全な 
ものを目指して努力ずべきであろ 
う。プレイヤーは常に高度な技術 
をホめて絶えずはげしいトレイニ 
ングを続けている。そして、その’ 
技術を発揮する場は試合である。 
もしレフ H リーの技術が未熟であ 
れば、築きあげられた技術ボ阻止 
されることも起り得ることにな 
る。が術の発挿にもっとも強い影 
響を与えるレフエリ I も、このプ 
レイヤ I の技術にともなった審判 
が可能なように絶えず研究してゆ 
かなければならないであろう。も 
しプレイヤ I だけが技術の追求を 
一付なっても、レフユリーが旧態化 
然の審判技術でレフ t リーをした 
ら技術の進ホを阻止することにな 
る。この意味から技術は、レフュ 
リーとプレイヤーの協力によって 


築きあげられるものであるといぅ 
ことができる。 

これ段前にレフてリ I としで'.の 
進礎的に必要な要件について‘、..二 
•二一考えてみると、 V . た. 

——白信をもち信頼感を得ること 

この 自言はもちろん レフ ユリ I 
自身の独善的な過信であってはな 
らないであろぅ。その判定が競技 
規則にしたがったものであること 
は当然のことである。 レフ ュリー 
が笛を大きく (をの音が小さくて 
はいけない〕吹き確信に擺ちた動 
作をずることにょって、 プレイヤ 
—や観衆の信頼を得ることにな 
る。このためには、そのプレイが 
巧なわれた瞬間に判断をして判定 
すべきである。その時期を失した 
り、ずれたりずることがあったり 
ずると、その判定が誤りでなくて 
も、 プレイヤ I や観衆から不信の 
念をもたれることになり、.これが 
かさなるとその回復ボむずかしく 
なる。この自信(確信)をあらわ 
ずものは、笛であり態度である。 
——確固たる判定基準をもつこと 
(二貝性をもつこと) 

A レフエリ1も、 B レフエリ— 

もをく同じ巧を吹く こと (判定の 
統一〕ボ理おである。レフュリー 
はこれを目標に研究、あ力をつづ 
けなければならないのであるが、 
巧唐レフユリーが人間であれば機 
械のようにはいかないであろう。 
そこで これと 同なに‘大切な こと 


えている。国巧問題では、①学校-をを迎えた。この間、とくに戦後 
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は、確固たる判定の基準をもつこ 
とであろう。試合におい石同じ場 
面または同じような場面に対して 
同じ判定がなされなければならな 
いであろう。この判定が、そのと 
きどきによって、まちまちであゥ 
てはプレイヤーを混乱させること 
になり、競技は支離滅裂となり収 
拾のつかないものになってしまう 
であろう。 

-レフェリーはプレイヤ I を罰 

ずるためにいるのではない 

レフ H リー は、競技を円滑に運 
巧するための進行係であり、演出 
者である。競技はプレイヤ I とレ 
フェ-リーの協力によってつくりあ 

げられるものである。競技規則が 
守られ プレイ そのものが德滞 なく 
展關されるように プレイを 観察 
し、斟定するのがレフ1リーであ 
ろう0 プレイヤ ー と、 レフ ユリー 
が相反発ずるような雰囲気につつ 
まれてしまっては殺伐た る 競技と 
なり、 よい競技が展開 さ 如る こと 
は期待できない。 レフ1リー は、 
ある意味では孤独であるが、 プレ 
イヤー とかけはなれたところにい 
てはいけない。 

——常に冷静に厳正公平な態度で 
なければならない 

競技が.エキサイトし、プレイヤ 
I や観衆が興奮状態におっても、 
レフユリ I は決してその雲圓気に 
のまれてしまってはならない。正 
確な正しい判定をするためには、 


どんな事態に遭遇しても決して冷 
静さを失なってはならないのであ 
る0 

などまだまだ レフて リーとして 
の必要な基礎的な要件はあるであ 
ろうが、私は、これらを獲得ずる 
方‘をとして、-経験を 重 わること 扮 
外にないと考える。 よくレフ ユリ 
I としての適性はという質問を受 
ける。適性もあるであろうが、こ 
れにも増して必要なことは経験を 
つむことであると考える。協会発 
足一二十年の記念すべきこのときに 
ご一十年の基礎を上台に、技術の進 
歩とこれを助成する審判技術の向 
上と統一をはかりたいものであ 
る。(筆者は日本協会常務理事) 

財務の現が 

ち田猪 III 郎 

おが初めてを日本学連選出理事 
として柏和一二卡八年四月に協会執 
巧部の一員になった時、年度決算 
ボホ字額一五〇万円であった事は 
忘れ得ないおい化の一つです。 

当時おをに巧し、て何か金銭的に 
不巧朗なムードボあり地方の先輩 
理事もその点をかおして居り、ア 
マチュアスポーッ団体だからと云 
ってこれで良いのかと当時の担当 
理事とは意見の巧立もをしまし 
た。協会の決算ボホ字であるなら 
ば当が加盟金及びを録金は値上げ 
をしが全なる*営を巧なわなけれ 


ばな りません。 従って理事会及び 
評議員をで現行の収入予貴が決定 
致しました。その後加藤氏がが務 
担当になり氏の誠まな考え方と巧 
力に化って協会も黒字決算になり 
旧巧四十一年度決算にかいては六 
五一万円余の繰越金を計上すると 
いう全く一一一年前のホ字決算から考 
えれば驚く様な喜ばしいお換を致 
しました。又協会は複式簿記で伝 
票制にし誰が財お担当者になって 
も、その儘引継ぎの化ホる様にな 
りました。又おは部生活を関西と 
関東両学連で経験したのでま西を 
問わず選手の遠征費等は自費で賄 
なう事をかりました。がに還をの 
身になって協会運営に当たらなけ 
ればならないと思って居ります。 
，従て協を経費も出来るだけ節め 
しなければなりません。 

現在協をの運営はか盟金と登録 
金及び公認料で、普及、強化、講 
晋を等は体協の補巧金(八〇%〕 

で賄われて居ります。これな外の 
化入の道を協会として考えなくて 
はなりません。従ってサッ ヵ I 協 
をの様に入場料収入をあげるあ要 
ボあります。.. 

.普及度に関する事ですがそのた 
めには日本リ I グに匹敵する様な 
試合を日本各地で巧なう企画と世 
巧還手権を日本に於いて開催する 
巧力をせわばなりません。世巧遷 
手権を開催する事に化って人々に 
ハンドボールを認識させれば昔あ 


に大いに役なつ事は自明の理であ 
ります0 

それ迄の間、地方協会の皆様に 
は非常に負担と思われます現行の 
加盟金及び登録金制度を据置いて 
下さる穂にお願いずる次第でず。 
資金を蓄積し世界選手権聞催に 

努力しサツカーに追いつこうでは 
ありませんか。 

ハンドボール関係者が.一致協力 
してハンドボールの為に努力すれ 
ば可能な事だと信じて居りまず。 
(筆者は日本協会常務理事) 

中学校指導要領改 
訂に期待する 

的場な巧 

サツカーの人気は大巧なもの 
だ。なぜサツカーボ最近プ D 野球 
並みに人気をえるに至ったのか不 
思議である。それにはいろいろ巧 
由があろう。その大きな a 由の一 
つは、小■中学校体育指導要領に 
サツカーが主要種目として認めら 
れていたという ことを 見逃しては 
ならない。すなわち学お体育の中 
にサツカ—はル学校で種ボ撒かれ 
中.高校でまを出し育ったわけで 
ある。この巧十ヶ年の間にわボハ 
ンドはサツカーに大きく水を空け 
られてしまった気がする。 

1、中学お指導要領対策委員会の 
誕生とその任務 

そこで今回の学巧を育課程の改 


訂には「なにがなんでもハンドを 
中学校の必修に」といぅ声が、むあ 
る体育指導者やハンド愛巧者に深 
く叫ばれた。協会では数年前か 
ら、協会に「中学枝指導要領対 
策」の特別委員会を設けそのが策 
を検討するとともに関係方面に対 
し強力に働きかけることとした。 
いわばこの委員会は審議と執斤の 
両面の任務を委任されたわけであ 
る。この委員会で最初問題になっ 
た点は大要次の通りであった。 

1、 前回中学校の要目から除外さ 
れた a 由をはっきりなること。 

2、 改訂に至るまでの審議過程を 
察かすること。 

3、 改訂に関係あるを員等をかる 
こと0 

4、 ' スポ—ッとしての中学巧向ハ 
ンドを研究すること。 

5、 学校体育(特に中学生〕とし 
ての(ンドを実験的に巧巧するこ 
と。 

日、が道府県ハンドボール協会を 
a じ、当該主管課長に働きかけ、 
与論を換面すること。 

こ、文部省教育課程審議とお会の 
巧策 

早を本部協会では昔あ部を中、む 
にスポーッとしての中学巧向ハン 
ドと学校体育としてのハンドの研 
巧に着手した。 

文部ちでの審議の経過はなの一二 
つの度階になったよぅである。 
第一は、教育課程をおに関する 
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審議であった。(初等教育審議委 
員が二十四名、中等を育審議委員 
二十六名〕。 

巧一一は、学が教育における，「巧 
健化育」の基本的な問題なり方向 
づけなどが審議された。.(を員五 
名〕 

巧一一一は、巧一.萃一に審議され 
た基本的方向にそい.つつ小-中. 
高と 関連をもつよう ル 学校.中学 
巧の教科毎に、具体的調趣：研究さ 
れ、それを順次答申する ことにな 
る模なである。中学校な体調査巧 
巧〔協力委員二十を(中学校関係 
者六を、大学お官十名、その他四 

复〕. 

これ等の巧体要目改訂委員なら 
びにその関な者の方々には、スポ 
—ッとしてのハンドボ—ルを十分 
認識してもらうこと、すなわちハ 
ンドボール大をを親てもらうこと 
ボ先みであると考えた。 

このように協を本部の巧策委員 
会としては、どんな時期に何をす 
る ことが 最も適切であるかを檢討 
し、的をかさぬよう終始一貫あめ 
たと信じで いる。しかし、 初 巧の 
通りに事が絕ベて運んだのではな 
い。 ことに 普及部の研巧はニヶ年 
に及んだボ予算の都合で満足する 
ところまで 至らなかった。 

なお、文部省へ各地各層から提 
示された山なす要望書、請願書の 
中に、東北地区主管課長を議から 
「ハンドは女子の巧適を材 '.' J と 


いぅ要望書は、ハンドにとって柜 
めて貴重なものであったし、本部 
協をからの要望書は十か成をがあ 
ったと 思ぅ。しかしその最終的成 
をは総べて中学校指導要領改訂後 
に巧待したい。 

111、現在のななと将来の見とおし 
W 昨なル学校教育課程の中間報 
告があった。これによって改訂の 
を本的態度が明かになったが、保 
体について去えば、目新しいもの 
はなかった。すなわち授業時数の 
増は認められなかった。唯地方の 
実情によりを育委員を、あるいは 
学校の自主制が尊重されることに 
なり、若干の弾力的お扱いができ 
ることに なった程度であった。小 
学校の今後の作業は、各あ巧なに 
指導要領の'細部が現在調査研究中 
で、お春早々る申されるのであろ 
ク〇 

灼中学校に関する審議会の中間 
報告は、予定より遅れているボ年 
が開ける頃を申されるとのこと。 
巧体について詳しいことはわから 
ないが、中学权の巧体目標とその 
内容についてその基本的方向だけ 
がボされる程度で、具体的なを材 
やヵリキュラムは その後の調査研 
巧を まつこと になる模巧である〇- 
今少し内容について推測すれば 
体力，つくりの立場から現行の指導 
要領ボ再お計され、を干教材(種 
目)をホ広くするということと、 
た面教材を精違するという巧反す 


る両面とがあり、それ等の疆目を 
評準として指導要領で示し、運用 
面で弾力的に巧あうことが認めら 
れることはほぼ間違いない。 

M 中学校の保体の種目を巾広く 
といっても提局は、施設、用具等 
の関係もあり、その精選された種 
目の中にハンドが含まれるか、ど 
うかである。うわさによると精還 
された中学巧での球技は、数疆目 
だときく。幸いハンドもその中に 
含まれているらしい。これ等の種 
目は、学が体育の立場から十か調 
査研巧され、それボを申されるに 
今後敎ヶ月はかかるであろう 0. 

(筆者は日本協を常巧 a 事〕 

P R 対策 

増田一郞 

戦後、各疆スポ I ツボ復興する 
とともに、競技人口も急速にふえ 
中でも野球は、一億繪評論家とい 
われるほどにまで盛んになりまし 
た。また戦後最大のスポーツの祭 
典、東京オリンピックが聞かれた 
ことによって、それまで一般に、 
あまり馴染がなかったサッヵー、 
バレ. 1、 バタ ヶットな ども関、 心が 
もたれるようになってきていま 
ず。この中にあってハンドボール 

も関係者の努力がようやく実り、 
最近では新聞、放送に大きく、と 
り上げられるようになりました。 

しかしまだ一.般的スポ I ツとは 


吉えません。例えはメムバ 1* 力新 
聞に出ても、野球ならば、1、2、 
3と並べば、1は投手、2は捕手 
と吉ったように誰でもが理解でき 
まず。これは、プロ野球で川上、 
青田の赤バット、青バットという 
名バッターがあらわれ、競技の面 
白さと相俟って大いに野巧を売り 
出したからでず。また、最近、プ 
口野球よりも次はサッヵーだとい 
われていますが、これも、杉山、 
蓋本といったスピ I ド、技術とも 
にすぐれた名プレーャーが出現 
し、国際試合に好成績をあげたか 
らです。ハンドボールでも、底迈 
を拡大するとともに、な試合を展 
蘭ずれば、.一般の興味をひくに十 
か魅力あるスポ—ツでず。そこで 
今後はまず、いつもゲームを一般 
に招かしてくれる新聞、放送記者 
に、ハンドボールをよく理解して 
もらうよう関係者がつとめること 
にあると思いまず、例えば、国隐 
試合のメムバ— •スコアなどは一 
見して誰にでも理解できる形に整 
える。試合が了後、直ちにスコア 
をおずなど、記事を早く、わかり 
易く書けるよう協力ずる。このこ 
とは他の競技固体とくらべ、まだ 
十かとは云えないようでず。かに 
ゲームがテレビを通じて、家庭に 
入りこむ機会が多くなりました 
が、このような時にスピード、髙 
度な技術、そして白熱した試合巧 
容となれば視聴者をひきつけ、ハ 


ン ドボ ー ル競技を知ってもらぅは 
かりでなく、.をい世巧に大いに巧 
味をもたせ、歳技の®索をつょく 
します。これがひいては、底辺拡 
大にも、つなボるわけで、その意 
味でも、透手は勿論のことが説者 
も重要な役割りを果ずょぅ、むがけ 
てほしいものでず。一九セニ年の 
ミュンヘンオリンピックでは ハン 

ドボ—ルが戦後初めて、正式種目 
として、とりあげられます。正式 
決定となれば、 マスコミを はじ 
め、一般の関、むは一段と高まり、 
ハンドボ I ルが一大飛賭をとげる 
契機となります。これからの国際 
試合で、好試合が多ければ多いほ 
ど、 マスコミ も一般も注目するわ 
けですから、その実現に努力した 
いものです。(筆者は日本協会常 
務理事) 

底辺の拡大(ハンド 
ボ—ル少年団) 

若崎重富 

スポー ツ化類団体の目的と社会 
め貴任は、おのずから巧白であ 
る。一つは、スポーツ人 P の拡大 
であり、，一つは、国際最高水準に 
到達する競技力の向上である。 

「ス ポーツ 人口のあ大」は、各 
が谣面体で、いろいろな手段や方 
法を持って巧化している。ある種 
目団体では、最高の技術を大衆に 



見せて、その魅力で引きがける方 
を、あるいは、商業的で法をとっ 
ているなどがある。いずれにせよ 
目的は同じなのであるが、問題は 
その種目団体の持っている歴を的 
背景によって、そのでをが違って 
くるのではないか。そこで、ハン 
ドボ I ル協会としては、どのよう 
な方法を運ぶかであった。 

昭巧一一一十セ年に、中学校の化健 
体育のを材からハンドボールが外 
されたことは、大きなが撃であっ 
た。最も、最短で確実な普及の方 
をの道が閉ざされてしまったから 
である。そのが策として、ハンド 
ボール少年団の育成によって、少 
年達とのがをおんでおくことを構 
おとして持ち、を地方協会の協力 
をホめた。熊本県ではいち早く、 
実巧にあされて全国にさきがけハ 
ンドボ I ルか年团が誕生した。 

しかし、全国的に見て、巧巧に 
期待した程の効をを得られなかっ 
た。そこで、'旧な四十年に再度、 
この重要せを認融し、深い関、むを 
持って、ハンドボール少年団の結 
成に巧力をしたのである？なけを 
担う少年を巧照として、長期的な 
観点に立った計画と実践は、ハン 
ドボールの発巧と、社を的要求の 
二つの意義を担うものとして、強' 
力な活動を展開して一行ったのであ 
る。現在、社会の要請しているも 
のは、体育(スポーッ〕ボ学校あ 
育の場から、ホ第に、地域社会へ 


と移行していくことだろう。この 
ときにあたって、日本ハンドボ— 
ル協会は、ハンドボール競技のも 
つ、ティ ー ム.ゲームの特性を充分 
に生かして、少年達のム身の発達 
お階に応じて、少年達の育成に効 
巧的なものとなるょうに、少年の 
生活の中にスポーッを融合させな 
ければならない。このょうな確信 
のもとに、そのをお準備のための 
会合を昭巧四十一年五月に、おお 
の東急ホテルで、各県の巧表者連 
絡会議を持った。このを合では、 
ハンドボール少年団の結成とを国 
交歐をについて話合ったが、賛否 
両論、ついに、結成するとの参集 
者全員一致の決意を得られず散を 
となった。その最大の問題点は、 
日本体協の組襯下にあるスポーッ 
少年団との巧係であった。そこで 
六月中旬に、スポ—ッ少年団の巧 
部との話し合いを日本体協で持っ 
た。大おでは1致点を見い化した 
が、をべてを解決するに至らず、 
時間切れとなった。やむなく、 ( 
ンドボール協を独自のもので、そ 
れも規模を縮か心た企画をたてて 
その実斤に移った。その内容は、 
第1部、各種少年団体が(ンドボ 
1ルを中、むに生活を共にし、友げ 
を巧める交歓会とした。を2部 
は、全国的規模で団巧を全国リレ 
I の方法で領布し、(ンドボール 
か年团意識による団結と友情を巧 
めるのを目的をした。®3部は、 


を地の代表が、一堂に会し、生 
活、交歓、見学等によりハンドボ 
—ルを中、わにした友情を深め、全 
国組織がお成されスポ—ッ精巧の 
高揚を巧し、今後の発展の契おと 
することにあった。 

さて、おい将来に中学校保健体 
育のを材にハンドボールが入った 
としても、これをもって底辺のあ 
大の方策は解決したと考えること 
は危険である。将来、学校体育の 
場におけるスポーッの普及の門戸 
は極めて狭くなってくることと、 
前述した ように、 社会の要ホはス 
ポ I ッの大ホ化である。この二点 
をち慮して今後、备らに、化域社 
会の奉仕をおろそかにしてはハン 
ドボ I ルの普及おおはあり得ない 
のではないだろうか。(筆者は日 
本協会常お巧事) 

底辺拡大を思 > っ 

徳ホ陸蟹 

今年は明治改元百年を記念し 
て、いろいろな催しボ斤われるよ 
うですが、わがハンドボール協を 
にあっても、創立二一十周年を迎え 
たことは、誠に喜ばしい限りであ 
ります0 

われわれは、いつもスポ—ッの 
本質から逸脱しないよう、またハ 
ンドボ I ル競技が、未来の青み年 
にとっての「人間造り」に役立て 
るべき ことを 念願しながら、今ま 


で數.々の活動を続けてまいりまし 
た。こういう努力がょうやく実を 
結んで、ハンドボール人口の目覚 
ましい増加を見たわけですが、 こ 
れを更に仲長させるためには、 こ 
れから益々発展してやまない当協 
会の組織を立派に生かさなければ 
なりません。そして、みんなが融 
和しながら、しかも積極的に巧り 
組んでゆくことです。 

現をわがハンド本 1 ル®会は、 
ミュンヘンオリンピックを 最大の 
目顆にしています。それには、‘世 
巧を通じての日本ハ V ドボール 
の、レベルそのものから考え直す 
必要があります。今まで数回にわ 
たって国際交流の機会を持って、 
外国 チームと 対戦できた ことは、 
何と 言っても映獲でした。しか 
し、まだまだ試合経験の面では、 
浅いと言っても過言ではありませ 
ん。並居る世界の強豪を相手にし 
て、真に禪足すべき結果を得るた 
めには、ずべでこれからの方法如 
何にかかっています。 ■ 

そこで、粒はその手始めとし 
て、 何ょりも「底辺拡大」 という 
こと、 つまりか年プレィヤ ー を大 
事に育てて、これを世界の線にま 
でもって行く という ことを考えた 
いのでず。 

辛い、私どもが長い間念願にし 
ていた「中学校指導要領」問題 
も、巧るい見通しと共に、近い将 
来には正科として全面的に採り上 


げられる段階にあるのは、このこ 
との大きな原勸力となるに違いあ 
りません。 , 

とかく、今までは財政的な面で 
の不均衡な消費もからんで、この 
少年ハンドボールの育成を中途半 
端にしていたことは、この際大い 
に反省を して、 ただちに先へ先へ 
とステップを踏んでゆくべきでし 
よう。ともあれ、 各所で徐々に少 
年チ I ムが産声をあげてい'る こと 
は、われわれの意をいっそう強く 
させまず。 

ミュンヘンオリンピックへの 

道、それは単に選手強化や競技力 
だけにかかるものではありませ 
ん。ハ’ン ドボー ル人口に幅広い 層 
を持つ ことは 何ものにも替えがた 
い力と なるものです。「底辺拡大」 
はとり もなおさずミュンヘンに続 
く 道でもありまず。 

それには、都道府県各地域を通 
じて、おたがいが努力を惜しまな 
いで、なおいっそうの普み、指導 
を深めて巧きたいものでず。ハィ 
レベルの競技者による精鋭チーム 
を造り出ずために、 

1、国際交流の拡大。 

二、コーチ陣容、指導者の拡充 
強化。 

兰、少年ハンドボ！ルの育成。 
をあげて、決意の一端としたいと 
思います。(筆者は日本協会常務 
理事) 
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! 日本協会発足 3 前 

▽大谷武一巧、.日本体育学会夏期 
譜智会で「ハンドボール」を紹 
か(大正 U 年8月) 

▽改正学披体操教授要目(中学、 
男子実業学校、男女師範〕に加 
えられる- (大正 巧 年5月) 

▽国隨アマチュア•ハンドボ—ル 
連盟がアムステルダムで創立さ 
れ日本陸上競技連盟の名称で日 
本も加盟。(昭和3年) 

▽昭和6年1月、東京巿会は「ホ 
リンピック東京招致案」を巧 
決。ただちに招致運動にはい 
る 〇ハンドボールの実施も考り 
よされることにな り、昭和 9 年 
日本陸上競技連盟内に日本送球 
協会創立準備委具会(委員焉 • 
平沼亮三)が設けられた。(昭 
巧6〜9年) 

▽日本最初の本格的ハンドボール 
講習会が ドィツ•ラィプチヒ 体 
育大のパムペル氏を主任講師と 
して東京代々木西原の体育研究 
所で巧われた(昭和 W 年 7 月 
扣、の、^日) 

▽高等女学校、高等小学校女子実 
業学校教材要目に採用される 
(昭和 U 年〕. 

▽日本オリンピック委員会 (JO 
C) は東京ホリンピックでハン 
ドボールを実施ずるか巧かを再 
一二にわたって協議。第 9 回 JO 
C 委員会(昭お U 年 4 月如日) 


席上「ハンドボ I ルは東京大会 
競技種目として希望せざること 
に決定。但し一、二年中に国巧 
で著しく発達し、且つ參加国多 
数となる見込みを得れば改めて 
議題とすること」(大日本体育 
協会ホ補遺上卷な頁〕を申しあ 
わせた。(昭和 U 年〕 
▽ヮルシャヮで聞かれた国際オリ 
ンピック ( IOC ) 委員会では 
昭和巧年の東京オリンピックで 
ハンドボールをふくむの歳技実 
施、会期は9月 U 日から W 日間 
と決めた(昭和 U 年6月〕 
▽日本初のハンドボ I ルチームと 
して慶大ハンドボールクラブ誕 
生、つ，ついて文理大(現•東京 
教育大)青山師範、•日体などに 
チ—ム発足(昭和 S 年4月〜 
U 月〕 

▽初の公式大会として第1回関東 
選手權開く (昭和巧年 W 月の日 
•文部省体育研究所グランド〕 
▽第9回明治神宮体育大会に陛上 
競技の一部として參加。この大 
会を第1回全旧本ハンドボ I ル 
選手権とした(昭和じ年 U 月 U 
•じ日•文部省体育研究所ダラ 
ンド〕 

マ全国体育指導者伝達及び養成講 
習会閱く (昭和じ年に月の、洗、 
巧日•文部省体育研究所グラン 
ド) 

▽日本障連燥会において送球委員 
ム巧を独立団体すぶことに決定 


(昭和 S 年じ月〕 

I 昭和 3 年 I 

▽初の地方協会(当時はま部と呼 
称〕として岡山県送球連盟発足 
(1月〕 

▽巧本送球協尝正式を足 

国際アマチュアハンドボール連 
盟への、日本代表権も日本陸連か 
ら譲渡された (2 月2日•ホお 
幸楽にて究会式〕 

▽初^^^焉にザ沼亮 IT 寅—, (2 月2 
日〕 

▽日本体育協会はホリンピック選 
手強化費としてハンドボールに 
一二五0円の交せを決定 (3 月) 
▽第1回オリンピック•ハンドボ 

I ル代表候補選手合宿練習会關 
く (3 月巧日〜？？日•慶大日吉 
グランド〕 

▽国際ハンドボール離技規則を完 
訳、全国領巧 (4 月) 

V 関東学生送球連盟が発足し、第 
1 回リーグ戦聞く (5 月) 
▽日本体育協会に加盟を認められ 
る (5 月) 

▽日ま事変など国際情勢の変化か 
ら昭和巧年の東京ホリンピック 
返上が決められ、聖火.の下でハ 
ンドボ I ルをといぅ夢がたたれ 
.た (7 月) 

▽初の国際試合としで来日中のヒ 
ットラ I "ユ^ — ゲント選抜チ . ~~ 
ムと日 体が対戦 (9 月 W 日•巧 
宮〕 
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I 日本 ハンドボール 協会公認 

コム化がス 9- 

…ボ■化 

I 釣鐘工業株式会社まま 



▽第1回東西対化蘭く (U 月別日 
•南甲子園運動場〕 


昭 巧；2； 年 


▽傷兵慰問体育大会 種目として 関 
東学生選抜紅白戦を行ぅ (3 月 
巧日•陸軍戸山運動場) 
▽大阪府中等学校体育連盟が送球 
部の新設を承認 (4 月〕 

▽初の実業団•倉敷絹織岡山、早 
大と招待試合 (7 月、岡山) 


- 昭和：5 年 I 

▽ 代会長に'永井を li . l 巧- (4 
月〕 

▽紀元ニモ六百年奉祝東姫競技大 
会種目として日体が在日 ドイツ 
人邁抜軍のが抗戦を行ぅ (6 月 
9日神宮、6月 W 日植原〕 

▽慶太、早大滞同して韓国に遠征 
咸巧、元山、平壊などを転戦 
(7 月〕 

▽明治神宮体育大会初の独な種目 
として参加、第3回を 日本 選手 
権を兼ねて開く。なお女子部門 
も新設され5チ I ムが出場。 こ 
れはホモの最初のを国大会であ 
る ( W 月？^日〜の日神宮ほか) 

▽第1回全日本中等学校還手権 
(男子のみ〕開く。関東州から 
はるばる参加した新京商業など 
7披が出場 ( W 月の日〜の日神 

宴 


昭和が 年 


▽初のラジオ中継として NH にが 
第3回東西対抗をとりあげる 
(1 月の日、南甲子園運動場〕 
▽明治神宮体育大会種目からはず 
される。 

▽第1回閣西選手権開く (じ月) 


I 昭 和 ^:一 年 I 

▽ずべての諭技団体は大日本体育 
会に統括。「大日本体育を送球 
部耸」となる。 

▽訪日ドイツ艦隊と全日本学生選 
お軍対戦 ( U 月の日•神宮) 


昭和 SS 年 


▽学徒送球規則が制定され、男子 
のリーダ戦は休止。学徒体育振 
興会の主偶で女子専問学校送球 
靈手權開く。 

▽枢軸国交默球技大会として在日 
ドイツ人選技と全日本社会人選 
お(関東大学 OB 〕 が対戦(じ 
月5日.神宮) 


昭 

和 

20 

し 

て 

残 

る 

0 

ノレ 

は 

ホ 

子 

技 

の 

化 

夏 

興 

励 

種 

冒 

と 

V 

火 

は 

げ 

し 

く 

な 

ク 

昭 i 

和 

19 

年 


ノ、 

ン 

K 

ボ 

1 

年 


V 戦後初の試合として一高対日体 


改び関東学生 • OB 懇親試合行. 
われる(口月2日•日産球技場 U 

昭和別年 I 


▽戦後初のを式試合として復活第， 
1回(通算第日回〕東西対抗關 ... 
く (1 月日•西宮〕 

V 日本送球協会復活準備委員会結 • 
成 (2 月}。 

▽日本送球協会復活 (4 巧〕 

▽学生界復活記忿試合(関東学生 
OB 巧現役〕を日本送球協会、 
学徒体育振興会共催で開く (5 
月じ日•女高師グランド〕 

▽関東学生リーグ復活 (6 月) 

月〕 

▽すべての公式呼称を送球からハ 
ンドボールに変えた ( W 月〕 

▽第1回国体が開かれ、ハンドボ 
I ルも正式種目として参加 (U 
月•西宮) 

▽初の東西大学期戦として早大対， 
閱学定期戦はじまる ( U 月)’ 


昭和 站年 


▽国際アマチュアハンドボ I ル連 
盟は国際ハンドボール連盟 (I 
打 F ) と改称して新体制で発足 
(1月〕 

▽初の女子東西対抗蘭く (1 月. 
西宮) 

▽初の高校(旧制〕全国大会聞く 
(7 月•京都) 


▽第2回国体で一般男女、髙校勇 
'，女の4部門が確立された ( W 月) 


昭 和 说 年 


▽閣西学生連盟が発足し、第1回 
リーダ戦開く (1 月、5月〕 
▽初の高校男女東西対抗開く (1 

月•ナイルキニック•スタジア 

ムリ神宮) 

0東北靈手権はじまる (9 月 ：I 
▽第3回国体が開かれ天皇が、皇 
后が得点順位争いはじまる。中 
学男女は高投異ホに変わる (W 
月•义留ホ) 

▽全日本学生連盟結成。その事業 
として東西学生王座(現•全日 
本学生王座)、金日本学生選抜 
東西巧抗をはじめる (U •じ月) 


昭和^ 年 


▽関東選手権復活 (7 月) 

▽全国高体連ハンドボール部発足 
▽東海靈手権 はじまる (9 月) 


昭和 放 年 


▽女子東西対抗3年ぶりで復活 
(1 月 •丸亀) 

v 全日本選手権が復活され、第1 
回として新発足 (1 月 •一宮 U 
昭和^年度事業) 

▽渡欧ずる東竜太郎 I 〇 C 委員に 
IHF への連絡侦頓 (5 月) 
▽第2次大戦後、 IHF からはじ 
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日本八シドボ-ル協を公韶球ィも/ 



ぶ 


サービスが 

祝宿区新宿の•目ち:が前 
TEL (341)2979.1016 


望月運動用县 KK 

お京;名らを田区が川橋4•了宜色 
下巨しホ所 <622)0 ヴ46 


めての通信をぅける (6 月〕. 
▽初の全日本高校(お制)透手権 
開く (8 月.藤井ホ) 

▽ IHF から送られた「一九四セ 
年版国際ル I ル」を売訳、.第5 
回国体から適巧 (8 月〜 W 月) 


昭和 如 年 


▽巧の地方大学大会として西部大 
学選手権開く (6 月-山口〕 
▽パリで關かれた IHF 絵会で日 
本仮加盟みまる ( W 月〕 

▽高校男女東西巧な、一が女子東 
西巧あおをとなる (U 月.今 
治〕 

1 昭和の-年 

▽式場を長とか山理事長をョーロ 
ッパ球が巧をに派遣 (6 月〕 

当—スゲソ ip 瞬か.れぉ 
Iwiwp 印，本の亞式-加盟ま 

認 i (9 息 

▽初の室内な式試合として大阪ク 
巧大阪学生選抜がか戦(じ月3 
日■大阪府立体育館記念シリ— 
ズ〕 


昭和 站年 


▽巧の ナイト ゲームとして第 8回 
早大巧関学を期戦巧う (6 月巧 
日.西宮〕 

▽全日本選手権を全日本摇合選手 
権に改称 (8 月〕 


▽まお学連、同リ I グ発足 (9 月) 
▽西ドイツチーム招へいを計画す 
るもま現せず。 


昭和の 年 


▽関東学連から6校が脱退、東京 
6大学リーグを結成 (4 月〕 
▽関ま違を権あ体制で再開 (7 月〕 
▽初の全日本絕合室巧濯手権開く 
(じ月.大阪府立体育を館〕 


1 旧あ W 年 I 

▽関ま学連、' 東を6大学リーグ合 
併 (9 月) 

▽自銜隊にチ—ム結成がみられる 
ようになる。 


I 昭和；3 年 I 

▽中国 選手権はじまる (5 月) 

▽西ドィツ選抜軍が来日、日本側 
8戦8敗 (9 月、全国各地〕 

▽ IHF バゥマン会長来日 (9 月 
東京) 

V 関東学連から4校脱退 (55 年4 
月さらに1牧脱退)し，東京都 
学連結成 ( W 月) 

▽東北•北海道学生選手権はじま 
る巧月) 

▽ハンドボール初のテレビ中継と 
して N 凸 技が第3回を日本絕合 
室巧選手権をとりあげる ( U 月 
S 日、大阪) 


昭和.狀年 


v ルール改正 ( U 人制)が行われ 
おメ I トル•ライン 新設 (4 月〕 
V 女子の公式試合すべて7人制と 
なる (4 月〕 

v 東西学生王座をを日本学生王座 
に改称(じ月、東を)- 


I 昭 あ？ S 年 I 

▽日本ハンドボ I ル協を創設如扇 
年記念行事開く (2 月2日•東 
京体育館ほか) 

▽一般男子東西対抗お会となる 
(2 月、東京〕 

▽関東学連へ東京都学連復帰 (6 
月) 

▽を日本学生選手権はじまる (7 
月、東裹 

▽全日本教職員選ず権はじまる 
(8 月、東裹 


昭和^ 年 


▽第日回世界男子 U 人制選手権 
(6 月、ウイーン)に初参加を 
決め、遠征メンバ I 発表 (2 
月〕 

▽ミュンヘンで行われた第 g 回 I 
OC 絕会で昭和％年に東京都で 
オリンピックが 聞かれる ことが 
決まり、ハンドボールの実施有 
望となる(日月) 

▽第5回世界男子 U 人制選手権出 
場とりやめ。(日月〕 


▽東京ホリンピック關擺種目検計 
ル 委員会は、 ハンドボールなど 
の削減を決めた(じ月〕 

I 昭和お年 I 

V 本誌創刊 (5 月〕 

▽ルーマニア選抜軍が来日、日本 

側 W 戦 W 敗 (6 月、全国各地〕 
V 中四国学生題手權はじまる (W 
月〕 

V 全日本実業団靈手権はじまる 
(じ月、広島〕 


昭和！？ 年 


▽初の海外遠征として全日本男子 

舅山回莫桌子が.人.制遺手権 

(3 月•西ドィッ) に参加。西 

ドイツ、チェコ、フランス、イ 

スラ ユルなどを転戦 (3 〜 4 月) 
▽ IOC 総会、東京オリンピック 
におけるハンドボ]ル除外を正 
式決定 (6 月、アテネ) 
v 日体大(男子〕韓国に遠征6戦 
6滕 ( W 月〕 

▽関東学生.リ I ダに女子部復活 
な月〕 


昭和 W 年 


▽北海道絕合室内はじまる (1 月) 
▽東海室内はじまる (2 月) 

▽お日本ホ子が第2回世界ホ子？ 
人制選手権 (7 月•ルーマニア〕 
に参加。西ドイク、ル I マニ 
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30 周年 ^ 50号記念 

綜•合印刷 

デザイン企画•宣伝 

巧刷の事なら大小を問わず 
創業 90 年の歴史を誇る当をへ 
ご気おに御相談下さい. 

* ま高橋活版所 

束京都豊島区南池袋2 - か - 2 
電話東京 （03) - 971 - 6544 (代表） 


ア、フランス などを転戦 (6 月 

〜7月) 

▽化信越靈手権はじまる。 

▽全日本高校男子達抜が韓国に遠 
征、 ..'6 戦 5 勝 1 分 (8 月).. 

▽全日本総合還手権男子で地区予 
選制を採巧 (8 月〕 

旧巧邮_年 

▽を，印本学をボ第 L 回世巧学生選 
手権 (1 月.スウ',エーデン〕に 
.'参が、スウ t 1 デン、西ドイツ 
.'.デンマ I ク、.フランスなどをち 
戦(が年じ月〜1月)制を採用 
(じ月〕 

▽韓国高巧違おがホ日、日本側. 
勝 5 か(じ月〕 


昭■巧 削 年 


▽金，团本巧モボ第5回世巧男子で 
，人制運手権 (3 月.チ H コ)に 
参加。ノルゥ H 1にで路 
ち世界還手権で巧の1勝をあげ 

る。フランス、チエコ、イスラ 

エルなど転戦 (2 〜3月〕 

▽フランス-■ステラクラブが来日 

.日本側4路6か。予定されたホ 
子は来日せず (6 月〕 

V 化信越学生リーグはじまる (U 
月). 

▽東化紹合室巧はじまる ( US ) 
▽全日本総合室巧男子、おせん制 
操巧，.(じ月).， 


i 昭^巧，が 年 

▽西独な習腊ドイッチュランド号 
チ I ムと親善試合 (3 月、東京' 
のみ) 

▽全日本男子が中共に遠化了月〕 
▽九州運手権はじまる (5 月：一 
▽沖縄協会苑足 (7 月) 

▽全日本学を女子選手権はじまる 
マ月) 

▽ IOC 総会、一九セニ年(昭が) 
のホリンピック大をで(ンドボ 
1ルを巧ぅことに決を ( W 月マ 
ドリ！ド) 

▽を日本実業団連盟発足(の月〕 
▽を日本女子が第 3 回世界女子.7 
人制選手樞 ( u 月•西ドイッ〕 

に参加。ボーランドに 6—5 で 
勝ち世界選手権女子で初の 1 勝 
をあげる。チェコ、西ドイツ、 
フランスなどの諸国を転戰(の 
〜 U 月) 

▽全日本総合室内を全日本選抜と 
改称。出摇チ I ムは日本協会の 
厳選による推せんチームに限定 

(苗) 


昭和が 年 


▽沖絕をふくむが都道府県協会出 
そろぅ (4 月) 

▽ IOC 給会、一九お二年ホリン 
ピック開催地をミュンヘン(西 
ドイツ〕 に決める (4 月、ロー 

マン) 


A ミュンヘンホリンピック第一次 
強化候補選手男子挑人を発表 
(目月) 

▽中共ナショナルチ I ム来日。日 

本側1勝8敗 (9 月) 

▽ハンドボール少年団全国結成、 
.交歓を開く (9 月、觸浜〕 


昭和 g 年 


▽全，日本男子が第6回世界男子7 
人制遺手権 (1 月•スニーデン〕 
に参加。ノルウで一にまたも臟 
ち、一滕をあげるも悲願の決勝 
リーグ進おならず。ルーマニ 
ア、フインランド、スウエ I デ 
ン、スペイン、フランスなどを 

転戦て月) 

▽第4代会長に鈴木達雄氏へ2月：} 
▽全国スポ I ツ少年团大会の教科 
目に参加 (8 月、本栖湖) 
▽初の八ム認コ t チ講習会開く (9 

月、東裹 

▽西ドイツ男女ナヨシナルチ I ム 
来日。外国女モチ I ムの来日は 
初めて。日本側男子3勝 W 敗、 
女子日腺6敗 


昭和 3 年 


▽ W 周年記念一付事「全日本社会人 
•学生選抜お抗戦」など行ぅ 
(1 月站日〕 

▽協会創立 W 周年 (2 月2日〕 
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歴史とは、思い出の蓄積でもある。日本ハンド 
ボ—ル協会の歩んだ加年の歳月には、まも楽も、 
波乱に富んだ出来ごとが深く刻みこまれている。 

W 周年にあたって、巧史をひもどき、ゆかりの 
かたがたに当時を想い出していただいた。 

執筆者各位の回想は、そのまま興味深い，史 
実"であり、貴重な覚料として得がたいものであ 
る。 (カット 写真は第5回世界選手権開会式で 
入場巧進する日本選手団) 


如年の歴史にみる重大ポイント 


▽協会発足に先立ち全日本連手権開く (昭和巧 
年 US ) 

▽日本協会設立(昭和 巧 年2 月〕 
▽オリンピック 強化合宿(昭和巧年3 月〕 
▽戦前の事業(東西対抗ほか。昭和巧年〜？3 
年) 

▽ IHF への復帰(昭和の年) 

▽西独チ—ムのま日(昭和な年〕 
vt 人制 I 本化(昭和明年〕 

▽国際舞台への進出(欧州•アジア〕 


第 I 回全日本選手権大会 
入江暢 I 

ハンドボール協会創設 一二 十周年 
の記念号に執筆をと、先日原稿依 
頼を受けたとき、実は「そぅか、 
も女二！ 十 年になったか」と、おど 
ろいた次第。 

あの頃は、ベルリンのホリンピ 
ジタ大会もあった、紀元ニモ六百 
年記念日本万国博覧会の記念墙も 
思い化される。而し何んと云って 
も日支き変だった。おもどぅせ出 
るなら志願して入隊をと検査をし 
たが-、目が甜視で見事に落された 
が同窓生の中から二十名近いもの 
が、祝入営ののぼり旗とを学生の 
飮呼に送られ入隊していたのは今 
も忘れられない。とにかくにぎわ 
しい世情であったことだ。 

ところで第一回全日本靈手権大 


会の様子をと云われたのだが、は 
てと戸惑ってまった。 

ハンドボ I ル協会ボ初めて事務 
局をもったのは、駿河台の明大隣 
りの生活会館の地下だったと思う 
あが卒業して神田の YMCA に動 
めた年だったからだ。思い化して 
当時のアルバムと協会の記録をた 
どって見たら第九回明治神宮体育 
大会の試合だった。 

私がハンドボ I ルをはじめた動 
機は同惩の林朝権のすずめだった 
のを思い出す。彼は台湾出身。当 
時すでに妻帯者だったが、とても 
器用で熱、心な男だった。当時彼に 
教えてもらった手品は私の特技の 
一つになっている。「今度ハンド 
ボ I ルと云う球技が出来て大会が 
ある。化場しょう」と熱んにくど 
かれたのがそもそもの初めだっ 
た。 ’ 


しかしハンドボ I ルは体育教材 
として、欧州から帰られた故大谷 
武一先生の止産として紹介されて 
いたが、当時は殆んどまだ普あさ 
れていなかったので、.大会開催も 
出来なかったょぅだった。一時陸 
上競技連盟の一部に加えられてお 
り f 第九回神宮体育大会として聞 
かれたのが最初だったわけであ 
る0 

会場は体育研究所のダランド、 
参加チームも四チームだった。 

我がチ I ムは外人部隊の'感があ 
った。獻球の林朝権が主将で、あ 
とはバスケットが中ム、現在韓国 
慶熙大学のを光曹巧は当時バスケ 
ットでは有名なポィントゲッター 
と知られていた男だった。彼が セ 
ンター。それに六尺豊かな 白 氏 (白 
系露人)も居た。現を協を理事の 
穂永氏は最初キーパーをやったお 


ぼえがあるがさだかではない。他 
チ—ムの、高等師範(現教育大〕. 
も同様混成チームで、ラダビー、 
陸上の選手のよぅだった。現協会 
の的場氏も、それに現文部省の高 
橋体育官も F B で活躍されていた 
と聞く。慶応には現東京ハンドボ 
I ル協会副会長のか山氏が主将を 
していた。それに青山邮範(現学 
芸大)が参加した。のちに明大、 
早大が加わり、盛んになって来 
た。審判員には珍らしい方が居 
た。現日本体育協会の事務局長で 
ある塩沢先生が最初の審判員だっ 
たことを思い出した。それに慶応 
の酒井巧先生(戰後農大におられ 
，た〕、高等師範の阿部二郞先生が 
居た。阿部監督は非常な熱ムな方 
だった〇今日の日本ハンドボール 
協会の創設、特にルールブックの 
作成については、忘れてはならな 
い功績者だった。 

余談だが、当時次回オリンピッ 
クが東京で開催されることが決定 
していた時だった。ハンドボ I ル 
もホリンピック種目となり是非合 
宿をといぅことで各チームから選 
披され日吉台の麗応合宿所で合同 
合宿をした。日体、高師、慶応、 
早稲田、明治等各大学から選抜さ 
れた還手二十わ名、監督コーチ ーニ 
名計！二十名の合宿だった。実は何 
か記録でもないかとさがしている 
ときに1遇々ほこりになったアル 
バムから出て来たのがかの写真で 






ある。 

懷さのあまり紹介ずる。この亭 
真に見おぼえの方もいるのではな 
いだろぅか。化山氏、現在京都に 
いる一二宅氏、韓国の金光善、崔氏 
の顔も見える。 

.阿鄙、酒井、重田監督の顔も懷 
しい。この時は、外山巧には非常 
に御世話をかけた。 

さて大会だが、何れもハンドボ 
1ルの正式試合ははじめてのこと 
ル！，ルと いつても、今の よぅに、 

よく理解され、研究をれ、徹底し 
たものでなかっただけに、乱暴極 
まる ものだった。「ジヤ クル」等 


の新用語の解釈等は、「あきらか 
に空間を獲得した球」等と、むつ 
かしい翻訳が書いてあったのを思 
い出す。 

試合の内容は記憶に薄いが、我 
がチームは青山師範に勝って、決 
勝で大塚クラブ(私は高等師範だ 
ったと 思っでいたが OB との 混成 
だった ことを 聞かされた〕に二点 
差でおれたのを私の思い出のアル 
バムに残っている賞状を見てわか 
った。 

この原搞をたのまれたおかげで 
私はアルバムやら記録やら写真な 
どをひっくりかえし乍ら、昔の懷 
しい思い出に耽けることができ 
た。 

さて協会も二一十年の歴史を刻み 
よぅやく国際的協会にまで発展し 
て来た。いよいよ曜進の時期だ。 

昨年まで種々問題があったが、 
過まを捨て新しい年を迎え、一二十 
周年を契機に一段の飛躍を期待し 
よぅ。(筆者は日本協会常務理事) 

，日本協会発足の頃" 

塩お 幹 

一二十年前の二月二日。赤坂の「 
幸楽」で、陸連会長の平沼亮二Iさ 
んから、新生.送球協会々長の平 
沼亮一二さん(もちろん代理者〕へ 
ボ I 卜が移譲された。式の進行に 
はおが当った。化風が強く、寒い 
日であった。その あと 陸連の幹部 


とを疎協会設立委員とが膝を交え 
て 支那料理をつついた ことを 思い 
出す。陸連の誰かが、うまそうな 
品がでると自分の皿に盛りあつ 
て、こちら 側に まわつて 来な かつ 

たことなど-食べ物のうらみか 

-印象深い。 

そして幸楽のお女将が、.お祝に 
と、皮の煙草入をくれたょうにお 
もう。私はしばらく、それにチョ 
コレートを入れて持ちあるいてい 
た。 

今のホテル■ニュ！ジャパンの 
あたりが、その旧蹟である。二- 
二 六で 反乱軍が たてこもつた りし 
た思い出深い家がそれである。 

文部省の体育研究所、今の東京 
教育大学体育学部の本館二階の学 
部長の東隣の狭い部屋で、大ハ合さ 
んやお々木寿さん、森さんなどに 
もときどき来てもらつて、若い者 
たち数人で議論を斗わせながら創 
立準備をしたものでもる。 

特に中園進氏、本間茂雄氏、陸 
上の111藤氏、酒井将氏の面々が私 
の記憶に残る。 

そして陸連からボ I 卜を譲り受 
ける工作が順調に進んで創立にま 
でこぎつけたが、協会の名称がな 
かなか決まらず曲節を経て若干無 
理して送嫌とした。 あまり 愛され 
る呼称ではなかったが。 

創立前後は、この普あの方策と 
して高等師範、青山師範、慶応大 
学に働きかけた。役；： HE ； の関係して 


いる巧だからでもる。 

当時は大会ともなれば、，ときに 
は大会総務と審判と選手なども兼 
わたものである。私など明治神宮 
体育大会の送球競技で全青山師範 
のキャプテン、審判長、兢技役員 
長を兼ねたことさえあつた。 

少数の役員が手弁当で、と面六 
昔のエネルギッシュな活動をした 
ものである。それは一途にハンド 
ボ I ルの普及と将来のオリンピッ 
ク種目になること.を約束されてい 
るとの信条からこりかたまつたも 
のである。 

このごろの世評のょうな協会役 
貫のみにくくうつる対人関係のゴ 
タゴタとは化そ遙かなるものであ 
つたとおもう0 

それに、私は劇球協会や体操連 
盟の理事もしていて、時間をさく 
のに大変だつたが、化の没員も同 
穂で、皆新しく誕生したスポ—ッ 
育成に、またちがつた情熱をたぎ 
らせていたものである。 

創立後の本格的事務所は、中園 
進巧が努力して松本学さんのご配 
慮，で、今わお茶の水の山の上ホテ 
ル、当時_は佐藤新興生活館の地下 
北側の一室に間借というか、居候 
して活動を開始した。 

おは八年前体協に迎えられてぎ 
務局長として着任し、歓迎会をこ 
の部室——既に山の上ホテルとな 
り地下の会議用の部屋として.使わ 
れていた^:で催うされて、その 


奇縁に、感慨の一潮であつたこと 
を思い起す。 

この頃の協会は中園進氏を中、む 
に阿部二郎君、外山君、的場君な 
ど青年将校組が加わつて熱つぽい 
活動がはじめられていた。 

ルさくかたまらないで早稲田を 
はじめ立教など各大学、日体等に 
働きかけが行われて漸か普なの実 
ボあげられつつあつた。 

文部省の教授要目に加えられ、 
明治神宮体育大会種目にも加わ 
り、先達の人々のご苦、むが段々と 
着実にみのつて巧つた。 

園際場裡に進岀した二〇周年、 
ミュンヘンナリンピックに備える 
今日の三十周年、今 こそ 運手は実 
力の蓄績にはげみ、役員また創業 
の志しを承けて国際的にもアマチ 
ュアスポーッ団体の経営者として 
欠けることのないょぅ大いに精励 
ずべきではなかろ5か。(筆者は 
日本送球協会設立委員、現日本体 
育 協会事務局長) 

戦前の動ま(プロローグ〕 
編集部 

日本協会発足後の重点施策は、 
地方組織の助成発達であつた。 

ずでに睡連委員会時代にその種 
まきはされており、北海道、東京 
大阪、兵庫、埼玉、神奈川、モ葉 
岐阜，岡山、静岡、徳島、山梨-’ 
山お1熊本、鹿児島、広島、愛知 
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昭和 14 年、山口から九卿にかけて大規模 
な巡回講習会がを化で巧われた。写真は 
山口県下での模様。先頭で指導するのは 
语ホ陸お氏（現日本協会普及部長） 


巧都、朝おのを地方が旧な W 年ま 
でに化盟申しこみをし、活動をは 
じめている(大日本化育会編「旧 
巧 U 年度化育年報」にょる〕 
これらの地方は、順調に発巧し 
て現在に至つているが、注目され 
'るのは、戦をもごく最近になつて 
新加盟した徳島や山形ボ、この時 
ぶで名を連わている こと だ。最巧 
の貧巧では山形はの年、徳島はが 
年に化盟したことになつている。 
せつかく戦前に芽生えながらこの 
間、同地方の活動がブランク(休 
止〕といぅわけである。 

戦前の唯一の加盟化谣としては 
U 年5 月に を舍した関東学生連盟 
がある。同連盟は全日本学お連盟 
をも名乗る二枚看おであつた。 

全日本中学連盟といぅ粗播は戦 
前は化ホずじまいである。 

が織の確立にメドがつくと、な 
に積極策ボとられた.のは技術の伝 


達——講習をの開催であつた。， 

旧巧 U 年には德島、愛知(ぶ古 
屋〕、岐阜、埼玉、化あ道、静岡、 
京都、大阪、神戸、岡山、広島で 
開講され、旧巧 W 年には山陰、山 
陽、九州方面で講習がつづけられ 
た。(別掲写真参照=愛媛.越省 
武巧提供) 

こぅした地巧な巧力はしだいに 
実をおび、岡山、大阪、兵庫、静 
岡などで県大会、県中学大会など 
が巧われるまでになつた。 

中央での大会参加は、1般巧モ 
は東京の学生巧が中、むであつたが 
一が女子、中学は地方势が多数を 
占めた。 

協会事業も年度ごとにあ巧され 
巧 年9月来日したヒット ラー •ユ 
I ゲントと日体にょる初の国際試 
合を開いたほか、 U 年 U 月には国 
民精神作興体育大会に加わり、関 
東大会では狂白戦、開西大会では 
を1回東西対お(り後掲)を斤つ 
た。 

W 年に入ると3月に傷兵慰問体 
育大会(関ま学生選な紅白戦)、 
4月に平沼を長還歴記念競技会。 

巧 年は、6月に開かれた第1回 
東亜競技大会に、ハシドボールは 
日独巧おとして在日ドィツ達な軍 
と日体の対戦をもつて参加した。 

この 試合の姑をは巧宮(関東大 
を)、垣原(関西大会〕とも 8 — 
5 のスコアで 日体が連勝した。 

さらに W 月の第 U 回巧を神宮体 


育大会には独立匯目として初参か 
(注.それまでは陸上競技に包含 
されていた}。第3回全日本選手 
権を兼ねて女子部巧も設け、中学 
男子部門は第1回全日本中学達手 
権と銘打たれた。 

また、このシ I ズン書きおとじ 
てなら-ないのは早慶両大学の滞同 
朝鮮遠征 (7 月〕であろう。 

こうして 順調なホみをみせた巧 
界に、 W 年、予實大縮少のあおり 
で明治神宮体育大会種目から除外 
という 事態がおきた。. 

との決定は、オリンピック東ま 
大会お上とともに、戦前の日本ハ 
ンドボール巧の最大痛恨事とい'つ 
てよいだろう。 

口年，気をとりなおすかのよう 
に U 月、訪日ドィッ艦隊と国際試 
合(本誌 W ち参照〕を催すなどし 
たが、第2ホ大戦の戦火ははげし 
くなるばかりで、 W 年に入るや関 
東学生リーグも春季戦をもつて休 
止、ハンドボ I ルは、女子巧励体 
育として細々活動を許されること 
になるといつた状態になつた。 

めだつた動きもないなかで23年 
じ 月 神宮で開かれた枢軸国交歓大 
を巧技会の全日本巧在日ドィッ人 
還な軍の一戦 ( UIU の引きかけ〕 
は、戦前の活動の最後のビッグエ 
ベントと してちれてはなるまい。 

なお、協を巧撤は、^::年の月に 
すべての歲技団体は大日本体育を 
に一括、「大日本体育会を巧部を」 


といぅことにされた。(この 項は 

馬場太郎、西敏郎、荒川清美、的 
場な巧各氏の葡を編集部でまとめ 
たものです〕 

戦前の動き(ま西がお〕 
馬場太が 

戦前の巧巧の看板試合にま西巧 
おがある。 

■単独チームの激斗は、を掲巧敏 
部氏の寄稿でも巧るよぅに主とし 
て関東の大学勢によって、関ま学 
生リ！ グ、関東選手権、を日本還 
手権などを舞ムロにつづられたボ、 
一流運手によるこのま西対あ戦は 
球巧最高峰を自負ずる谨手たちの 
誇り高い個人技を軸に、はなやか 
ななかにも激しいを防を示した。 

旧巧 U 年 U 月 U 日、巧甲子圃運 
動場で巧われたを1回大会は、お 
りから開かれていた「国民精神作 
巧体育大会関西大を第2日」の巧 
'事に組みこまれたものだった。 

を軍は、巧年がの関東学生リー 
グ優勝校明治大が単独でけ表とな 
り、ーホの西軍は大阪、神戸、.岡 
山の社会人が中、むであった。 

第2回は；2：年 U 月 W 日、神き競 
技場で斤われ、両軍とも巧の運な 
チームを編成(表紙写真参照〕し 
た。 

西軍は、後年在日ドィッ運は軍 
などでその主力として活躍する神 
I 口在をの シュミット、シヨンボー 


ン氏ら外人選手を加えた異をの陣 
容であった。 

第3回は W 年1月 W 日再び南甲 
モ圍運動場で行われたが、この試 
合は NH 及大阪によって初のラジ 
ナ中なとしてとりあげられた。 

また、ハ I フタィムに平沼亮一二 
会長が「スポーッと新体制」とい 
5講演を斤った。 

その講演のなかで' 当時の橋田 
文相の学生スポーッに関する意見 
'に平沼を長が反駭した一節は巧外 
から多くの注目を集めた。その巧 
容はの年余をすぎた今日でも傾聰 
ずべきものがあり、平沼巧けを長 
の生前を彼びつつ、要旨を収録し 
てみたい。 

平沼会長講お抜すい『(前略)橘 
田义巧の年頭に際して学生に巧す 
る指標として訓示中にあった学生 
は学生らしくスポ I ッをやれとい 
うことはあもまつたく同感であ 
り、また学生スポーッボ興斤的で 
あってはいけないということも無 
論その通りである。しかしお楽的 
であってはいけないということは 
どうかと思う。学生スポーッにも 
にい意味でのお楽味ボ含まれて然 
るべきだと思う。学生だからとて 
体育運動競技をやらせるな上そこ 
に多かの撰楽味がなければ乾燥お 
巧なものとなり巧巧を持たなくな 
ると思うので ある、 それから义巧 
は学生の中から一人のホリンピッ 
ク選手が出なくてもよい、学生の 
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レコ ー ドが一般人に劣つても恥で 
ないといわれたがこれも学業にま 
階ない限りまた身体を害しない程 
度において学生が運動競技に立派 
な成饋を举げてオリンピック選手 
にもなり、また普通 一 般人勒上の 
競技成韻を举げるならばこおは決 
して名誉でないことはないと思 
う。また学生に運動競技をやらせ 
る试上は勝つという事が目的の大 
きな部分でも.ある。対校試合をや 
ることは単に競技の上達を期する 
ぱかりでなく、これによつて団体 
精神とか犠牲的精神とか、愛校ム 
というものの、涵養に如何に役立 
つか知れないと思う。学生は学生 
らしくずべきだからといつて極端 
にさういうことを禁じてしまつて 
単に体位の向上を計るということ 
で体操のやうなものばかりやらせ 
るならば精神的訓練の効果という 
ものは殆んどなくなつてしまつて 
乾燥無味に贿つてしまい、同時に 
学生の、むが運動競技から遠まかる 
ようになると思う。 

スポーツは、そんな巧のないも 
のでは決してないとあうのである 

(を略〕』 

なお、この第3回に出場したチ 
—ムは東軍は日体現役とそのを手 
OB 、 西軍は前回同よう大阪周辺 
の社会人であった。 . 

第4回は戰火がそろそろ激しく 
なった W 年 1 月 U 日巧宮攝ほ場で 
巧われた。 


東軍は現協会理事長の荒川清美 
氏ら関東学生からの遥お、西軍は 
筆者が監督をつとめ、関東学生の 
若-于 OB が义々に加り、これまで 
にないホ陣となって初路利の希望 
を託したが、やはり、ま軍のスピ 
-—ディなチ I ムプレ]に一日の長 
があり結局、戦前行われた4回の 
東西巧なは東軍の4連腺にをわっ 
たのである。.(筆者は日本協会副 
員長) 

——— 戦前のま西巧おスコア—— 
.▽第 1 回東 UI2 西 
▽第2回東 W —5 西 
ク第 3 回東 U—0 西 
▽第 4 回東 W—3 西 


戟 i 則の動ま(思い出の試合〕 
西 敏が 

日本ハンドボール協会創立一一一十 
周年記を誌に球丈をひもどくとし 
て戦前戦中の協会事業に就いて書 
く事になりましたが割当てられた 
枚数も少く協会の事業を年代順に 
書くのは他の方に®任せ致し二. 
一一一思い出に残る試合等書いてみた 
いと 思います。協会の事業と云つ 
ても旧巧十五年開催のまをオリン 
ピックにハン ドボ I ルボ新疆 目と 
して正まに決をしたので昭巧十 I 一一 
liH * 関東学連が出来リーグ戦を斤 
う事になったのです。確か第一回 
に優勝した文理大(教育大〕は全 
員ラクビー部の者で巧大も バス ケ 


ット部の者でした。皆オリンピッ 
ク出場目当の鞍替でした。純おに 
ハンドボール部を構成したのは日 
体、慶応で早巧田、法政は夫々に 
肥後君.林君を通じ部を作り、戸 
山ケ原或は法巧の元住吉のダラン 
ドへあ達慶応の者が斤って揉習を 
指導したのです。最初はラクビ 
—バスケットの大型選手に勝てな 
かった巧々ハンドボ—ル選手も日 
体選手の急巧な進ホで日体が主導 
権を握り昭巧十五年迄其の優位は 
結きました。昭あ十五年開催予定 
の東をオリンピックは六月中止決 
定となり代りに東亜大会を巧ぅ事 
になりました。我々二十五名程が 
オリンピック候補として酒井巧の 
下に日吉で合宿して居々まして、 
そのまま東亜大会日本巧表選手と 
なる事になりましたボ当時の慶応 
の主巧だったが君と私とで協会に 
巧退を申入れリーグ戦の優お校単 
独チームをけ表にする様に話をが 
けました。枯まは全お同志の日体 
と慶応の決戦となり早大ま化見グ 
ランドで前半〇 —0 後半お了寸前 
山田計君のシユート決まり11〇 
にて日体が代表に決りました。今 
でもあの山田君のゴールち下のシ 
ユ I' 卜は目に浮びます。我々はあ 
まり□惜しいので早稲田と滞同し 
て朝鮮満洲遠化をセ月から八月に 
かけて巧いました。翌旧巧十六年 
春のリーグ戦では宿敵日化を破り 
'翌日早大戦が有るのに主将林君の 


まで裂朝迄選手が飲み明かし楽略 
する答だった早大に苦杯を喫し泣 
くに泣けない一二者同率一'位となっ 
てしまつたのです。今では一寸考 
へられない不祥事です。な没私が 
卒業するを不化を続けたわけです 
が、戦をになって慶応は戦前のょ 
ぅな華々しい力を示さなくなって 
しまいましたボ印象に残る試合と 
しては日化大が名手巧野を巧して 
全盛を極めている時巧日慶応との 
試合といぅ晚十時頃日体大の合宿 
巧を訪ね荒 W 監督に頼んで全員を 
居こさせ「明日の巧慶大戦にはを 
力をおゥてやって具れ慶大もを力 
を振ってかず勝っから」と申入れ 
前半 C 1でリ—ドさゎを半 t — 
〇計 81 7で優滕校日体大を最下 
位ナーム慶大が破った試合は最を 
の得点者増田君また荒川君共々今 
尚時々話題になって居ります。苦 
しかった辛かった試をほど何時迄 
も思い出として巧るものです。 

(筆者は全日本学会長、日本協会 
副を長〕 

国際連盟復帰 

か山准二 

終戦をのをが国スポーッ巧の復 
活は、当時占領軍最高司令官マッ 
ヵーサー元師にょって、好意的に 
推進された。彼は過ちにおいてァ 
メリヵのオリンピック選手団団長 
として 参加したことがある位のス 
ポーッマンであり、スポーッ愛好 


者であったからだ。 

そのためを戦後各競ほ団体は、 
それぞれの手づ るとマッヵーサー 
元師の巧言によってを国際連盟復 
帰の手続をはじめ、水ホ連盟が一 
香はじめに復帰が実現したよぅに 
記憶して いる。 

そのお呆、体協の評議員会の席 
上で、東体協会長(当時)より、 
水ホ連盟が斤った復帰手続を参考 
にして、ホだ復帰していない競技 
団体も、早く復帰を実現するよぅ 
にとの話があり、を達も早巧書類 
化成にとりかかり、理事会の巧定 
をまって、一九四八年(昭巧二十 
一一一年)セ月十五日附のを一回目の 
復帰願いの文書を、当時スュ I デ 
ンにあった国際ハンドボール連盟 
( IHF 〕 にがし送付した。戦前 
ベルリンにあった IHF は、当時 
ス1 — デンのストックホルムへ移 
ていた。書類は IHF を誉主事力 
—ル . F •ボルグ氏宛であった。 

何の音沙汰がないので、一九四 
九年四月九日附書類を再提化し 
た。この 時は'当時の IOC 委員 
であり、 一九四二年から終戦の一 
九四五年まで日本ハンドボール協 
会々長であった'氷井お 一二 氏ボ、口 
I マの IOC 摇会に出席されるを 
機と して、'永井氏に寄巧したので 
あった。しかし、結果的には永井氏 
は帰な病にたおれ、ハヮィで数ヶ 
月あ養されたが、思国をも暫く面 
を謝絶の状態で、その成巧はかる 
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すべもなかった。 

第一二回目は一九五〇年五月一日 
附書類が、コペンハ I ゲンの IO 
C 総会に、病床にある永井 IOC 
委員の代りにォブザ ー バ ーとして 
出席される東体協を長に寄巧され 
た。 

五月十四日から IOC 総会に化 
席のため五月二日に東会展の出席 
が決まるや、各競技団体は IOC 
總会に前後して開催される各国際 
競技連盟会長との懇談会に東会長 
から国際連盟復帰の書類を直接手 
渡していただくのがょかろぅとの 
ことで、私達も四月二十二日關催 
の理事会に、東会長の出席をもと 
め、式場会長から、正式にお願い 
申上げ、提出書類の内容について 
が合せを巧った。その後数回理事 
会で文案をねり、五月一日体協で 
開催された東会長れ巧会の席上、 
式場会長ょり手交された。 

.この書類の内容は、前二回のも 
のと 殆んど同一であるが、特に左 
記の ことを 強調しておいた。 

H 日本では一九 S 六年版ルール 
を採巧している。 

け協会の設立お後の沿革、行事 
内容等の現況の説明。 

角過ま二回にわたって復帰の書 
類を提出したが、何ら返事がも 
らえなかった。 

阿現行のル I ル、指導書、 アジ 
ア地区の普及状況、公認球、一 
九五二年ヘルシンキオリンピッ 


ク大会に参加出来るのかどうか 
等について記載し、返事をくれる 
よう 書添えたものであった。 

東会長は同年六月二日帰国され 
私達の書類は確かにボルダ氏に手 
交し、お願いして来たとのことで 
おった。 

遂に待望のボルダ氏より、一九 
五〇年六月九日附の正式書面がと 
どいた。 

それによると 

日本の IHF への復帰の件は 
一九五一年九月ゥィーンで蘭か 
れる IHF 総会で審議される。 
け.最近のル I ルブックを別便で 
送る。 

曰現在の IHF 役員名權並びに 
加盟国名簿(一八ヶ国)をお知 
せする。 

四現在アルゼンチン、 トルコ、 
西独からも復帰願いが提出され 
ている0 

廚一九五二年ヘルシンキホリン 
ピックは前回のロンドン大舎と 
同じ規模で巧われるので参加出 
来ない。併し，一九五二年の世界 
遺手権大会の決勝戦をデモンス 
トレ I ションゲ ーム として入れ 
たぃ。 

试上の ような 内容の も. ので あり、 
国際情報を知ることの喜びと、權 
帰問題の見通しが得られ、早速に 
お骨がりいただいた東会長に報告 
し共に喜んでいただいた。 

同年七月二一十日にはボルダ氏よ 


り-ルールブック(一九四お年版〕 
がとどけられた。 

早速理事会で麵訳を決定し、出 
来れば新ル I ルを全面採用の通告 
を、九月のウィーンの総会までに 
したかったが、結局間に合わなか 
った。しかし八月中に麵訳を完成 
し、九月二、 S 日東京駒沢、九、 
十日大阪藤井寺で全国指導者諸君 
約11100名を二を場に集め、説明 
講晋会を一付い。我が国として九月 
十日试後の公式ゲームは一九四セ 
年度ル I ルにょり一仔ぅことを決定 
し、同時に IHF へ正式に通知し 
た0 

話はさかのぼるが、東会長がコ 
ペンハーゲンでボルダ氏と会った 
際に、日本では一九四お年度ル I 
ルが実施されているかどぅかが復 
帰の一つのポイントになる とのこ 
とで、 九月の総会を目標にした 
が、次の摇会まで保留されたわけ 
だ。 

I 方六月二十八日に欧米を会保 
障制度視察団の一員として波欧さ 
れる川崎秀二巧(衆議院議員〕に 
対し、式場会長ょり、ストックホ 
ルムでボルダ氏に会って、復帰の 
件について話し合いをお願いした 
ところ、同氏の承諾を得た。六月 
二十八日の出発で、書類の準極も 
間に合わなかったので、前回提出 
書類を骨子に作成し、羽田空港で 
お渡しをし、機中で読んでいただ 
くようお願いした次第である。 


米国を先にまわった同氏は、と 
月 二十お日日本事務所で開催され 
た日瑞スポ ー ッ懇談会で IHF の 
ボルダ氏に会い、我国ハンドボー 
ル巧の現状を説明し、.加盟金一〇 
〇スイスフラン(一一五獲) をお化 
替え頂いて納入した結果、昨年 
(一九五一年〕のゥィーン総会の 
経髓(一九四お年度ルールを採用 
し、且つ加盟金をま私うならば、 
復帰加盟を認めょうとの留保を 
件)について、日本に対する疑点 
が氷解したので、ボルダ氏は直ち 
に加盟の手続をとって頂いた。こ 
の懇談をでこの話し合いがついた 
ので、一同は日本ハンドボ I ル協 
会のため特に乾杯をして祝ってく 
れたとのことであった0 

その結果は直ちに我国に報導さ 
れ、九月六日の新聞紙上には。ハ 
ンドボ I ル国際連盟へ復帰"と】 
斋に発表された。 

尚 W 崎代議古が帰国され、十月 
二十 S 日夜お忙しい同氏ょり、く 
わしく当時のお話を伺うことが出 
来た。 

席上お立替へいただいた加盟金 
二五$ (九、000円〕をボルダ 
氏の受領書(一九五一•八•二十 
八附〕ひきかえにおま化いをした。 
H 一九五〇年九月ゥィーン摇会 
では、西独、ューゴの加盟が 
決定し、日本、アルゼンチンは 
ルール、加盟金の件で留保され 
た0 


け一九五一年十月パリ總会で、 
日本加盟の件が審議されよう。 

(この 經会は一九五二年開催の 
世界運手権大会実施要領を決定 
ずるための臨時總会のようだ。) 
白一九四わ年度 ルー ルの指導書 
は出来ていないが、基本的には 
同一なので一九 S 六年度のもの 
を差上げる。(同指導書は十一 
月下旬に来日のスてーデンサッ 
ヵーティームの 監督り I ベルグ 
氏のもので、同氏は昨年までエ 
ルグ氏に代って IHF の名誉会 
計をしている とのこと であり、 
同巧の来日を機として、一日辭 
沢で指導を受ける ことにした。 
これはサッヵー協会の認解も提 
て十二月一二日実現された。) 

化上のように、日本の復帰の件は 
いよいよすべり出し、時間の問題 
となり、川崎代議±の話し合いの 
成果は、前回の東体協会長の御 
を力と共に、時筆されてよかろ 
ミ 

その姑果一九五一年十一月と日 
附で、 I 打 F 会長 バゥ マン、名誉 
主事ヮダナ I 両氏連名の正式書面 
が到着した。それによると、 

H 、 日本加盟の件は一九五一年十 
月二十六日—二十八日パリの総 
会で、満場一致で仮メンバ I に 
加える ことを 決定した。正式加 
盛は次の総会で巧はれよう。 

け I 杠 F は日本の仮加盟を喜ぶと 
共に、次のザールブリユッケン 
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における年次総会に日本の代表 
者の出席を&から期待する。 

曰パリ総を議事録、 IHF 役員 
名簿並びに加盟国一覧表を送り 
ます0 

凶上の正式通告に接した。これに 
より私達はザールブリユツケン総 
をとその前に巧はれる适手権大会 
視察のため役員派遣を決をし、式 
場会長、外山 a 事長二名の派遣を 
ホをした。 

ついで一九五二年一二月十八日に 
はバウマン会長名で、 

B 一九五二年六月十四日 スイス 
マクリンゲンで理事を 
け■同年六月八日—十五日 スイス 
で巧はれる世界選手権大会。 

曰同年九月十九、二十日ザール 
プリユッケンで開催の年次総会 
な上にがする正式招請状が、式場 
会長と、を巧に到着し、早巧両名 
の渡欧準備に入った。と同時に、 

三一日二十日附で ドイツ ハン ドボー 

ル連盟から、六日に渡欧の式場を 
長とおに巧し、同連盟として観迎 
する旨の ダウメを 長の書類も刻着 
した。 

その結果、式場を長とをは六月 
五日羽田を出発し、スイスの世界 
選手権大会を視察し、六月十四日 
のマクリンゲンの IHFa 事をに 
をのみ出席し、摇会に日本加盟の 
件ををむ絕会議通の確認が斤はわ 
た0 

お共は、六月の世界選手権大会 


格了後、ドィツ 国内の ハンドボー 
ルき情を視察し、七月からのヘル 
シンキホリンピックに 参加して九 
月下旬帰国した。 

ザールブリユッヶン総会に式場 
を長の出席を予定しておは一足先 
に帰国したが、式場を長もロンド 
ンで所要のため、紹会は欠席した 
が、化月二+日附バゥマンを長、 
ヮグナーを誉主事両氏サィンの正 
式加盟通吿の書類が協を議事録、 
メンバーー覽表と共に到着し ここ 
に I 九四八年ょり準備した日本 I 
HF 加盟復帰が実現されたのであ 
ゥた〇 

な上正式化盟が実現されるまで 
骨子を主として IHF と日本協を 
とのを復文書を中、むに書いてをた 
が、それぞれの時、いろいろな方 
々の言いつくせない御が意と、御 
尽ガがありモをの枚おをはるかに 
こえてしまったボ、あとしては、意 
に満たないところが多いが、 I 応 
な上で私のまをおえたいと思ぅ。 

機をあれば、その時々の H ピソ 
—卜等についても、記憶のぅすれ 
ない中に書いてぶたいと思ってえ 
る。(筆者は元日本協会巧事長、.- 
東京都協を副会長) 

西独チ—ム招待 

的場益雄 
国隐試合において日本チームの 
実力を試してみたい ということ 
は、 ハンドボールを巧者の夢であ 


り、長い間の念願であった。しか 
し、世界遲手権に出場するために 
は先だつもの'はをである。その遠 
征費が一人六十万円凹上入用の当 
時では、到底望み薄の話であった 
そこで遠巧に代るものとして外 
国チ ームを 日本に招待ずる ことを 
検討した。小人数の実力向上をは 
かる前に国際的なよい試合を日本 
各地で観せる ことが 先みであると 
判巧したわけである。全国理事会 
と評識員会で慎重に計り、結局西 
独 チームを巧 待する ことを み定し 
たものの、その資金の調達は、並 
大をなことではなかった。また I 
面お暴な計画でもあった。すなわ 
ち一千数百万円の資金は、新聞社 
等の強力なバックアップがなけれ 
ば実現しない。ハンドボールで 
は、残念ながら伝統も巧く、先輩 

もかないから、サッ カー ■ラグビ 
—等のよぅに容易にスポンサーが 
ついてくれない。「今にみていろ」 
と自みの、むに云いきかせてはお死 
に資金集めに足を棒にして会社を 
廻った。 

結局資金面では、某新聞社の一二 
00万の融資(惜を〕をもとに各 
大会場の協力を理事各位の十五万 
円な上の広告料責任分担 といぅ こ 
とで スタ ート してしまった。これ 
が実現したのは I 九五六年(昭巧 
一二十一〕の九月である。 

招待した西独ナームは、世界最 
強のチームであった。すなわち一 


九ち五年な降国隐試合一二一勝〇敗 
の成績を誇つていた。還手団は、 
ドィツの協を長、団長 ファィクな 
下十八名であつた。還手は、身長、 
平均 I 八四畑、体重八一二み一〇〇 
米ま力十 I 巧六というすばらしい 
体格と体力を持ちであつた。 

試合は、，東京、大阪の国隐試合 
と横お、名古匡、富山、八幡、宇 
部、甲巧の六を場で巧つた。日本 
はこの八つの試合で残念ながら- 
度も西独チームからお星をえるこ 
とができなかつた。当時は十 I 人 
がであつたが、いわゆる本場の技 
術を目のあたりちることボできた 
ことはハンドポ I ル愛好者にとつ 
て言葉で表わすことのできないほ 
どの感激であつた。またを会場何 
れも数万をおえる観衆の盛をぶり 
であつた。ことにをい青少年に国 
陵的なゲ I ムを巧てもらつた、そ 
のことが協会として 何より 収穫で 
あつた0 

選手団に同斤した思い出をたど 
つてみよう。この選手団を迎えて 
から、はや十年め年月が流れた。 
まだニーニ日前の出来事のような愚 
じがする。青く巧が透んだ日に長 
身の選手団ポ手をふつて巧巧機の 
タ ラップから降りて巧た。 旧 かの 
友の再来の様に思えた。てんでに 
大きなバッグを持って巧々の前に 
おめみえしたのであるから大変な 
人気であった。荷物ボ あま.り大き 
いのでお舎で尋ねた ところモーニ 


ングまで持参したとのこと。日本 
からの手紙に高が宮殿下のことを 
書いていたので、 「プリンス にお 
めにかかる」ためにわざわざ用意 
してきたとのことであつた。その. 
礼儀正しさに感むした。义お戦を 
すでに儀まなど平服でも差支えな 
いという日本の現状の有難さを痛 
感したものである。失取はまだあ 
つた。日本国内の旅巧で不用の荷 
物は宿舎に置いて斤けばよいと思 
い、パスポ ートと モ^ニングを宿 
舎のを庫に保管するよう契めた。 
ところボ、顔色を変えて団長とを 
督ボ巧々につめよつた。このこと 
は自分が外国旅行に関する認識の 
をかつたこと。それに言おがをに 
通じないため余分の誤解があつた 
わけである。試合はなるべく全国 
を地で巧うことを計画した。その 
ため試合日程ボつかず苦労した。 
寝ムロ券を一括確保することボ当時 
として極めて困難であつた。そこ 
で国铁の業巧命々により榜二を一 
台貸切つた。そのため高山線(名 
古屋 I 富山間〕にはじめて特二を 
乗入れたわけである。富山の旅館 
では畳の日本間と浴ホに透手はモ 
巧のようにはしやぎまわつた。富 
山会場は、雨中の試合であつたが 
バンホをことのほか珍しがつた。 
このような日本協会の役員とドィ 
ッ運キとの、むのふれあいはじよじ 
ように親しさを増した。しかし、 
真に融けあつたのはを良であつた 
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J g 曰本スポーッ社 

.東京都世田谷区深沢町云ノ so 
■電話玉り I び 01) 13 8 2•己0 4 9 


と思う。を良は試合を場ではなか 
つたが、を良の協会のはからいで 
天理の中山管長に、むからの飲迎を 
5けた。還手面を迎えるため新調 
のお風呂ボ用意されていた。栓の 
香と同じように 人間の真、むを ドイ 
ツ 選手も十分吸み とつたことと 思 
う。夕を の スキヤキ 会が又楽しか 
‘つた。日本の民謡も又おどりも自 
おととび 出した。日本側は一人一 
人おかの番だよ…とホ巧が移つた 
ボ、ドイツ 侧は合唱が夕かつた。 
二部、一二部と を唱がすぐ揃ゥて化 
た。声量もあり、音ていもしつか 
りして素人離れの 6 A タホあつ 
た。今は亡き中山管長も、かつて 
ドイツ留学 中に覚えた歌を原語で 
歌いヤンヤのかつさいをおびた。 
ドイツ遥手と日本人との 温い、 むの 
交流は、この時にはじめて強力に 
なつた と 信じている。(筆者は 日 
本 協会常巧理事) 

セ人制-本化 

若崎重富 

秋の澄みきつた青巧に、 ボ ール 
が空高く舞う。真夏の焼きつくか 
天下に、滝のような斤を流しなボ 
らボ ー ルを追う。雨の日のぬかる 
みのグランドに、足をおられなボ 
ら 懸命に全力をふり絞ゥて、シュ 
1 卜をけつ。広いグランドで、大 
きなパス、鋭いダッシュ、豪快な 
シュート、これが、十一人制(ン 


ドボールの酷勘巧であった。しか 
し、この競巧の欠点は、中盤戦の 
かないことであって、縦百十ホ、 

描六十五ホのグランドの内で、ま 
除に活用されてホめ手となる巧は 
ゴー ルからーーー十ホ位の地点であっ 
た。したがって、競技場の中央約 
五十ホ位の場所は、をんど、使巧 
されない状態であった。いかに 
も、間のほけた感じをちえていた 
ようで ある。スポ ー ッを愛巧する 
人々のが判の目は、 つねに、 この 
点を指描していたのである。 

この化おには、やはり、国際連 
盟も苦慮していたとちえて、オフ 
サィドラィンを設けて、競技の単 
調化を防いだり、巧撃も防禦もみ 
人な内と人数の制限をするなど、 
を々、ル—ルの改正を巧なってき 
た〇それにかえて、スポーッをな 
む北欧の人々ボ厳寒の冬季に、ま 
巧でハンドボ—'ルを巧なうことを 
欲ホしたのは、当がであったと思 
う。 こうして、室巧(ンドボ—ル 
(セ人制(ンドボ I ル〕が誕生を 
したのである。 

日本では、一九五〇年頃から、 
大阪を中、むとした関西地方で、ぼ 
つぼつ巧なわれだしていた。 

一九五一一年(旧か二十七年〕、 
西日本還手権大会ボ大阪で開かれ 
たのボを巧(ンドボールの最初の 
公ま戦となった。 

そのを、各地で謡習会や研究会 
が開かれ次第にを化して、一九五 


セ年(旧巧二十化年)に、第一回 
全日本ま巧ハンドボール運手権大 
会ボ大阪で開催されたが、なんと 
いっても、実際には、ョーロッパ 
の本場の競技を見た者は一人もな 
いし、十一人制の競技者が、ニヶ 
月 せらずの間忆、この競巧に切り 
替えなければならないことから、 
技術面のあ換をするを巧もなく競 
ほをするものだから、そのあ乱は 
想像されると思ぅ。ところが、見 
ている人にとっては、スピ I ド感 

(写真はかの全日本総合室内男子 
ホ勝日体大—大阳ク戟。お巧スポ 
—ツのあらゆる要素をふくんだ室 
巧 (7 人制〕ハンドボールの出現 
は大きな反誓を呼んだ H 昭巧の年 
に月、大阪府立体育を館) 



を身おかに感じ、スリルボあるこ 
とと、 いままでの十一人制の課題 
であった中盤戦の巧虚さも取り除 
かれたので、おもしろく、興巧を 

I 、 こ〇 

巧 C ん 

ここに 至って、一九五六年盾 
巧 一一 1+1年〕のを国理事をで、-一- 
一 人制廃止論-セ人制採巧の議論 
となり、とりあえず 一九五セ年 ( 
昭巧一二十一 一年〕から ホモと 中学校 
にょ セ人制を採用す ることに 決定 
を見た。 

この化置は適切なものとして歓 
迎された。従って、それな後の大 
会は、同一を場でも、男子は十一 
人がを巧ない。女子の競技はセ人 
制と二本立てにな0た。同じ会場 
で男子ボ十一人制を行なっている 
略りで、ホモの七人制が巧なわれ 
ていると、男子の競技場は観衆も 
まばらで、一向に盛り上りがな 
い。それとは巧照的に、ホ子の競 
巧場の周囲には、黒山の観ホが詰 
めかけ顏技中の、ィンターセプト 
の場面でどっと湧くかと思ぅと、 
最後のシュートををした瞬間に 
は、大きなため息が競技場に流れ 
てくる。このあたりから、+1人 
制の衰退が決ちづけられた。スポ 
—ッは、それを巧なぅ人ボ楽し 
み、その人が満足すればょいのだ 
が、しかし、大ホの関、むと、巧味' 
を 引く ことが、そのスポーツの発 
展に大きな影響を与えることは歴 
史の示すところである。 
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七人制一本化への推進力となっ 
たのは、一九六一年.(昭和 S 十六 
年)二月、西ドイツのドルトム‘ン 
卜で蘭催された世界男子セ人制ハ 
ンドボール運手権大会に、初めて 
の海外遠征と、その翌年の一九六 
二年盾お一二十セ年〕六月にルー 

マニアのブカレストにがて聞かれ 
た世界女子セ人制ハンドボール運 
手権大会に初参加であった。いず 
れも大会終了後、ョー D ッパ各国 
と親善試合を巧なウて、世界の情 
勢を日本に持ち帰った。 

ここで再度、十一人制を金面的 
に廃止するか、侦然セ人制と一一本 
立で巧くかの岐路にたたされたの 
であるが、古い感傷にとらわれて 
十】人制を存続させることは、日 
本にとっては得策でないとの決断 
がなされた。ここにおいて、日本 
ハンドボ I ル協をは、一九空牵 
(昭和 S 十八年〕から十一人制を 
廃止し、セ人制一本化を確立した 
のである。セ人制を全面的に採用 
してから日はまだ浅い、一九六四 
年(昭和一二十九年〕二月に、男モ 
セ人制世界選手権大会に参加し、 

ノルウ H 1に一勝した。これは、 
八ム式戦で外国を破った最初であっ 
た。ここにおいて、まずまず、セ 
人制一本化の‘政策に自身を深め、 
将来の明るい希望を見い出すこと 
ができたのである。(筆者は日本 
協会常務理事) 


■国際舞台への進出 

(欧州^ 

編集部 

競技団体の目的は大きく二つに 
分けられ ると 思ぅ。 

競技の普及と、技術水準の向上 
である。 

ハンドボール界の場合、最初の 
如年間は普及に明けくれたといっ 
ても過言になるまい。 

年に念願の IHE (国際ハン 
ドボ1ル連盛)復帰がなった日本 
協会は普及と併一打して国隙舞台へ 
の進出を積極的に企ることにな 
り、ヨ—ロツパー流チ—ムの招へ 
いと、世界連手権参加をその目標 
とした0 

ヨーロ ツパチ ー ムの昭へいは別 
掲特集(本誌 W •別頁〕のょぅに 

年西ドイツ、お年ル ー マニアと 
軌道にのったが、世界選手権への 
出場は総額一千万円をこす予算が' 
必要とあってなかなか実現されな 
かった。 

しかし、 U 年に来日した西ドイ 
ツ協会との話し合いで、第目回世 
界男子 U 人制選手権の開かれる^ 
年に西ドイツが日本チ I ムを招待 
ずる話がまとまり、西ドイツを経 
て日本は同大会(ウイ I ンで開催) 
へ初参加が決まった。 

世界選手権はもとより、ョーロ 
ッパに遮征ずるのも初めてのこ 


と、球界はこの朗報に湧き、特に 
プレィヤーを大きく刺激した。準 
備はとどこおりなく進み、別年2 
月日本協会は史上初の欧州遠征チ 
I ム役員日、選手巧、研究視察員 
1を発表、その成果が大いに期待 
された。 

ところが、4月になって西ドィ 
ッ協会から「日本チームの旅費 
(半額)を負担ずる約東が、自国 
の世界選手権参加などで履一仔で音 
なくなった。転戦を予定したスィ 
ス、ユーゴなども日本チ I ムの費 
用分担の協力を断わって来た」と 
の理由で招待延期が申し入れられ 
た。 

日本協会では、選手権のニヶ月 
前のこの情势変化に、国巧での経 
費の調達は難しいとみて、遠征を 
断念するといぅ遺憾な結果になっ 
た。. 

遠征に胸おどらせた選手たちの 
落たんぶりはひどく。まぼろしの 
欧州遠征軍。などと担当記者の間 
でも同情が集った。费表された遠 
征メンバーはなのよぅなものであ 
つた0 

▽団長式場陸一二郎(日本協会長〕 
▽副団長出口林次郎(同副会長〕 
▽監督高嶋浏(同理事長〕▽コ 
I チ松本重雄(東教大出〕▽マネ 
ジャ I 加藤祐策(東大出〕▽研 
巧視察員德永陸繁(日本協会審 
判委員長) 

▽選手 G . K 化川勇喜(日体大出) 


今野邦彥(を浦工大出)’ 
▽バックス井蕉(中央大〕高森 
孝一 ( を浦工大出)、堀勤(日体 
大出〕、を藤一 ( 同)、深江幸次郎 
(関学)、東嘉伸(日体大) 

▽ FW 近藤金博(芝浦工大出〕 
高村武度(関西大〕、浅野祟(明 
治大〕、化野奉昭(日体大)、山田 
幸男(を浦工大)、村中明郎(関 
学〕、浅野克彥(日体大出) 

この坐がから2年後、西ドイツ 
で關かれる第4回世界男子7人制 
選手権への出場が確定し、 g 年2 
月巧日勇蹈ョ I ロッパへ向け羽田 
をとび立った。協会創立後の年目 
に記した化挙であった。 

二なはフランス転戦後、世界選 
手権に臨み準々決勝リ—グ C 組に 
出場. 

チ.-。艾墨 u ) w 日本 

又 iN パ) U 日本 
といぅ成績で準決勝リーダ(ベス 
トエイト〕には進めなかった。 

選手権後、西ドイツ，、チュコ、 
フランス、イスラエルを廻り、初 
の遠征給成績は巧戦。勝の敗2分 
高嶋監督は「世界選手権初参加 
で2敗したが悲観はしていない。 

日本人の標徴を研巧していけば 
今後は対等に戦える。欧州のナシ 
ョナルチ I ムはプロ化しているが 
底辺のチ I ムは強くない」とその 
印象を語った。遠征メンバ I 次の 
通り、 
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世界女子 7 人制選手権 



第4回世界男子7人制選手権開会式 
(西ドイツ） 


日本ハンドボール協会検定球 

til の 


畢巧型 f の F ホ HI 

無 LT^N ムェ棠ががさな 


広島•東京•大阪 



しかし、初の国際試な、それも 
遠征といぅハンディをちえわば、 
世界選手権の4化をふくみ W 戦7 
勝00化1せの成續は上々といえ、 
なの機会での躍進をわ束させた。- 
遠巧メンバーホの通り- 
▽団長出口林か郞(日本協会副 
会長〕▽監督高胞例(同巧事長) 
▽ヘッド コーナ化川洁(日体大 
化〕▽コーナ宮原俊隆(大崎電 
気)▽マネジャー塩川を賢(レ 
ナゥンエ業〕▽研究員亀岡成昌 
(をか防〕. 

▽惡手 GK 山田帆あ(レナゥン 
工業 H 副主巧)、渡崎益野(をみ 
巧〕、古谷巧技(大崎電気〕 

VFP 沢田勝子(をかが》主 
将〕、磯部昌子(同)、青木悠モ 
(同)、山崎娃子(同)、塚原ホモ 
.(同〕、宇井敬モ(大崎電気)、西 


が八千代(大洋デパ I 卜〕、深津 
义仁子(大崎電気)、田村うたモ 
(同〕、黒川泰恵(同〕、巧本千恵 
子(レナ ゥンエ業〕、太田美紀モ 

筒〕 

全日本女子が帰国した5ヶ月を 

こんどは全日本学生選技軍がスゥ 

1 — デンで開かれる第1回世巧学 

を選手権のため渡欧した。 

巧まはユニバシア I ドの正式種 

目に化わろうという目的のこの大 

会は世巧の若いハンドボ I ルマン 

の交歓の場でもあった。準決勝リ 

1グ A 化に参化した日本は 

スウ 6 /n —3 一5日 p 
デン 0 本 

バン J (屬 UT ホ 
スぺィン日本 
の成續だった。一巧の紹成績は W 
戦6勝 U 敗。渡巧監督は「日本は 
学生で編成していたが、他国は2 
年前の卒業生まで加えてもよいと 
いう規則を活用して平巧巧才のは 
、むともに円熟したナ—ムで臨んで 
いた。日本はな撃力では劣らず、 
守りをどうして早く固めるかに課 
超をおいて時間をかければ遠から 
ず世巧のレベルに追いつくだろ 
う」.と話した。 ' 

なお、日本は第1回なをこの大 
会に出場していない。遠巧メンバ 
1はかの通り。 

▽団長棚橋義师(全日本学生連 
盟会長)▽監督渡辺一已(閱学〕 


▽面長ホ場隆一二郎(日本協を々 
長〕▽監督高膽例(同理事長〕 

▽ n — チ.が本重雄(を大出〕 ▽ 
マネジャー中お重夫(ち浦工大 
化)▽研究員荒川清美(日体大 
化〕▽渉外役貴境井巧一二(東大 
化〕▽選手 GK 今野巧彦(大崎 
電気〕お本な(ま浦工大) 

▽ FP お藤を博(を浦 H 大化 W 
主将)、深江幸かが(関学化 U 副 
主将〕、尾藤嘉郎(ち浦工大〕、が 
上善ま(同〕、田口相義(同}、山 
田幸男(同〕、佐藤宏辅(同)、服 
部巧記(ち浦工大化〕、め野を旧 

(大崎電気〕、宮原藤支男(同)、 
井上お人(日化大)、高村を彦(関 
西大〕 

戦前、戦をともそのなちあがり 
において巧子にかなりの遅れをと 
つた日本の女子界は、昭和お年か 
ら公式試合七人制一本化という英 


レベルをあげ、実業団を界のが達 
などから国際的にもかなりのレべ 
ルにあると想像された。 

，与望をになってを日本女子が、 
第2回世巧ホモ7人制還手権のた 
めに日本を発ったのは W 年6月で 
あった。 

選手巧人は実業団のトップクラ 
ス4チームから選抜された最強の 
布陣。西ドイツをあ戦を、.大会地 

ルーマニアに入り第一次リーグ B 
組に出場 

ハンガリ 7/^ ui 5 

] 1 ^6 1 3 


8 曰 


本 


本 


バン J(nT 
と2敗を喫し、7 8 9位決定リー 
ダに出場 


げ 


曰 


本 


西ドイツ 巧一6 日 本 


がが劾を奏して、シ I ズンごとに となり、 結局9位に終わった。 
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理事長〕 ▽コ I チ宮原俊隆(大 
崎電気〕▽マネジャ I 岩崎美栄 
子(全日本実業面連盟) 

▽選手 G K 古お芳お(大崎電 
気)、川崎幸子(同) 

▽ FP 宇井敬子(大崎電気 U 主 
将)、商〕、黒川泰恵 
(同)、早川清美(同〕、鈴木功子 
(同〕、.义蓮松美智モ(大洋デ。ハ 
1卜)、高山やょい(同)、永井昭 
子(大崎電気〕、新保いく子(大 
洋デパ I 卜)、加藤井子(大崎電 
気)、伊藤せつ子(同) 

ミュンヘン•ナリンピック実施 
決定後、.初の世界男子7人制透手 
権は料年1月スゥてーデンで開か 
れ日本は3回目の化場。 

B 組に入った日本は’ 

レンガリ W 赢 N 1)泌日ホ 
西ドィッ？？ ( guu 巧曰 本 
日-本又麗 Nys いルゥェ 

と、前回 ( M 年〕同よぅノルゥ王 
—から1践をあげた ものの、 害戦 
の 域に とどまり、 み 路トーナメン 
卜を目前にして敗退した。しかし 
をい運手を主力とした日本のホ撃 
は本場関係者の絕さんをあび、か 
ってない成果と自信をもたらし 
た。遠巧摇成績はじ戦 W お7ホ。 

遠征メンバ—は次のとおり。 
▽団長馬場太郎(日本協会副会 
長〕▽監督村田弘(日体大化〕 

▽ コーチ' 勝繁夫(立あ大出〕、 


出) ▽コー チお繁夫(立教大出〕 
▽選手 GK 谷義信(ま浦工大= 
主将)、奥本義昭(同志を大) 
VFP ま達精太(立を)、中根 
被男(同〕、巧井な元(中巧〕、巧 
野巧が(京大〕、歌訪紀一 i 
応〕、藤原柏(日体大〕、巧林康か 
(巧戸大〕、大高ち貴(甲南大)、 
村田陽么(関学〕、市原が么(広 
島商科大〕、田口敬蔵(を政)、森 
ホ巧巧(関学〕、与縄義旧(立あ) 

' を日本男子2回目の世巧選手権 
出場は扣年2月であった。 

如年から男子も7人制一本化を 
ホめ、一が、学生ナームも急力| 
ブを描いて上昇、トップレベルも 
引きあげられた。 M 年の経験もあ 
り宿願のベストエ'ィト入りが期待 
された。 フランス 転戰後ナて n に 
入っ，た日本は準決勝リーグ D がに 
化場、第1戦でノルウ r — を破 
り、世界遥手権で初の1勝をあげ 
る記をすべき試合とした。 


H 

得〇 
本本 
巧福 

G 


H 

けフ 

占 

t 口 

辱〇 


本 H 


—4 

ふ、 
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アキュトぺクカア H 
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ルウュ 
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T 
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7 


势いにのった第2戰化後の健斗 
が待たれたのだが、 


ソビ H 卜が 

ルーマニ6 

ア 3 


1^—6 ソ 

貧—4、 
命—5、 


曰 


じ日 


本 

本 


4 


となり、またしても難関を突破す 
ることができなかった。しかし、 

絹戦の1勝は将来に大きな希望を 
与えるとともに 巧野奉昭選手が準 
決勝りーグの最優秀選手に選ばれ 

たのも明かるいニュ！スであっ 
た。 

遠征の総成績は U 戰9勝8敗、 
遠征チ I ムのメンバ I は次の通り 
だった。 

▽団長渡ぶあ美(東京都協会長〕 
▽監督高嶋例(日本協会理事長) 
▽マネ ジャ I 片瀬喜け次(日体 • 
大出)▽総務役員み報道担当驚尾 
武治(共同通信運動部)▽コ I チ 
兼運手 (GK) 今野邦疹(大崎電 
気〕 

▽選手 GK 福本な(大崎電気)、 
尾形譲.(立教〕 

▽ FP 東嘉伸 (日 体大出〕、宮 
原藤支男(大崎電気〕、化野泰昭 
(同)、田口備義(同)、北村尚英 
(同)、住広尚二一 ( 芝浦工大)、新 
繁樹(同〕、井上素行(大崎電気) 
宮原お(同〕、金旧純男(同〕、餅 
原正修商〕 

明けてが年、女子が2回目の世 
巧邁手権出場をはたした。 

大会はまず W 月にプラハでチ H コ 


と予選ラゥンド (2 試合〕を巧ぅ 
ことになり、羽田からチ卫コに直 
行した。結果は 

第1戦チュコじ一9抒本 
第2戦チてコ U —5 日本 

と連敗、準決勝りーダ(本大会〕 
への化場権を失ったのだが、大会 
直前になってソビ H 卜が棄権、繰 
りあげ出場を要請された オラン. ダ 
も辞退したため、チュコ戦にひき 
つづき滞欧中の日本が代りに出場 
するとい ぅ幸運となった。 

その結果、 U 月7日から西ドィツ 
で酣かれた準決勝リ！グ A 組に参 
加し . 


西ドィツ里 n 


デンマー 


ク 




日本 
日本 
日‘本 


と惜化、ポ I ランドと7位決定戦 
を斤い ‘ 


ゴ 


/5—0 

\4 — Q 


本 


ポ， 

K 


.ラン 


で 第 7 位となつた。ポ I ランド 戦 
の勝利は、日本女子の世界選手権 
におけるみの一勝であった。一巧 
はその あとみ 地を転戦し摇成績 gj 
戦け勝5敗1分。なかでも西ドィ 

ッ、フランスのナショナルチ^ —ム 
を破った ことは 特筆され、世界上 
位進出への大きな足がかりをつか 
んで帰国した。遠征メンバー次の 
通り。 

団長兼監督高嶋浏(日本協会 
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稲石一ニニ ( 日体大化) vnl ナ兼 
マネジャー中が重夫(を浦工大 
出；} ▽運手 GK 尾あ譲(立あ大〕、 
化下洋一(中央大〕 

▽ FP 青木義男(大阪ィ I グル 
ス H 主将)、江名ま彦(立あ大化〕 
化井晴次(埼玉を員団)、吉金勇 
(常盤工業)、.近藤信斤(芝浦エ 
大)、関根がモ(同〕、化端寿昭 
(関学〕、近藤克彦(を浦工大)、 

山田 透(同〕、木野実(なを大〕、 

化村文巧(同)、飯田誠行(同志 
社大〕、大西武一二(ま京を大) 
このよぅ にして、日本は本場ョ 
I ロッパにこれまで6回の選手を 
送りこんでいるが、遠征のたびに 
多大の成をを持ち帰り、日本のほ 
術向上に足跡を残している。 

すでにが年フランスで巧われる 
第 7 回世巧男子 7 人制運手権の出 
場申しこみが/切られ、日本もミ 
ユンヘン•オリンピック出場をか 
けたこの大会へのエントリーを提 
えている。 

これまでの世を選手権、あるい 
はョーロッパを戦での成績は、を 
のぅえからみれば必しもよいとは 
いえない(男子 W 戦郎勝加敗2 
分、女子 M 戦 M 勝 U 敗2分)。特 
に世界選手権でのま子2勝6敗 
(世巧学生を除く〕、ホ子1勝9 
敗(予選2敗ををむ〕の成績は 
"世巧の壁"の厚いことをはっき 
り示している。 

しかし、ホるべき第7回世巧男 


子 7 人制、ミュンヘン-ホリンピ 
ック には、必ずや日本は上位に進 
化し、これまでの遠巧の経験を立 
派に活かしてくれるであろぅ。 

苦斗の歴史は、おせの日到ホを 
予言ずるものにほかならないので 
ある…〇 

国際舞台への進出(アジ 
ア) 

編集部 

別提のょぅに、日本のヨ I ロッ 
.0 への進出はこれまで6回を数え 
られているが、それに比べて、同 
地域であるアジア諸国との交流は' 
少い。 

皆国に対しては遠征2回(日 佑 
大年、全日本高巧年)。 
招待2回(学生遇抜》说年6月、 
高校遠抜年 U 月)。 

中共に対しては遠征 ( W 年〕と 
招待(か年)がを1回あるだけで 
ある。(注-沖獨(琉球巧な)巧 
巧との 交流の歴史は、現在同協会 
は日本協会の加盟団体でありち 
あ。ィスラ H ルはアジア歳技連盟 
( AGF ) 加盟国だがハンドボ1 
ルの場合はョー ロッパ地区所属の 
ため省略。同国とはこれまで遠征 
の途次に立ち寄った全日本男子ボ 
5 戦 4 勝 1 か〕 

このうち、辑国とは、古いおび 
つきがあるにもかかわらず、韓国 


の国内事情のため、再一二の計画ボ 
延期または中止となっているのは 
惜しまれよう。 

中共は、日本にとってはあなど 
りがたい存在で、積極的な交流が 
望まれているが、これまた中共側 
の国巧事情の.ため遠征も、招待も 
難しく なっている。 

昨冬開かれた日本協を技術委員 
会お上、が.年または心年に日本で 
「日.韓•中一一一国が抗」 を 開いて 
はという 意見が化された という ボ 
オリンピックを をえてこれ は名案 
だ0 

ミュンヘンに、むがとびすぎて、 
身近な国の巧実ぶりをち落してい 
ては何にもならない。 

台湾でも年少眉を巧象に(ンド 
ボ I ルの芽が開かれはじめたと伝 
えられているが、近い将来、アジ 
アハンドボ I ル連盟が組襯されて 
もよいのではなかろうか。 

韓国、中共への遠化メンバーは 
次の通りである。 

▼日体大韓国遠征 (6 戦日勝〕 ▽ 
団長栗本義彦(日本協会顧問•日 
化大学長} ▽副団長馬場太邱(日 
本協会詞会長'〕▽監督荒川清美 
(日体大監督〕▽審判員を崎重 
富(日体大出) 

▽運手 GK 島崎政治島田秀四 
▽ FP 青木義巧(主将〕蓮井潔 
石原達夫、沢田一夫、田上健一、 
化岡大覚、ルが平八、北山陸、が 
昭次、栗山繁則、川上克己、河上 


义信、高木被斤 - 
▼全日本高校選な輯国遠征 (6 戦 
5勝1か〕▽団長菅是敬(全国 
高体連(ンドボール部長)▽監督 
徳永陸繁(同副部長〕▽コーチ稲 
石一一一二(日本協会 a 事〕 ▽マネ ジャ 
I 清水正(全国高体連常務理事) 
▽役員山田計(日本協を巧事) 
▽選手 GK 尾巧譲(巧代〕、收 
巧な(中京巧〕 

▽ FP 青招正義(室蘭商)、大 
拽雅夫(石岡一〕、を辺正(清水 
商〕、多田检(兵庫エ)、ホ語東洋 
民寡居浜エ〕、村由义军部エ〕 
八重巧巧重(古 WH )、 あ口学 
(桐生)、氷見修(ルお)、小川ま 
人(接を〕、木野実(寝屋川)、、化 
端寿旧(一一一国ヶ丘〕、矢島芳な(小 
倉エ〕、 

▼全日 本男子中共遠征 (9 戦1勝 
8放 V ▽団長高嶋浏(日本協を 
理事長〕▽監督岡村旧二 (ま 京 
教大化〕.▽コーナ藤田信義(日 
体大出〕▽マネジャ I 及報道担当 
河ま田義邱(河北新報社) 

▽選手 GK 福本な(大崎電気}、 
島崎政治(大阪ィーグルス) 

VFP 巧巧奉旧(大崎電気)、 
東嘉伸(大阪ィ I グルス)、宮原. 
藤支男(大崎電気)、田口棺義 
(同)、ホが尚ま(同)、井上素斤 
(同〕、金田純巧(同)、巿原則之 
(同：}、西が巧(同)、青木養男 
(大阪ィ I グ ルス}、 森田謙音(芝 
，浦工大化〕 
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’単相用 
3相用 


，精密用 


0 B — 7お広範囲単相積算電力計 


660 0 V 用重予型 PCT PDN 形 

-主要製品- 

\電力量計•電流制限器 
計器用変成器-電圧調整器 
配電盤 • 分電盤*制御盤 


本社•五反田工場東京都品川区東五反田2 -.2-7 電話東京 （443)7171 巧表 
蒲巧工場東京都大田怪多摩川 2-8-1 電話東京 （732)6511 代表 
丈ザ玉工場埼玉県入間郡二芳が大ぞ藤义保電請04目2 — 61— 1205 
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日本協会如年の歴丈をいろ 
どる】つに外国チームの来訪 
がある。 

美しい親善の巧を咲かせ、 
国内レベル向上に大きな足跡 
を残してくれた来日チームの 
想い出をまとめてみよぅ0 U 
ヵット写真は昭お^年来日の 
西ドィッ(編集部〕 

W 昭^5 

ヒツ トラ！ ユ—ゲント ー E ホ 

.. . . 1 . 心1年 

9 月、訪日、使節として、 ドィツ か 
ら来朝した" ヒットラ^ ~ •ユ I ゲ 
ント"の団員の中にハンドボール 
選手が加っていたことから急に対 
戦の話ががちあがり、政府筋から 
その年の2月発足したぱがりの目 
本協会に連絡があり、斯界にとク 


ては思いがけない"大事業"が舞 
いこむことになった。もちろん国 
瞭試合は史上初のことである。 

当時の新聞から拾うと『来朝中 
の ヒットラ I •ユーゲントの一行 
は巧日、日本送が協会に巧して送 
球試合を行いたい旨申し出た。 

協会側では偶然にも、ドィッの 
国技ともいうべき同競技の国際試 
合が挙行できるというので大いに 
音んで、直に本年度学生リ]グの 
優勝校•日体チ I ムを推せん 、 K 
日午—後 3 時半から明治神宮競技場 
で対戦せしめることとなった』 
(昭和巧年；5日が•朝日) 

試合はヒットラ]*ユーゲント 
側に本格的なハンドボ—ル選手が 
かなく、日体の スピー ドにあふれ 
たを守が巧 —6 で制する ところと 
なクた。記念ずべき日独第1戦の 
出場メンバ I を特に掲げておこう 


なお、 ヒットラー'ュ1ゲント 
はこのあと名古屋に立ち寄り、愛 
知一中(現•化丘高)とも対戦し 
た記録がある。 


昭和じ年、軌 
日本に帝港し 
た ドイツ 艦隊はハンドボール、サ 
ジヵーなどのチ I ムを持ち、日本 
のとを歓を強く希望していた。 

日本ハンドボ]ル協会も、本場 
ドイツのプレイヤーに接ずことは 
願つてもないということで全日本 
学生選扳軍を編成して迎えること 
になった。 

大会直前になつてホット•ドイ 
ツ大使(当時〕あて、本国の体育 
宾官から艦隊チームをドイツ代表 
として認定し、公式国際試合に取 
り扱ってさしつかえない旨のメツ 
セ ー ジがとどき、がぜん内外から 
注目をあびる対戦となった。 

U 月削日、神宮競技場。当日は 
『多数の在留独人を混へた観衆に 
うめられ、さながら日独両国民の 
一大交歓場の観を星し……』(昭 
あ U 年 U 月 W 日せ朝日〕訪日艦隊 
員は小さな拍子木のょうな応援具 
を手にして約ニモ人がスタンドに 
陣どりにぎやかな声援をおくり、 
いつそう国際試合の雰囲気を盛り 
あげた。 

試合は日本がパスヮータを主体 
とした技、ドイツがタテへの突進 
から強烈なシュ I 卜をはなつとい 
う力で応戦、巧試合となったが目 
本が後半如分に決勝の1点をあ 
.げ、熱戦にケリをつけた。 

この試合を巧ったことで、昭和 
に頒布された競技規則の解 


'釈がほぼ正確なことが知れたのは 
大きな収獲で、試合でめ勝利とと 
もに、日本側関係者は大いに自信 
を得るところと なった。 

I 们卽 第二寞 戦後 
一，.！1ツ.^.^，^」の昭寥年、 
日本は待望の国際ハンドボ I ル連 
盟復帰がなり、まつさきに ヨ！ 口 
ッパー流チ I ムの招へいが企画さ 
れた。そして戦前からのを好と、 

ハンドボールの母国ということで 
西ドィツを招くことに関係者の意 
見が一致、昭和处年秋に実現を目 
ざしたが坐が。昭和別年 9 月待ち 
こがれるうちにフアィク団長な下 
ケンパ、 ダ I リン ガ 》、シェドリ 
ツヒ、ケスラ—、 H . ヴイル、ヴ 
アンケ 、 GK ジン ガーら、その年の 
4月世界透手権 CU 人制)に優滕し 
た名手たちが日本の止を踏んだ。 

一巧は初繰習の時から関係者を 
驚噢させるようなスケ I ルの大き 
なプレーを見せ、軽々と片手でボ 
—ルを操作するのにどきもをぬか 
れた。 

彼らの妙技は、実戦でさらに爺 
揮され、特に中盤をロンダパスで 
一気に通過し、 ゴール 前になだれ 
こんではめまぐるしいばかりにパ 
スをかわしてシユートの撒をうか 
がう攻撃は圧卷であった。 

西ドイツも日本と同よう戦火の 
彼害にあつていたが、さすがに国 
技の復活は早く、 IHF 仮復帰 
(昭和靴年〕说後、国際公式試合に 


別連勝、この間昭和 gr 乱年と2 
'回連続世界男子 U 人制のタイトル 
を掌中にしていた。日本側 もこの 
強敵にひるむことなく善戦した。 
史上初の本格的ナショナルチーム 
ともい える全日本は大販 (9 月の 
日)東京(後楽園競輪場' • 9 月 W 
日)で対戦。巧—挑のス 
コアだった0 

特筆すべきは、このシリーズ 
(8 戦〕の各会場がどこも禪員の 
観衆を集めたことであろう。なか 
でも 名古屋大会 (9 月 W 日•瑞穂 
鑛技場•対全東海) には3 万 8 モ 
の大観衆がつめかけ、同競技場で 
もかつてない動員記録となった。 

このほかの各地も一万二 VI-〜 S 
万の観衆を集め、最終戦の後楽園 
には2万のフアンがスタンドを埋 
めスポーッ巧の注目をあびた。 

かくれたエピソ--ドとしては、- 
ドイッチームの主力 A 選手が来日 
中のあるミーテインダに 5 分ほど 
遇れたためにその後の試合に出場 
を許されぬばかりか、ユニホ I ム 
を遭てグランドに立っ ことまで 禁 
じられ ると いう離罰をうけたこと 
である。 

彼の巧技をもう一度見たいとい 
う日本側の要請にも来日首脳陣は 
首をたてにふらず『彼はもう一生 
ナショナルチ I ムの 一具とはなれ 
ないであろう』と告げた。 

世界最強チームのみの持つ離し 
さをまのもたりに見て、日本の関 


訪日ドイツ腊隊 
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日本チームからおくられたハッピ 
を着るル ーマニア チ ーム 


K カベルブッシュの両ベテランを 
攻守の軸にナデア、ナト 、コスタ 
ヶ兄弟、新進 G 技レドルなどで、 
ほとんどが世界選手権出場者0 
日本側は W 戦とも単独チームが 
巧戦するという思い切った策がと 
られたが、これは「現状では出来 
るだけ多くの選手に国際試合を経 
験させ、きたえることが望まし 
い」とい弓協会ホ針によるもので 
あった。 

ルーマニアはさすがに強く、特 
に秀れた個人技を活かした突進力 
は目を見はらされるものがあり、 
西ドィッ(な年来日)同よう、片 
手でボールを握ってのパス、シュ 

I 卜。常に 6 人防禦、 6 人攻撃と 
いうスタミナなど、ずべての面で 
日本側をしのいだ。 

完敗の日本にあつて大健聞した 
のが最終戦 (7 月3日、東京小石 
川)のを芝お工大であった。 

約】万のフアンに見守られるな 


かで、全芝浦工大は終始互角にゲ 
—ムを進め、後半如分がとい 
ぅ激戦となつた。ル I マニアはそ 
れまでにない懷重な攻撃を見せ、 
勝敗の予断はまつたく許せなかつ 
たのだが、タィムアップ1分 W 秒 
前エース.ブルボルの中央突破に 
よるシュートが決勝点 ( UIW 〕 
となりル]マニアが辛勝した。 

しかし、"世巧第2位"を苦し 
ゐおいた全を浦工大の健聞は、ハ 
ンドボールを東京ホリンピックの 
有望種目として評価させるに充'分 
な役割をはたした。 

日本と韓国む 


韓国 学生 選抜軍 


結びつきは古た。 


れる交歓が各地で見られた。 

一行は全東海学生選おとの巧戦 
を皮切りに8戦を交えたが.最終2 
戦が国体を控えた山口でのクラブ 
チーム。ほかはいずれも学生の単 
独または選技チームが相手だゥ 
た0 

韓国学生選おは H — ス徐康錫の 
精かんなプレ I がひときわ光った 
ほか、を正魯、を秀竜、を京植ら 
好還手.を揃え、社会人チームの少 
ない韓国では「全韓国」といって 
もよい布陣だったがチームプレー 
では日本側に一日の長が認められ 
思うように路ち星はあがらなかつ 
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い。昭和^〜 W 年ごろ日体に留学 

してハンドボールを マスタ ーした 

韓国人学生が帰国して母国にその 
種まきしたことを考えれば、"同 
じ 起源" ともい える。 

戦前には早慶滞同、戦後には日 
体大(昭和％年 W 月〕、全日本高 
お選披軍(昭和？；？年8月〕が訪韓 
して親善の実をあげているが、韓' 
国チ I ムの来日は初めてであった 
しかも、このシリーズは日本に 
おける初の屋内 (7 人制〕国際試 

入口。 

昭和が年6月5日来日した】巧 
は韓団長成下巧人。監督の洪淳泰 I 
(韓国ハンドボール搞を理事長) 

コ I チの崔東淳(慶觸大教授〕の 
両氏は日体大 OB 。 日本側関係者 
の中に知己も多くなつかしさあふ 
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崔 n — チは「韓国には学校化育 
おがあまりないため、屋外で練習 
(試合も〕することの方が多い」 
と話していたボ、ボ—ルに対する 
執着力とスタミナは日本をしのぐ 
ものがあり、特に第2戦 (6 月 W 


日.東京体育館.巧日化大〕はを 
ずにすばらしい まとまりを 見せ、 
前半の5点差を後半おいあげてお 
局引きみける という 巧試合をぶせ 
た0 


韓国高校選お軍 


韓国学生選は 
軍〔前掲)ボ 
ホ日した半年を ( U 月 W 日〕、携 
錫興団長に率いられた高校選な軍 
W 人が来日した。 

前年、を日本高校通ほ軍が訪韓 
しており、第2回日韓高校ハンド 
ボールといぅわけだポ、择国側の 
長足の進ホには目を見はらされる 
ものがあった。 

日本側はを1戦打月如日-束 
京体育お〕で巧星高が勝っただ 
け。そのあと5連放を契した。 

各ナームの主力である 一一 一年生が 
すでに第一線を退き、練習不足で 
巧戦したことが化因のいちばん大 


係者も身をひきしめられる思いが 
し、荒川清美氏(現理事長)は「巧 
ドイツが残した最高の教訓」と述 
ベていたほどだった。なお、西ド 
イツに IHFAK 長バゥマン巧〇ス 
イス)が同行した。 

国隐ハンド 
ボ I ル巧の 

勢力図に、東欧勢が大きくはり出 
して来たのは旧巧把〜？？年ごろか 
らであった。 

日本では、ま京ホリンピックに 
ハンドボール実施が確をとちえら 
れたころでもあり、東欧おのを力 
チームの招へいが積症的に企てら 
れた。 

与望をになってル—マニア透な 
軍が来日したのは旧巧お年6月。' 
ま日は当初6月 W 日とたえられた 
が台風のため一巧はホンコンで足 
止めとなり5日後の K 日やっと羽 
田に着く騒ぎもあった。 

ルーマニアハンドボール界の歴 

史はかなり古かったが、世界の卜 
ップクラ' スに加ったのはお年のこ 
と。昭巧：^年の第5回男子世界違 
手権 ( U 人制〕に準優勝(優略は 
ま西ドイッ連合〕し、近い将来化 
ず世界の王座に君臨するだろぅと 
ぅわさされた。 

I 行はッードル面長な下 W 人。' 
監督の クンスト 巧は 当時お才の若 
手ながら、 ヨー ロッパハンドボ— 

ル巧の新進指導者として注目を集 
めていた人。靈手はブルガル 、 G 


ル—マニア 選な軍 
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きな理由といわれたが、それにし 
ても韓国の精力的なプレーと、激 
しい動きは、売全に日本側を上廻 
った。韓国のこぅした若い層の巧 
実は、将来1アジアにおいて日本 
ハンドボ ー ル界の前に強敵として 
立ちはだかることを暗示したとい 
えよ 弓。 個々 の還手では柳在男、 
金相哲、洪成寿、 GK 崔大韻らボ 
.目立ち、柳のスピードのあるテク 
ニックはめだつものがあゥた。 

なお、日韓高校戦は％、が年に 
も計画されたが韓国側の事情で中 
止。今夏に交流再聞がぅわさされ 
ているのは朗報だ。 

. : j 毎シ 

フランス•ステラクラブ ー 卢、 


ンのよぅに来日ボ伝えられていた 
ョーロッ パの名巧*ステラ"が羽 
田に姿を見せたのは、が年6月だ 
ゥた〇 

ステラはフランス■サンモール 
に本妈をおくを統のあるスポ！ッ 
クラブで 日本 チー ムが訪欧の隙再 
一二 お世話になった チー ム。最初の 
計画では女子も滞同ずるハズで、 
日本協会では史上初の外国ホ子 チ 
1 ムの 来日と あって各地で口戦を 
決めたが、女子の メンバ ーの大半 
が体育教官で、来日のために休暇 
をと ると段業などに支障をきたす 
からとフランス•スポーツ省ボ渡 
統を認めなかったためとりやめに 
なった0 

一巧はザゲル監督兼選手などの 


人で、来日中止となったホモのメ 
ンバーのぅち G 及のアントロアニ 

1壌も加っていた。 

西ドィツ、ル I マニアなどこれ 
までに来日したヨーロッパチ I ム 
はいずれもナショナルチームで、 
その行動もかなりかた苦しいもの 
が感じられたが、ステラはいわ嗔 
る親善試合旅行。夫人同伴の運手 
もいて試合のあいまに、日本の初 
夏を楽しむムードが感じられた。 

しかし、主力のザゲル、コント 
バンダン、プチ•テシヤンらフラ 
ンス.のトッププレィヤーの試合ぶ 
りはさずがに鋭いものが起り、特 
にコントの豪快さ、ザゲルの糾ホ 
ともみえね攻防の動きは大いに注 
目された0 

アントロアニー 壌 も 熊本大会 
(第7載、対を九州)では H キジビ 
シ ヨンの ホ子粧白戦に出場した。 

なお、 ステラクラブに .1 打 F 副 
会長 プチ モンゴベ—ル氏(フラン 



金閣寺で遊ぶ フランスステ 
ラクラブ 


ス)が同行した。 

福誦 i 

にに U け Mil " ドイツナエ 
ランド"二号には、寄港さきに巧 
手さえいれば試合を申しこむとい 
う(ンドボール巧きが乗り組んで 
いる T 日本には手強いチ I ムがあ 
るということを聞いて来た」(監 
督のラ ツクシ ュビ ツツか 佐の話〕 
そうでが年3月駒沢屋内巧技場で 
社を人の"をま京"が日本側を代 
表して巧戦。 

ハンドボールを国技とする西ド 
イツからの来訪とはいえ、練習量 
わ不足はかくせず、試合ははじめ 
からをををのぺース。日本で行わ 
れた国障試合の最多得点差(郎— 
7〕が記録された。. 

大敗した西ドイツではクラゥ 
卜、ホフマンの両楚手ボスヶール 
の大きいプレ I を見せて*親善* 
に集ったフアンの巧手をあびた。 

雨菌茜難い 

かし 日中 スポーツ交流の一嚴とし 
てハンドボールも積極的な交歓を 
巧うことになり、 W 年まず全日本 
が訪中、そしてな年9月、中共ナ 
ショ ナルチームの招待を実現した 
中共の ハン ドボ ー ルの歴史は浅 
かったが、バスケットボール出身 
者を中'むにして違手を養成、ルー 

マニア、ソビエト、をドイツなど 
世巧のトップクラスとしきりに 交 


全日本が中共戦 


中なナショナル 



流した成果で、お時日に実力をあ 
げた。前年の訪中で日本は9戦し 
て1勝しかあげていない。 

お日した一行は到夫洪团長な下 
W 人。劉夫洪氏はかってお日戦の 
阔壬。選手の職業は度民、労働 
者、学生など。試合場には必ずを 
貫が•毛主巧語録"を持参するな 
ど、その行動は注巧の的だゥた。 

試合ぶりも》国家的任巧"とい 
ぅ感じが強く、日本側はこの中共 
の闊志にたじたじとなり、第1戦 
(9 月じ日-横お文化体育館)で 
艺浦工大が勝った K かは8連敗、 
'最をのを日本 ( W 月3日-駒が屋 
内巧技場〕も、中#の激しい当り 
と、平巧身長一八〇.ニセンチと 
いぅ長身者ぞろいの攻撃にをを焼 
いて惜放してしまった。.を日本が 
編成されたのは昭巧55年の西ドイ 
ッ戦な来 W 年ぶり。「ミュンヘン 
オリンピック 巧一次強化候補遵 


手」 (M 人. 8 月加日発表〕から 
選ばれたものであった。 

中共は、ユネルギッシュな巧防 
のほか、.を評通り絶妙の(ンドリ 
ングを見せスピードも豊か。東 
欧型のプレーに独自の戦巧を化え 
たプレーは、アジアにおけるハン 
ドボールのひとつの巧きかたとし 
てを目してよいものがあった。 

個人めには左腕の H I ス朴憲章 
を筆頭に到延江、楊霊藩、王か橋 
朱巧冗、. GK 陳椎ほらがを巧両面 
でみ ごとな プレ ー を見せ、朴憲章 
の ダイナミック なな撃ぶりはこの 
シリー ズの"篤点 《 となった。 

なお、第3回 日中交流は が 年 5 
月、 日本が訪中して行われる (ズ 
であったが、中共の国内事情で延 
巧されたままである。 

j 西ドイツ ナ シ ョナ ル I 糾 
て2度目の西ドイッナショナルチ 
—ムの来訪で、今回は女子を滞同 
したところに大きな意義があった 
女子の外国チームボ来日したの 
はホ上初めて。 

'このナームの試合ぶりは、つい 
4ヶ月 前のことでも あり、 読者の 
記憶におしいと思ぅ。(ンドボー 
ルの祖国にふさわしい洗れんされ 
たプレ I は大きな示唆を残し、そ 
の後の国巧大会で巧らかに西ドイ 
ツの影響と思えるプレーが消化さ 
れているのは喜ばしい。 
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全国大会略史 


伶曰本総合\ 
全日本選お 
\全曰本教職員 J 


日本、，ンドボ I ル協会が単独主催する全国大会は、現在「全日本総 
合選手権」「を日本還は選手権」の一一大 H ベントと「全日本あ職員選 
手権」の一二つである。 

日本一のタイトルは、全プレイヤ I の憧れであり、大会のたびに、 
悲喜こもごもの.ェピソードを生んでいるが、を大会のたどった道をふ 
りかえつてみること.にしよう。.(編集部)' 


1.. T 巧巧巧の全 

i 全日本 選手権 一 日ぉ里^4,隆 

i 全日本総合選手権 一 妄運ず権 

一 . -は、日本協 

をを足に先立つ旧巧 n 年 U 月、巧 
京体育研巧巧で第9回明治神宮か 
育大会陸上競はの一部として關か 
れている(本誌 W 頁、入江惕一氏 
の記事参照〕 

協会設立前にあわただしく港手 
権をま施したのは、昭巧巧年にナ 
リンピックを京大をを控え、競は 
のを及とトッププレィヤ I の発捆 
を一日も早く巧わなければならな 
いといぅ事情があったからだろ 
'ぅ。 

化場チ I ム(大塚ク、日体専、 
青山施お、慶応〕はいずれもナツ 
カー、ラグビー、バスケットボ— 
ルなどの選手を中ムに編成、なか 


には水が、バレーボ—ル、陸上、 
体操遵ホなどの顔もなえた。 

巧2回大会は8ヶ月後(昭和 U 
年 7 丹) 6 チームを集めて巧われ 
日体専が優席、同校はそのあとを 
3 回(昭巧)、第 4 回(旧口)に 
も連勝。ハンドボール界における 
•日かの位置"を確立することに 
なる。 

全日本といっても東京な外から 
出場したのは第3回の巧戸ク、静 
専ク(静岡)、ま城師範 OB 、 大阪 
クの 4 ナ I ムにすぎず関ま大会の 
域を化なかったのは当時としては 
いたしかたのないことだったろ 
受〇 

なお、ホ子は旧巧 K 年からはじ 
められたが、男子とは逆に地方势 
ボ主力。倉敷高女(岡山)ボ第3 


回ではおな高女(大阪)、第4回で 
は津山高ホ(岡山〕をそれぞれ決 
勝戦で破り2年連続優勝、戦前の 
女子ホナンバーヮンの座を不動の 
もかとしている。 

さて、巧二次大殺をは旧和 M 年 
度までまったく全日本選手権は開 
かれなかった。よぅやく巧年1月 
を知県三呂市に男 W 、 ホ3チーム 
ボ参加して復活、地区予運などは 
経ず フリー 参加で、競なのを及も 
主眼とされた。^ , 

競は面では、戦前に確固たる地 
位を築いた日体系が他をリード、 
復活後の年間のぅち？5年(巧4回〕 
にセントポールク A (東を〕.に 
王座をあけわたしたな外は、すべ 
て優勝を記録した。 

が年な降はベスト.フォアの顔 


ぶれもな年のょうにを動、をナー 
ム、各地域の実力均こうという喜 
ばしい傾向を見せた。 

M 年(第 U 回〕からは、いわゆ 
る，を浦時代，でま浦工大(束を) 
が現役学生ナームとしてホ上巧.の 
3迪勝を飾った。 W 年(第：2回〕 
には大崎電気(当時.東京〕ボ実 
業団として初めてタィトルを握 
ゥた。 

参加数も回を追うごとに増し、 

年(巧6回)に男子 g ? と初の W 
台をマーク、が年(巧 U 回)には 
%と仲びた。このため、日本協会 
では、大会の目めの一つであクた 

，地方における普及とトップチー 
ムの育成"は I 応の成るをあげた 
として？5年(第 W 回〕からは、大 
会の質的巧まを企をことになり、 
地区予還制採用に踏み切った。 

男子の成長に引きかえ、ホ子は 
仲びおみ、？；年(第4回)はつい 
に化を、翌年再開したボ化ををつ 
づけ说年(を9回】からのセ人制 
全面化でどうやらを定した。 

競な面では OG 中、むのクラブ優 
を巧(を1回〜第6回)、高校現 
役瘤進« (巧7、8回〕を経て、 
時流に乗った実業面のへとつなが 
。た。 

ま業団黄金巧のパィオニアは愛 
かが(をか)で S 年(第9回)か 
ら 6連ぱ という 偉業をとげた。 

実業団の天下は崩れそうもなく 
如年(を M 回〕はついにベストュ 


ィトを独占したほど。 

なお、この大をはの年(第6回) 
な降、大会化は翌年の国体開催地 
という慣習ができている(注 -s 
年のみ山口県下関市、 M 年の国体 
は莖迈 

セ人制 U 至. 

巧ハンドボ 

1ルのルー 

ルが制定されたのは一九一一一四年 
(昭9〕。日本でも U 年に紹介され 
ているが、実際に競巧されるよう 
になったのは旧あ gj 年ごろからで 
ある。 

セ人制の全国大会ボ關かれたの 
はさらに 2 年をのの年 23 月、大阪 
府立体育会館に巧モ洗、女子7チ 
—ムボ集った。参化ナームのセ割 
は大阪、兵庫势。余談になるがを 
2な大戦後、国内ハンドボール巧 
でつわにおしい道へ先行していた 
のは関西巧巧であった。親技施設 
の充実や、関係者の熱意などのお 
集といえよう。. 

しかしなボら、競は面において 
は、関東をが最上化を占めこの室 
内運手権では、男子は第1回から 
現在にいたるまで、関東巧表で優 
勝を独占している。 

さて、大会は、前あの全日本総 
合同よう、当初は自由参加。，おけ 
スポ I ッのあらゆる要素をふくん 
だこの新種目に対する一般の評価 
は高く、見るスポ^ —ツとしての支 
巧も夕かったのだが、寸でに巧ザ 


re ホ rs 


— 34 — 
















全日本選手権優勝チーム- 




〔黄子〕 

〔ホ子〕 

①昭12 


大塚ク 


③昭13 


曰を専 


③昭15 


曰 体 

倉敷高ホ 

④旧17 


日体俱 

倉趣:高 女 

全日本総合選手権優腸チーム 

①昭 25. 

1 

曰体检 

愛知 ク 

③昭25.11 

スヮロー松 

全：山梨 

感昭26 


スワ ロー 

芙蓉ク 


(21上全:日本透手権と呼称） 

©昭27 


セントポールク A . 

⑥昭28 


全日体大 

全 幹岡城ゴヒ 

⑥昭29 


全日体大 

全静岡城ゴヒ 

⑩昭30 


西日本日体0 B 

水あ道二高 

⑥旧 31 


全日体大 

半田高 

⑨旧 32 


全日体大 

愛知が’ 

⑩昭33 


全日体大 

愛知妨 

⑩昭34 


を補工大 

愛知が 

⑩昭35 


芝浦工大 

愛知妨 

@昭36 


么滿工大 

愛知親 

@昭37 


大崎電気 

愛知妨 

©昭38 


立教大 

大洋デパート 

⑩旧胡 


大崎電気 

大崎電気 

⑩昭40 


大崎電気 

大洋デパート 

©昭41 


全立教 

大崎電気 

@昭42 


大崎電気 

田村結 


全日本総合室内選手権 


優 

勝チー 

ム 

①昭29 


曰体大 

春日丘ク 


② 昭 31. 3日が'大 A 日体大 

③ 昭31.12全芝浦工大 日体大 

④ 昭33 日体大 半田-高 

感昭34 を日体大 寝屋川ク 

⑧昭35 全芝浦工大 熊本ク 

@昭3目.1全日体大 熊本商大夕 

⑧昭36.12大崎電気 愛知き方 

@昭37 全日体大 愛知結 

遊)昭 38 全日化大 大崎電気 

⑩昭39 '全立教 田村が 

全日本選お選手権優勝チーム 

@昭4〇 芝浦工大 田村肋 

遇)昭41 全立教 大崎電気 

@昭42 芝浦工大 田村妨 


な上め歴ホを積んだ十一人制(フ 
ィールド〕とのバランスをくずす 
までには時日が必要だった。 

協会内部にも十一人制よりも、 
今後はセ人制を積極的に普及して 
いくべきだという声も聞かれたが 
それをを面に押し出すまでにはい 
たらなかった。 

しかし、国際、国内ともにシー 
ズンごとに七人制の本質が競技者 
側にも理解され犯年女子がセ人制 
一本化となって拍牢がかけられ 
た。 

こうした背景をうけた大会だけ 
に、はじめのうちは關催地(第1 
回大阪、第2回平塚、.第3回大 
阪、第4回お古屋、第日回大阪、’ 
第6回東京〕周'ぶのチームボ大挙. 
して参加し、全日本とはをばかり、 
ブロック選手権といった感じの方 


ボ強か。たものだが、回を重れる 
うちに名まともに室巧の日本一を 
争うにふさわしい内容となり、夏 
の金日本總合と併せて、このタィ 
トルを獲得することが有カチーム 
の最高目標にまでなった。 

署 1 男子も巧 

めたため、一曜この大会の存在が 
クロー ズアップ された。 

一般の評価もいっそうこの大会 
にかけられるようになり、スポー 
ツジャ .1 ナリズムの 関ん も 深めら 
れ，た。競技面における充実もがざ 
ましく初期においては、十一人制 
の戦法をお人制におきかえただけ 
という単調なものであったが、お 
年ごろからは高度な"室内は術， 
が披露されるようになった。 

如年(第の回)からは自由参加 
制を女子のみに限り、男子は地区 


予選制が採られた。さらに^年 
(第 S 回)から出据全チームを日 
本協会が推せんすることになり，、 
大会名を「全日本選お」と改め 
た。 

これは、世界選手植出墙、オリ 
ンピック(ミュンヘン)樞定など 
を控えた球界が、トップレベルの 
強化を企る一策としてトップチ I 
ムによる 激突を考えた もので、 予 
想通りの成果をあげて、現在にい 
たっている。その年の各全菌大会 
の上位 チ I ムを結集しての選ず権 
だけに、いまや、年間最大の. タィ 
トルといってもよい。 

問題点としで残されているのは 
選抜基準の上で総合、学生、実業 
団、教職員、国体(一般〕の5大 
会を同格視していることだ。 

ち大会の上位者が全日本選おへ 


の化墙有資格者であることも祗底 
されていないし、チームによって 
は伝統的に夏の全日本總合を重ん 
じる風潮を残している。日本協会 
の.方針を早急に明きらかにずべき 
であろう。 

また、オリンピック強化へクな 
げるため高校選抜(全日本ジュニ 
ア〕や外国クラブチ I ムの招待出 
蜡を推進したらどうかという一ードが 
聞かれるのも檢討されてよい時期 
だ0 

. I .i 

全日本教賴具選手権 I よる競技 

. -普及ミ 

の大きさは他言を要さぬが、ハン 
ドボール巧の場合は、つねに教職 
具チー ム のうち、いくつかが国巧 
の トップ チ ー ム として学生、実業 
団、クラブに伍しているのが大き 
な特色である。 

昨秋来日した西ドィツのナショ 
ナルプレィヤ 1 H •デュエル選手 
は「教職員だけのハンドボールク 
ラブ(チーム〕があるなんて、ず 
ばらしいことだ」(注•彼は体育 
教官)と話していたが、たしかに 
日本の教職員チ I ムは質量ともに 
ずばらしい。 

昭和扣年に始 ったこの 大会の 占 
める位置もかなり高いわけだが、 
その意義は単なる"勝負"ではな 
く、指導者でもある靈手が正じく 
競技を理解する点におかれてい 
る。そのため、他の全日本選手権 


名ザ会にお< てが巧な吞をなのけ 
やむを得まい。 

運営も第1回段来、日本協会が 
直段あたっており、種別連盟が結 
成される という 話も聞かないが、 
大会の本旨からみて、あえてそう 
した組織をつくる必要もないであ 
ろう0 

現在、登録、ホ登録あわせて全 
国で巧の教職員チームがあるが、 
同一校巧の教職員によって編成さ 
れているチームは実業団球界でも 
活躍できる ことになり 2月の第8 
回実業団選手権では、さっそく岩 
手医大職員チ—ムが出場を申しこ 
んでいる。 

この大会にホモの部が設けられ 
るまでには時間がかかりそうだ 
が、むしろそれまでに二、 S 度話 
のもちあがった「教育系大学大会」 
(仮称)開催問題が再燃されそう 
だ。なお、国体に教職員の部が加 
えられたのは骗年から。 


ク 


スススス 

- く ク レレレレ 

員ム 躁団-ク団八八八*^ 
転】费員卜員員 I I I 1 
教こ别教ス会教教イイイイ 
ホ チも京戸-阪阪販阪阪阪 
日勝の東巧休大大大大大大 

全優啊 

I ①®®©®®⑦®@颇 


t 注〕この3大会のほか全日本学 
生、を日本高校、全日本実業団の 
各選手権があるが「学連•高体連 
•実連」の項(5§、？；^貢〕‘参照。 
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昭34 
昭35 
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昭39 
昭40 
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昭42 


操 山 

倉敷青陵 
疫屋 JII 
稲 沢 

寝屋川 
明 菩 

寝屋川 
水海道二 
W 屋川 
U 目本市立 
熊本市立 
熊本市立 
半 田 

静岡城北 
静岡城化 
栃木女 
静岡城北 
秋田和洋 
巧巻南 


(岡山） 
澗山） 
(大阪） 
(愛知） 

(福岡） 

(茨城） 

(熊本） 


煙知） 
〔静岡） 

(お木） 

娜田） 
诘手） 


高体連-学連-実連 

〜そのミ枉革と課題〜 


稍校 


高お 

本 

曰 

全優 


刊 


男 


木知馬 
栃愛群 


岡知 
静愛 


尉 

東 


利台エ台台台台台商商商商台台星台星星 
生 氷京京京 
足聪桐お聪税税聪清中中中税蜡明蜡明明 

お g 巧说な貼お的お％ W 郎ががむが 
昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭 


刊 


女 


軍の韓国遠征、 W 年の韓国高校還 
抜軍招待と二回にわたる「日韓交 
流」。か年の全日本高校選抜、男. 
ホの沖踞遠征が特筆される。ま 
た、 W 周年(犯年〕 K 周年 ( W 年) 
に刊巧した「記念誌」 ( A 5 お. 
各一二六頁〕は労作で、巧史をひ 
もどく貴重な資料の一つである。 

発ち当時は全国で正式化盟.ホ 
加盟あわせて一一一百五十お(概算〕 
といわれたが、 W 年目には四百一二 
十九校、巧年目には六百六十五校 
(いずれも男女計、4月現在の正 
式加盟数〕と伸び、現をは男女モ 
百巧に急上をしている。 

「中学指導要領」へ復活されれ 
ばおい巧み一一千なも夢ではないと 
関係者は語る。 

高体連が短時日にこれほどの発 
展をとげたのは、指導者のなみな 
みならぬ熱意にほかならない。 

をえ子を育てる情熱と併斤して 
ハンドボール普及への反力があつ 
たことは日本ハンドボール巧 W 年 
のあみのなかで、もっとも大きく 


書き出さなければいけないことか 
も知れない。そして髙校界の前途 
はいっそう巧々としているのだ。 

今後の課題としていちばんの問 
題になりそうなのは、教育の'場 
と、オリンピック をめざすをいを 
望選手の養成場という二つのまっ 
たく離反した目的をどう調整して 
いくかであろう。 

.を育の場こそ本来の'目的であ 
り、ナショナルプレイヤー の予備 
軍的感覚でみられるのはとんでも 
ないことだというムードが支配的 
なのは当がだボ、伝えられる》ジ 
ュ ニア.ナショナルの 強化， など 
という声をどう受けとめるか、こ 


れは指導者個々の問題というより 
高体連ハンドボ I ル部としても日 
本協会と巧か意見を交わすべきこ 
とであろう0 

高体巧の象徴一一一つの K ' 『力、な 
明朗な精巧』を永遠のものとする 
ため、高か連ハンドボ I ル部は巧 
しい局面を迎えているといっても 
よいのではなかろうか。 

〔現役員〕部長-巧玉.九十(ま 
京明星高校長)▽副部長.徳永陸 
策(東ま〕山田計(大阪〕ル袋是 
郞(お岡)▽常巧委員、の名 H 氏 
名略▽日本協会派遣理事、山田 
計、清水正(山梨) 


多数の球界指導者を輩出 

関東学递を母体に発足(昭和巧ち 


全日本学生連盟 


日本協会に遅 
れること 3 ケ. 


月。昭巧 U 年5月慶応、日体、文 
里 f 员.を京を大 y 早稲田、巧を 


の5大学によってお成された関東 
学生を球連盟ボ同年秋に全日本学 
連も名乗り、関を学連の「一一枚證 
化， I で発足した。 


日本ハンドボ—ル界には I 二つの 
化摘がある。 

学連、高体連、実連である。こ 
れらの祖城は、日本巧会と巧催し 
て、それぞれの選手権を開くとと 
もに、各み野の普及に大きな力を 
示している。 

組織の円滑な運営と向上があれ 
ばこそ、日本巧会のを展が成され 
る0 

そのな革を御紹介するとともに 
現在かかえている課題を読者とと 
もにちえてみよろ。(編集部) 


競技人口の八割を擁す 

発展へひたむきな努力、情熱 


全国高が連ハンドボ—ル部— 

日本ハンドボール巧の基盤とな 
つているのボ高体連だ。 

特に地方協をのこれまでの発展 
に1高体連(高校置の存在はち 
れることが化来ない。 

.，競は人口面では日本のハンドボ 
.1 ル人口の八割強が高あ生である 
ことが示されているが(注.の年 
体協スポーッ人口調査〕、その他 
あらゆる分巧で、高校還手とその 
指導者(監督、コ I チ、顧問の高 
校教諭)が大きな力とな0ている。 


高体連ハンドボ—ル部の発足は 
旧巧 M 年。巧年の8月大阪.唐井 
寺にを国3が道巧県男女 M あを集 
めて第1回全日本高校達手権を開 
いている。 

それまでの高校巧のビッグエベ 
ントは国体高校部門、高巧東西巧 
抗(の年度〜如年度〕、東西日本高 
お選手権の四つであったが、高体 
連発足と同時に他競は同よぅ炎天 
下につづる全日本高を遠手権が最 
大.無二のエベントとなっている。 

高体連独自の事業としては、こ 
れまでに、？=5年の全日本高校運な 
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関をな外の大学で活動していた 
ナームは当時なく、関東諸巧ボ各 
地でを開試合などを行うことによ 
つて盟友を増やしていこうという 
構想だった。 

その狙いが軌道に乗りかけた時 
に戦火が激しくなり、学生ハンド 
ボ—ル巧も"化業"' 化態になク 
た。 

第2か大戦を、関東学 a ボまず 
復活(昭巧 U 年を〕、同時巧に関 
西でも数巧が部活動をはじめ、関 
西学連結成挫運が盛りあがった。 

U 年が、第1回国ホで「東西大 
学優勝おかが(早大—大阪巧科医 
専 J ) 「早大—関学を巧戦」が巧わ. 
れるなどを西の交流が活潑とな 
り、を日本学連誕生(正確には復 
活と云うべきかもしれないボ…〕 
:の下地が ととのえられた。 そして 
な「結成記をシリーズ」と铭 
JSUP 西宮で第 L 回®!学生王座み 
定戦、第1回学生透な東西が抗' 
東西大学を巧戦，(第2回早大—関 
学、第 1 回慶応 I 京大、巧 1 回巧 
治—立命館〕などを巧い毎年の恒 


例斤事にした。 

全日本学連は順調に成長したが 
地方学連の麾備.発足が遅れたた 
め、最大の目標である金日本学生 
雲を擔‘ _り実奧ホか予ちゴわけ で、 

年ょうやく第1回開催につ 
年から〕 

の年から東西学生王座決定戦は 
.全日本学生壬座決定戟に改称され 
地方学連の秋季優勝校も王座への 
出資場格を得る ことにな り、東、 
西で予靈(東日本学生還手権、西 
日本学生王座決定戦)を巧うょう 
.になった。また東西対抗も％年か 
ら関東、関西学連に限られていた 
出場選手を地方学連にもにげ、' 名 
実ともに全国規模の一二大会を主催 
•運営。現をでは全国に7学連、 
勇女 W 校をようし、シーズンごと 
に拡充の一途をたどりが年度は一 


举に11〇校を魅すものと予をさ 
れている。 

また、学連出身者が日本協会の 
リーダー •'シップを 握り学連が球 
界の指導層の温床となって いる こ 
とは注目して よい ものがもる。 
.今後の課題としては専巧役員の 
選出にともなぅ学連技術部、学連 
審判部(いずれも仮称〕 といった 
パ I 卜の權立が あげられよぅ 0 

〔現役員〕会長•西敏郞(関東 
学連会長、慶大 OB 〕 v 理事長. 
安藤純光(日本協会常務理事、法 
大 OB ) v 日本協会派遣理事•安 
藤、义保義雄(関西学連理事長、. 
同志社大 OB ) v 委員長•須賀通夫 
(関東学連委員長、日体大3年) 

〔注〕副会長は各学連会長、理 
事は各学連理事長、委員は各学連 
委員長及び関東学連委員==氏名略 


競技年代捉張に貢献 

タテの連係強化が急務 

NHNN 昭和糾、お全国各地で実業団チ I ムの結成が 


全日本実業団連盟 


でいっそうの仲びを見せた。 

全日本実業固選手権もお年から 
日本協会の手で運営•關催されて 
おり、連盟組織の確立は時間の問 
題とされていた。 

が年2月大阪で、各チ I ムの代 
表者による話しあいで設立を承 
認、ただちに創立準備委員会が組 
まれ、同年 W 月東京で連盟組織が 
固められると同時に、会長勒下の 
役員が発表ざれた。 ‘ 
短い期間でこのような組織づく 
りが成功したのは、前述のように 
各地の実業面がもくもくと精進を 
つづけていたことと、全日本実業 
団選手権がずでに關かれ、各チー 
ムの結束が容易であったことなど 
があげられよう0 

加盟チームもシーズンごとに増 
し、金日本実業団靈手権への参加 
も男子は着実にふえている。 

そして、何よりも、実業団の確 
立によって、これまでの競技者層 
の年代を上へ仲ばすことが出来た 
のは大きな収獲であった。 


きろから靈となり、軍、セ人制書 化豎もいわゆるホ1ナ—実業 


，大学学学学学学大大大大学大大大学大大大大大大大大大大大大大大 大大大 

1 理 化请哺哺淸甫甫哺甫甫哺秦浦甫甫请哺哺 教教教 体体体 
子义関関関関関関日芝芝芝関芝芝芝関君芝芝芝立芝芝芝芝芝芝立立立 子日日日 

座.：—:—〜/ C 座 C 座 C 座 C 奎 C 座 C 亟 C 座 C 座 C 座 C 座 CCC 

王// / / I 王 I 王 I 王 I 王 I 王 I 王 I 王 I 王 I 王 I 王 111 

男. ..ホ 

rL r 

345678 60123 4 5 6 7 另 9 〇 1 2 012 
22222223333 3，3 444 

昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭昭/昭/昭/昭/昭/昭，昭/昭/昭/昭/ 昭昭昭 


団チームを持つ会を首脳阵—が多 
く組織としては先輩格の学連や高 
体連よりも"かなり大人"なとこ 
ろがあるが、かかえている課題も 
かくない。 

ことに 連盟(本部〕とは名ば’か 
りで、登録受けつけ所にずぎぬと 
いった声もあるのは、いかに急ご 
しらえの組織とはいえ、 もう 葛え 


I Nly Nly s)y)Nly) 

售ム 玉 知 巧玉本重 

埼愛東埼璧 
3J J C JC ccrvc 

腿-子気モ枯ががン気卜巧 

チ 晚知知知 ゥ電。^ 
実 大 知知ぉナ崎デ ホ 

が勝甲 f お5愛レ大が日 

全優化—^おがれが 
_ 沼 培 お稻稻培お宿沼 

‘I 月 nM np DM np np Du DM 

なければならねことだろう。 

規約に巧記されている東日本、 
中日本などの地域実連の結成に対 
しても積植的な策を巧ったという 
話は聞かれない。 

が年にせっかく発おした関東実 
連も規約からずれば、全日本実連 
と直接結びつくことは出来ないの 
だし、活撥な動きを見せる愛知、 
岐阜、ご一重、静岡などの実業団閱 
係者も中日本というヮクを重んじ 
て東海実連をつくらず、ずでに3 
年つ，つけられている東海実業面違 
手権は、東海協会主催である。 

組織づくりには、基姬固めが不 
可欠であり、タテへのつながりを 
深めることは急務であろ5。 

〔現段 csiQ 会長•古賀和佐雄 
(千代田印刷機製造社長)▽副会 
長-田村正衛(田村結社長)、宗 
形年闊(宗形製作所長)、岡野正 
実(岡野バルブ社長〕 V 理事長、 
渡辺和美(大崎電気社長〕▽日本 
臨会派遣理事、数原洋二、古寶健 

1 PO 

一ち 
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日本ハンドボ I ル橋会 一 

創始期の思い出の 一 

か ^4^良ご 一 ^ 

I-I i 

_ _ __ __ _ 


本稿の原文は、筆者が旧巧巧年 7 月に 
送球競技昔化宣伝の為に、早慶両ティー 
ムと共に朝おにあした時に書いたもので 
ある。是れは「鮮满感激の旅」と題し 
て、朝鮮にめける送巧の試合と、その後 
で、筆者が個人として満州を一巡し、奉 
天、魯巧大連、旅順の名巧戦がを訪 
ねた時に受けた感激をおいたものの前半 
で、特にをなに関係ある部々を圧縮した 
ものである。原文は慶応の機関誌「11一田 
評論」 昭巧 K 年 W 月 巧518号に載せて 
ある。 

出 発 

早慶両ティ I ムは、元山府体育協を並 
に元山 毎日 新聞の招聘にょり7月9日午 
前5時に巧戸あから朝瞄遠征の途にのぼ 
つた。その目的は、講演、お導、試をに 
ょる送巧競技の普及であゥた。参加人員 
は朋名で慶応よりは筆者な下巧を、早稲 
田 側よりも、 酒井部長な下巧名であった。 
船は朝鮮郵あの新京 かで 2、60 0喊ば 
かりの實を船で、化に乗をはほとんど 


無く、吾々の為の特別仕立のょうなもので 
'あった。' 

給は巧お諸島の間をぬい、翌日の2時 
頃、宇品に着いた。煙雨の中をお島にもう 
でたが、山影淡く滴るボかく、それは高雅 
百せ殿と和して、一帖のををを為した。ホ 
の寄港は、殷盛な博をであった。太宰府に 
詣で、を物の屬頭、义町では水タキの美味 
に舌鼓をうち、やがておはぶお灘に向った 
学生の元気はすばらしいもので、その食慾 
の旺盛なのに驚いた。 

ま山を経て元山へ 

台風酱報がおせられたが、大したことも 
なく、 U 日午前6時に圣山に到着した。竜頭 
山神社に参拝、山上ょり全府を一おの中に 
おさめた。港面は広豁でさすがに蓋山をし 
て半島の関巧たらしめをを肯かしむるもの 
があった。翌日は荒天で船は化なかったが、 
学生は上陸してが島あ乂お場を訪れた。午 
を八時、ホだを分時化気巧であったが、がは 
塞山を出た。動揺はげしく、学生は喧ベる 
ものを暗べると、さっさと寝てしまった。 


結局、予定ょり二日おれて、 W 日の午前 
8時、元山に着いた。璋頭には、体協の役 
人、報道関係の人々、早慶の先輩など、多 
あが出迎えられた。記を撮影などで手間ど 
つて旅舎 II 一吉野に落ちついたのは、 W 時頃 



でを0た0 

さて？今度の遠征は、早稲田の選手の 
農'お君が、その父君信夫氏に願い、氏が 
朝鮮郵賠の重役であられた巧から、船賃 
は殆んど只にして下さることとなり、是 
れに巧応して元山で活躍していた慶応の 
ホ萬の広瀬、村上、亀谷諸氏が立ち上っ 
て一兀山巧日の西田社長に提案したのが、 
ことの 始まりであった。孩に揭げた写真 
は、元山障頭にめける早慶ティームと、 
お迎え下さった方々である。 

午後は、酒井部長と共に関係方面へお 
がに廻り、夜は丸巧を館にめける欲迎を 
に臨んだ。をする者、も TO 名、宴酣にし 
て早慶校歌、巧援歌の応酬あり、姑真に 
してま華、真に化度の遠征にふさわしい 
序曲であった。 

翌口日は巿のか廓を為すお漬園お岸に 
ホ学生も400名を集め、送球に関する 
講演並に実演を巧った。実演は学生にや 
ってもらい、をは講演をした。ハンドボ 
I ルは可成りな前から中等学巧化操教授 
要目に制度されて居る ことを 述べ、そし 
て巧巧に巧でている朝鮮の人々におるよ 
ぅに、送球は襯球を手で行い、それに多 
分にバスケットボールの技術を入れたよ 
ぅなものであると述べた。巧当の反響あ 
り、あ導者は熱'むに之が普及を約した。 
午をは、朝鮮石油会社等を見学し、朝が 
の産業的重大性について、その一端を知 
ることボ出来た。 

咸 畏 

十八日は全員四時半お床、咸皿ハに向 
い、九時に到着。八巧ボコーチを巧持 
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していた。咸興比前年におお代をとしで 
翻球ティームを神宮大をに送った巧で、 
巧尹は熱、心なスポ—ッマシであった。と 
ても全部のコーチを引受けることは出来 
ないので此の中、最も熱ふな咸巧公立髙 
等ホ学おのみを引受け、其他の諸校に巧 
しては、試合前四十分許り早く競技場に 
集ってもらい、ラジオにょって送巧の概 
をを与え、更に試合中に適宜説明するこ 
とにした。試合に先立て一々学がのを諭 
が府の役人に巧し、自分め巧にコーチを 
送らなかったことを館詰していた。その 
学巧は、朝がの々子のみをいれる学校な 
ので、化種のことが差別めに見られる恐 
れあり、是非コーナしてもらいたいとい 
ぅのであった。をに話ボわったので、 
林、肥後両主将に頼んで試合後に 、 n — 
チしてもらぅことにした。 

4時半、朝鮮に於ける第一回早慶戦の 
火蓋は切られた。両軍は巧くがかきみ熱 
下にを防の秘術を尽し、一進一逗、最後 
まで気をのこもった試をを展開した。結 
をは八巧セで慶応の勝利に帰した。ラジ 
ホを通して慶応の路利を宜するあの声は 
いつになく震えていた。しかし化の試合 
で、センター西は強度のッキ指を為し、 
慶応ティームの巧ホに暗繫を投げた 。 T 
重なお見送りををに、元山駅に帰着した 
のは、 U 時半で、一同寝に着いたのは彼 
.れ是れ，1暗サネった。 ： 

元 山 

巧くれば W 日、いよいよ元山での一戦 
である。3時よりをル学校で、中、小学が 
の教諭に n — チを行い、其後で試合は五 


時から關始された a 早稲田としては地元の 
ことであり、是が非でも勝たねばならず、慶 
応としては過去十数回の早慶戦にお放の記 
録を何でなに汚すべきであろう。果せる哉-、 
試合は荒々しいものとなり、それは闊ホの 
結晶というょりも' むしろ窺雑な乱闘と化 
し、を巧としては決して模範的なものでは 
なかった。しかし、その気力、気根の点に於 
ては吾人の嘗てぶざるお擊戦であった。6 
巧5、試合は早稲田のものとなった。巧から 
降り出した雨の中で行われた閉会式に、遠 
手は±血にをれ、四辺、ま槍の気に絕ちた。 

私は人々とおがなど交し、かしをれて、 
宿に帰った。慶応の遺手は巧れ切った体を 
±間に下し、先輩から脂られた夏を巧を喧 
ベていたボ、あボ入って来るのをちると異 
口同音に■「先生巧みませんでレた。」とい 
うのであった。 

やボて先輩と別れの宴ボ催された。還手 
も元気を取り.もどし、大いにをい、大いに 
歌った。先輩の温情に尽きぬ名残りを後に 
して U 時が分、ま々は次の試合地である平 
读に向っだ。ホ中、昼の疲れで一人眠り、 
二人寝み、おきていたのは林主将とあだけ 
であった。そして其日の戦績を顧み、此度 
の遠征の最大痛手たるキ—パー中ぜの不参 
のことや、前主将で、名審判として知られ 
た外山が来られなかったことなど語り合っ 
た。轟々たる鉄路の響きなかは何物も聞え 
ない盛夏と雖も薄ら寒い。夜気巧なとして 
身に迫った。 

平 壌 

如日午を日時半、平壌に到着、駅から程 
遠からぬ朝日おおにおじた。？^日の午前 W 


がょり大同工業専巧学校々庭で試を開が、 
平壌は、はじめ最も期待された巧であった 
が、電報の間違いで巧日にをちをホし、一 
お観覧者はおかったが、観に来た専門をは 
試合後、化讚の辞をさまなかった。選手は 
幾分疲れていたが、前試合のょうな乱暴を 
せず、楼範試合として立派なものであっ 
た。お化球技の美点を総合し、是れを極巧 
に実現化した理想的スポ I ッとしての送巧 
の特徴は巧せにお揮された。 

此日の慶応の林は、すばらしいものであ 
った。彼は球をとると、いつもの験足を生 
かし.、幾度か敵陣に巧め人るのであった 
ボ、味方の後宿つづかず、その中に早補田 
方に完全にマークされてしまうのであっ 
た。彼は、数年の後、大平洋の前線で海軍 
中尉として戦死したのである。あらく其が 
も、自ら陣頭に立って、'祖国の為に栄光の 
死をとげた事であろう。 

試合は五巧四で、早稲田の勝であった0 
が、巧藤化に早極田の一人はホめに応じて 
疲れた化を上需尋常高等ル学校でコ I チし 
た。平壌では、送球は既に相当の地盤があ 
り、あまり熱ムなので、数少いボ I ルの中 
から二個を府に呈上した。 

午後はをが体協専務と、巧の役人ま氏と 
の案内で府巧見物に出かけた。悠义せまら 
ざる大同江の流れ、その岸壁にそびえ立つ 
数千年来の建造物、其化朝鮮芸術のおを表 
わす义化的遺産など、古都平读には領るべ 
きものが多多あった。 

ま 城 

gj 日午前 W 時化分平壊を後に南下した、 
汽車が著しく後れ、京がに著いたのは、7 


時 M 分であった。葫ぉ新聞の騎旋で大東 
おに落ちついた。なんでも、をおでは一 
ヶ月にも及ぶ長雨で、競技場のを件が、 
頗る悪く、恐らく試合は不可能であろう 
とのことであった。翌朝、関係者合議の 
結ま、試合は取止めと決をした。 

午後は、早慶一同巧内見物に出かけ 
た。世巧に知らるる r 緑の都」京がの自 
が美は、李朝最盛時の王宮を中ムとして 
操り広げられた人工美と巧して、我々の 
眼をみはらしめるのであった。 

解 散 

翌 W 日午前中、林主将、橋本マネジャ 
— と共に凡ての清算をすました。そして 
一.、一一の病人も全快したので早慶両軍、 
廊下に整列し、惜別の巧を交わし、なに 
目出度く一巧は解散した。早慶巧ょり巧 
競う巧に何物かを創造する。まに、二旬 
におく行を共にして何等の摩擦なく、巧 
期の目的を達し得たのは、流おに両大学 
の伝統と学生の高き教養のおらしむると 
ころであった。 

遠巧の成果 

此度の挙ボ、聊かなりとも、送球の普 
た、民族の向上に資する巧があれば、巧 
々の喜びとする所である。又、化度の遠 
巧が、学生諸まにましくあ育的のもので 
あったことは短わない。をき学巧が、巧 
巧を広め、ものの本質をとらえる認識を 
深め、極めて自然な朝がの人々の聞切に 
接し、政治をこえた人類をを感ぜしめる 
に巧かであった。又あとしても此度ほど 
「百聞は I 見にかかず」ということの真 
意を味ったことはない。 


連載 


日本ハンドボ I ル界の課題？) 

〜一二十周年を迎えた巧巧に望む〜 

--地方協会理事長特集(上)—— 


リレ I 寄稿お式で連載の「日本ハンドボ—ルをの課題」を今回は愛巧-長崎両県の会 
長にまず寄稿していただきさらにホ提をふくむが地方協会理事長の特別寄稿を今回とホ 
号の2回みにわけてまとめました。 

M 周年記念をお躍台にしよ*つ、といろこれは地方巧をのたくましい±尸の集大成といつ 
てもよいでしよう。 


中央と地方の連絡 
を密に 

愛 巧 県会長 小杉仁造 

日本のスポ I ッのなかで「ハン 
ドボール」という言葉は必ずしも 
伝統とか歴ちを意巧しない。 

それがお春二月二日をなて日本 
ハンドボール協を創立三一十周年を 
迎えることは誠に意義深いことで 
あります。 

しかしながら国巧ハンドボール 
界の足跡を振り顧えると、その組 
織、運営、技術的問通と幾をの巧 
還と苦難の過程をたどってきたと 
思う0 

こうした曲がの中に来たり過ぎ 
たハンドボ I ル協を創立一一一十周年 
を迎えたことは、これまで同スポ 
—ッ育成指導に当られた全国の関 
係を位にとっては実に感無量とい 
うべき でしよう。 


ついては々日の日本ハンドボー 
ル巧の現状を展望すると、技術的 
な面は効として、組樹的運営その 
化で中央と地方協会との緊密な連 
絡がややもすると意志疎通のきら 
いがあるのではないかと思われる 
のであります。例えば競なそのも 
ののまは指導においても、何れか 
というと都巿中、むとか、強カチー 
ムの存をする地域においては協会 
としては相当の力を傾倒するが、 
そうしたを件におまれない地方に 
おいてはをり力を'ちしないという 
面もあるのではないだろうか。若 
しこうした幣害によって全国的に 
ハンドボールの興隆が阻害されて 
いるとずれば同スポーッ巧の前途 
に誠に憂慮すべきことだと思うの 
であります。 

いずれにしてもメキシコに次ぐ 
ミュンヘンのホリンピックではハ 
ンドボ I ルボ正種目に決まってい 
るように、日本ハンドボール協を 


としては早急にチームの指導育成 
に力を入れるべきではないだろぅ 
か。 もとより この為には中央、地 
方を問わず埋れた人巧を集めて強 
化巧導にをり出すとか、とにかく 
これまでの一切.のゆきボかりを白 
紙に返し、义字通り関係者の総力 
をこれに結集して、日本ハンドボ 
1ル巧の繁巧を願いたいと思ぅホ 
第です。 

各地に親善模範試 
合を 

長崎県元副会長中部長な郎 

この度めでたく当協会創立一二十 
周年を迎えるに当り、、むからお祝 
いの言葉を申し上げます。一口に 
一二 十年とは云え、戦中、戦後の世 
相の波を乗りこえ今日の発展をも 
たらしたことは、協を先輩諸氏の 
御理解ある努力のたまものと感謝 
申し上げるか第でございます。 


スポー ッの精神は、 勝つ ことよ 
り親しく楽しむことが第一である 
と思いまず。現巧の我が国スポー 
ッ界にあって、多くは水準に 
達し親しまれておりますが、当ハ 
ンドボールはまだまだ'一般大衆の 
ものとは申せません。特に地方都 
市にあっては其の咸 r か深いのであ 
ります。幸いに今年は中学校教育 
課程として多く若年層に普及させ 
る見通しは明るいとのことで、.大 
いに期诗をもつものでありまず 
が、 又これを機会に全国地方都市 
にがても親善•模範試合を数多く 
実施して頂きたい。それが何より 
の PR となり一般に親しまれ、や 
がては優秀靈手の格頭ともなり、 
大いなる希望につながるのではな 
いでしよぅか。 

当協会として互十年のキャリア 
は実に尊いものであります。これ 
をますまず発展させるためには、 
より 多くの人に健全なるスポ—ッ 
として認識させることが最も大巧 
であると信じます。長崎県にあっ 
ては、昭和四十四年に国体開催の 
運びとなり、昨秋より県民一丸と 
なってその成果を目指しておりま 
すが、この機会に県民のスポーツ 
• ハンドボ1ルとして、.ょり広く 
PR いたし度い所存であります。 


秋田•由利 弘 

本年は国際的にも国内的にもス 


ポーツファンに とっての語题はメ 
キシコ •オリンピックの聞催が中 
、むと なることと思われるこのとき 
にあたり、日本ハンドボ！.ル協会 
が次期ミュンヘンのホリンピック 
出場を目標に各種対策を立て実一付 
している ことに 期待ずると同時に 
私共地方協会もそれぞれの立場か 
ら協力してゆきたいものである。 
今迄各位から申しのべられて来た 
問題を一日も早く解決するために 
はホリンピックで良い成績をあげ 
るのが一番の早道である。 

強くなれば社会の関、むを得るこ 
とが出来るし各問題も辭決され 
る、卓球、体操、レスリング、二 
チボーのバレー、そして東京オリ 
ン ピック 後のサッ カ ー、皆勝つこ 
とにより発展して来た。社会は常 
に新しい魅力を求めている、スポ 
1 ッも自然に陶汰され新陳代謝は 
あるものである。 ミュンヘン 出場 
を冀撒として全国にハンドボ I 
ルブームを起し、関係者が疆しい 
悲鳴をあげなければならない状態 
も決して夢ではない。ョーロッパ 
あ国に勝つ研究を早く実斤してい 
ただきたいものである。 


山形•保坂 浩 

ミュンヘン•オリンピックを目 
指し、みんなスポーツマンらしく 
ベストをつくそぅ。真剣な游力 
ょ.、きっとミュンヘン大会の力と 
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たるだろう。.かりにもしも失化し 
ても、真剣な巧力は、五年後でな 
く百年、一一百年ののちの世巧が評 
価してくれるだろう。 

"世紀の祭典"といわれたホリ 
ンピックをを大会の置きみやげを 
われわれ自身への*を訓"をかみ 
しめよう。 

H 根せ論、体力論、スポーッ巧 
巧批判など意ちボあるが、振 
巧の重点をどこに置くべきな 
のだろうか。 

けいまいわれている底巧論は 
"還手育成，だけをを頭にお 
いたもので真のスポーッのあ 
り方忆反する。.国民の福化の 
ためにスポ—ッの底辺を広げ 
るべきものと思う。 

真の三十周年記をは、ミュンへ 
ン•オリンピックがおえて初めて 
訪れるものだ。 

福島.熊 田 お¬ 
ご一十年を迎えた日本の ハンドボ 
—ル、十一人制より七人制主体に 
切り替えられ. てここ 数年の間に驚 
くべき 普及発展をみたが、これも 
創始当時の関係をによる基お‘つく 
りを始めとし今日まで関係された 
数多くの諸先輩、指導者のなみな 
みならぬ辛苦とあ力によるものと 
深く敬意を表したい。そしてこの 
ようにあ時日で長ちの進あをみた 
ハンドボールに関係する地方協会 


01員として、七一一をミュヘン- 
オリンピック にがし日本協会は操 
力を結集し、‘.巧化してほしい。か 
に中みと地方のパィプをもっと太 
いものにし現登録チーム数一割増 
による 底辺の化大あ充と中学校指 
導要領の問題を進めていってほし 
い。又競な規則、審判についても 
ブロック、 学連等で解釈が種々相 
違しており統一のため年度始めに 
講晋会なり研修会の開催を望みた 
い。最後に クラブ チ^~ムの大会開 
催を競な人口あ大と関迪し考えて 
ほしいものです。 

巧城.磯部 を 
-、ハンドボール精巧の.養成 

われわれは、ハンドボ I ルを、 
こよなく愛している。遠くアテネ 
の青年達は、運動競なと音楽によ 
って、 カロカ ガチャ(完美なるも 
の〕への憧れを秘めて、巧体と精 
神•個人と社会との調巧をもと 
め、さらに、衝動や本能と意志の 
巧立を巧動的に止揚し、それを人 
格にまで及ぼそぅと巧力したとい 
われる。 

碧空をよぎるボールを追って曜 
動する青年達のをは歓喜の極みで 
ある。それは、私利あ欲ををれ、 
がを•を憎を超越し、己の任をに 
街して、ひたすら全身全霊を巧込 
んで修業するホ道者のをに似てい 
る0 


ハンドボ I ルを通じての、むと、む 
のを触は、やがて彼我の巧立を超 
克し、自他共栄の理想をホめ，て人 
をにおける不変の友情を創り出し 
てゆく。これは揉巧に青春の熱血 
をそそぎ、おをのきびしさに做し 
た者のみが達し得られる純枠無她 
の悦びである。 

を子に「跋を不立(つまだつ者 
は立たず〕跨者不斤(またぐ者は 
ゆかず〕」といぅ教訓ボあるが、 
一歩ーホ、あせらず忆確実にハン 
ドボールを巧う意義を考え、その 

内をする a おを体現してゆきた 
^■0 


群馬•町田歲雄 

1、 協会の役職にある指導者層 
ボ夫々のポストに全力を尽くすと 
同時に巧おし巧敬し一致団結して 
協をを尿の為、又がホを盛の為巧 
力すべきである。執斤面に於ては 
理事長のもと中央部がよく巧互巧 
おのもとに種々の施策の実現に向 
つ‘てつきおむと共に、地方にあつ 
てはを都県責任者がその他区の普 
及発表に尽力する事が肝要であ 
る。本部と地方がよりよき協力に 
よつて種々の問題解決も容易にな 
るであろぅ。 

2、 評議員をについて 

評議員をを構成する評議員の内 

規はを支部のを長ということにな 
つていたようだボ現在もそうなつ 


ているむであろうか。をしがりと 
すればその巧おは破棄すべきだ。 

各都道府県の責任に於て評議員 
を還出すればよいのである。 

今までの状況では評議員をの化 
席者も少いであろうから本部協会 
の意向も施策も地方に流れず結扇 
不椒をに格る結まにな0てくる。 
地方を代表する一人一人の意見も 
きいてこれを尊重していくことも 
本部協をとしては大切なことであ 
ろう0 

神奈川•若崎重富 

一、 を地方ごとに、専用グランド 
を持.つこと。 

二、 審巧がおの向上を計ること。 
普及.技術の向上はともにま巧 
技術の如何に関係巧い。 

一二、国瞭試合の開催の在り方を検 
訝する。 

国際試をは、みお名地区代表ナ 
—ムが対戦してきたが、巧ホは 
一が大象に、よい試合を見せて 
いかなければいけないのではな 
いか。オリンピックな後のげ本 
人のスポーッに巧する目は髙を 
な感覚を持ってホた。その期待 
におうような試合を斤な うべき 
ではないか。 

山裂•清水 正 

ハンドボール協をボ究足して、 


化や一一一十年、をの間色々0化ホご 
とがあったが今日の究展をぶたこ 
とは誠にご同慶にたえないと同時 
一^先人のご努力に巧し深甚なる愚 
謝の意を表するとともに今をにか 
せられた使命の重大さを痛感する 
ものである。 

•今をの協会の発展に巧し望みた 
いことは たくさんあるが中でも数 
度にわたるおか遠征により レベル 
アップした頂点の チームと、 一般 
底巧のチ ームとの ひずみが余りに 
も深く今後の普あ、発 S にがして 
もホりにもアンバランスであり、 
早急にその巧決を迫まられている 
のではないかと思う。そ' のために 
は トップレベルの チ— ムと 、一 般 
チ—ム との二本立ての指導方針を 
確立し、 それぞれの立場ををく a 
がし育てて巧くぶ要ボあると思 
う。このためには組織の中におい 
ても国惊的なもの、国内的なもの 
にみけての指導育成が望ましく、 
かつその中にも一貫した指導体制 
を確立するあ要があると思う。 

このようにしてこそ、.はじめて 
ハンドボ I ル歳はの今後のよりを 
展ボ望めると確信する次ぶである 

-11 重.中根武度 

一一一十周年、本当におめでとう。 
我々が今このように化事.活曜で 
きるのも先輩請氏の苦しかった一二 
十年の努力があればこそと感謝の 



念でいっぱいです。さて数年間を 
顧りみると、底辺拡大そして C ン 
ドボ I ル協を予算いよいよ……万 
突破の言葉を機関誌等で拝見し 
た。 

この二つの言葉は互にむすびつ 
くもの'ではないだろう'か。恥しい 
が本県協会の帳簿をみると、登録 
ナ I ムー般六-大学四-高校十セ 
の計二十セチームとなっている 
が、日本協会へ県分担金一万円. 
登録金を抽乂すると県協をに殘る 
金額が、何んと一万数千円の少額 
しか残らない。この予算で年間め 
五試合(ブロック大会は別)を運 
営していくのだボ、日本協会の運 
営な上にましい運営としているの 
が地方協をではないだろうか。こ 
のような現がは日本協をでは問題 
にならないもんだいかも.かれない 
が我々登録チームの少くない地方 
協会にとっては重大な考えていた 
だきたい大問題である。を辺拡大 
の為に指導者養成講習会.練當会 
等どのように計画すればよいのだ 
ろうか。私はこの小さい重大問題 
を声を大にして言いたい。現在日 
本協会分担金は各県を録ナーム数 
の多みにかかわらず一万円となゥ 
ているが、これを登録チーム数に 
よって分担金を決め登録のかくな 
い県を助けることができないもの 
か。‘現状のままだと巧々と同じよ 
うな協会は何時までたってもおホ 
しない。义それとともに登録金ボ 


高い為(機関おけが一緒の為かも 
.かれぬ〕を録チームが増化しない 
のではないだろうか。本県高がの 
登録金が三千円な上(県協会へ〕 
納めている種目は他になくこれを 
みてもハンドボールの登録金の高 
いことがわかる。登録金によって 
登録ナーム(特に高校及びクラブ 
チーム)も増加することは目にみ 
えていると確信する。まだ書きた 
いことはたくさんあるボそれはま 
たれの機会とし日本協会へ望むこ 
ととして 

r 登録チームの小ない県を重視 

しいろいろの面で援助してほし 
、〇 

こ、か担金に.ついては登録あによ 
って一二段階位にしてはどうか。 
一二、日本協をと地方協会を今な上 
に密接にしてほしい。 

四、ルールブックを巧りやすくす 
る(言葉がひねくってある為が 
がしにくい。素人が読んでおる 
ようにもっと簡単に) 

石 W . 天 野耕兵衛 

願ぃ W 

ミユヘンオリンピックに、 
日本のハンドポールチームを。 

今こそ世界に目を、 

学間やさ細な利害による、みに 
くい反目は、日本からふっと 
丈せ0 

ハンドボ I ル競技の発展のため 
に、むを一つに。 


指導的立場にあるものの自戒を 
望むや切。 

ハンドボール競技を愛するが故 
忆〇 

願いの . 

.日本のホ巧をになう、すべての 
子どもたちに、 

ハンドボール歲はを 

奈良.幫正巧 

本年は日本ハンドボール協会の 
一一一十周年記なであるが、私個人と 
しても教職についてから頂度一一一十 
年で公私共ほんとうに意義ある年 
である。をは日本協を創設の頃の 
事はからないが奈良県協会は二十 
年目を迎えようとしているのでそ 
■の事からちえ感無量である。おが 
一を良県協会の創立から今日迄ホ 
んで来た道を考えると日本全体と 
してホまれた先人の苦 巧と 希望、 
巧巧への願望が身にしみてわかる 
棵な気がする。戦後は物なく金な 
く 全く困り果てた時代であった。 
あまり 費用がかからず、運動量の 
多い 種目と してハンドボールを初 
めた。大阪、兵庫の先人からを.々 
をえていただき、弱いながらも試 
.合にも出していただきその事が又 
独強でもあった。ゴールも奈を県 
下には一つも無かったボぼつぼつ 
見られる様になり今では何処の運 
動場でも見られる様になった。 
「おから有を生づ」 と. はこの事か 


と楽しみにしている。 スポーッ全 
体から見ればハンドボ I ルー種目 
は小さい事かも知れぬ、然しルさ 
い事でも希望を持って居る者から 
見れば有意義な事であり楽しいき 
である。 

現を国体、還手権等の全国大を 
にも毎年出場化来る様になりチー 
ム員と共に張切って居るが、又一 
方二十年前及びそれなをから初め 
た人達の中から子おもハンドボー 
ルをやる人が化て来た、ホの人が 
子供をつれてぶに来る様になっ 
た。このをを見て奈を県のハンド 
ボールもいよいよ化についた感じ 
がする。かにをは先輩に感謝しつ 
つ将来の為に現在の巧々は頑張ら 
ねばならないと思う。 

•スポ—ッは試合があるか b 発展 
もする。試合は争いであり闆争で 
ある。をは今日本のハンドボール 
巧は壮年期を迎えようとしている 
と思う。時々問題の起っているの 
もその為ではないかと思う。即ち 
最巧はプレィヤーボハンドボール 
巧の提てであった。おし今では子 
供も青年もおも又もう年ずりさえ 
も居るをになった。これだけ大き 
くなって居るのである。世巧的に 
も認められる様になった。協を運 
営も多方面的にやらわばならぬ、 
自分のチームを、むの奥巧に秘めて 
の考え方だけではを目である。又 
協会役員に巧待するところも同じ 
である。今ではこの巧待する側の 


方にこそ貴任があると思ぅ。チ 
—ム試合につらなる仕事はしやす 
い、直接関係のない仕事にあ力し 
てくれる人の気持を考え、その立 
場に立って大きくハンドボール巧 
の事を考えつつお互があ力したい 
ものである。 

私はハンドボールに関係して三 
十年ボールを持つ事な外に出来た 
人間関係に深く感謝している。を 
い人達がハンドボールにょって得 
た美点即ち体力と気魄とチームマ 
ナーと人間関係をぅまく人生観と 
職場に生かしてくれているのを数 
多くかって居る、壮年巧を迎えた 
日本ハンドボール協会がスポーッ 
巧の為に、日本の為に活躍してく 
れるのはこれからである。今をは 
教養課程でありこれからボ活躍課 
程である。大いにチームカを発揮 
してほしいものである。その為に 
おちが協みしたいものである。 


和歌山.岩西を純 

日本ハンドボール巧も一一一十週年 
を迎え慶賀にをじます、しかし化 
スポーッホの今日の発あからすれ 
ば大いにお達関係者の発奮が必要 
とされる 現状に あると をじます。 
最近組織の改正がなされたのも大 
きな問題を内蔵しているからであ 
ろぅし、 マンネリ 化傾向の現れと 
も考えられます。組織が大きくな 
'りか源ボ多くなるにつれポストを 
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れらう本能的いさかいが生じ、化 
からは色目で見られる面白くない 
結果が出てくるのも当然のことで 
ず。それだけに上に立つ人の苦労 
と人物が要がされるとをじます。 
今後の課題は多いと思いますが望 
みたいことは、国際試合等も必要 
な ことと 思うが先づ国内を固める 
必要がある、特に弱小県では組織 
の拡充と財源の確保に四苦八苦で 
あり、発展の壁が中学校教材、全 
国加盟金の過重と指導者の不足等 
々であることは中央でも十分認識 
いただいている問題であり今更の 
感がありますが、それだけにいか 
に国内を固めるかに重点施策を望 
みたい。 

PR により発展させることも必 
要であろうが PR するに恥しくな 
い地固めが先決と思われます。 

岡山•辻 i 

一二十周年を迎えお目出度うござ 
います。 

一一一十周年の間には色々な本当に 
言葉では表現化来ない、或は祗達 
には全く知らないを々な苦労、努 
力があったろうと、しみじみ思い 
まず。 

やっとを部道巧県が顔をそろえ 
る事が出来ましたのも、そのよう 
な努力の賜と感謝にたえません。 
この時期に、この様に全部の頭が 
岀そろったからこそ、 より 強く各 


県協会の努力に感じさせられるの 
でず。地味な1わばり強い努力こ 
そ日本ハンドボ]ル協会の発展を 
ささえた大きな力と確信しまず。 

どうかより一層協力して、せっ 
かく、もり上りつつある力を巧え 
ないよう、足を引っぱらないよ 
う、手をとって歩いて行きたいと 
思います。 

鳥取•高木敏巧 

鳥取県に協会が発足して五年の 
歳月を迎えようとしている今日、 
いまさらのようにそのあとをふゥ 
かえゥてみるに何をのこしてきた 
か自かなりにこの機会に大いに反 
省しこれからの道を考えてみたい 
ものでず。協会の大きさこそ違い 
所證同じ蓋のめしを食っている我 
々、年数年代の違いこそあれ、今 
日まで協会をここまでにされたを 
輩諸巧の努力苦しみは察してもあ 
まりあるものがありまず。 

ここでこの機会に我々一同ハン 
ドボール関係者はもう一度初、むに 
かえり本当に頭を冷やして考えて 
みたいものでず。そしてこの一一一十 
周年という大きな「ふし」を無に 
ずることなく次のふしに向って一 
段と前遮していただきたい。五年 
目を迎えるにあたった我々が一番 
苦しんだことはやはりなんといつ 
ても中学校の指導要領になかった 
ことでしよう。一日も早ぐ中学校 


に 帰る ことを 望んその日の為にも 
地方の教育系大学にも指導普及の 
力を注いでいただきたい。つい先 
般辛いにも小生は日本体育協会の 
主催するトレ I ナ I 講習に参加さ 
せてもらう機会を得てハンドボ I 
ル競技のビックゲ I ムを観戦させ 
て もらうことが 出来ました。率直 
に感想を述べることを許して もら 
いたい、あれがビック ゲーム であ 
ろうか？試合のもり上り、観衆の 
数、 PR 内容、一一年後にせまって 
いる世界選手権、五年後のオリン 
ピックを、むおするのは自分だけで 
あろうか、中央の大会にしてみれ 
ば普通かもしれない、ビックゲ— 
ムをあらゆる機会をつかんで上京 
し観戦したもののム中はいかほど 
であったか、今年から巧なわれた 
中央指導者講習会、この充実と共 
に審判員トレ I ナ I の養成これら 
も全国から中央に集めて年に一度 
の勉強はさせてやってほしい もの 
です。 

最後に全国定例評議員会等の持 
ち方、大会にじようじて行うよう 
な消極的方法でなくして全員が I 
同に会して大いに将来のハンドボ 
—ル’を話し合う機会は出来ないも 
のでしようか0 

山口•藤田信義 

ザ日本ハンドボール協会遂に W 
周年を迎える"先ず賠めに戦前關 


始期、戦後普及期を通じ、栽々と 
技術の向上、普及等に献、む的な巧 
力を恥われた各関係者に衷ムょ 
り、感謝と敬意を表しまず。「如 
周年を迎えた日本協会に望む」と 
いう題なので、愛好者の 一 人とし 
て私なりの希望をのべまず。 

オリンピック対策に万全を期せ 

W 周年を迎え永年待望のミユン 
ヘン、オリンピック大会に正式種 
目になった今日、本大会出場権の 
獲得に万全を期ずる必要がある。 
韓国強し、中共強し、もしもアジ 
ア予選に放れることあらば、それ 
こそ一大事である。メキシコ予違 
に敗れたバスケットボ）ルと、韓 
国と熱戦、遂に代表権を獲得した 
サッヵーを比べてみても明らかで 
ある。とにかく、外圃チームに勝 
てる"力をもった強カナシヨすル 
チ！ムの育成こそ、普及の第】歩 
ではなかろうか"トッレベルの強 
化が底辺拡大につながることを銘 
記すべし" 

ハンドボ I ル人口をふやそう 

日本体協のスポ I ッ人口調査に 
ょれば、ハンドボールはの位(男 
女〕、バスケットボールの1/2、 
サッヵーの％である。急速な発展 
途上にあるハンドボールもの位と 
はなさけない。 W 周年を迎えた今 
日、各関係者の一大発奮を望む。 

中学校指導要領復活に金力を注 
げ 

復活如何が普及の前途にかかつ 


ていもといっても過言ではなかろ 
ぅ。一丸となって復活に全力を注 
げ。 

ハンドボ I ルを学生時代のスポ 
1ッに終らせるな 
学生時代のみで、社会に出て楽 
しむハンドボールもできない人が 
いかに多い事か、クラブチームの 
育成、実業団(特に地方の)チー 
ム普及育成の為、特に配慮を切望 
ずる。 

協会の充実とが準確保対策を図 

れ 

が号で述べられたお 山 氏に同感 
，金もある協会*にする為の巧策 
を望む。 


愛婚•越智 お 

ハン ドボ I ル 競技巧にも三十年 
の 月日 ボ流れ、ここにを国都道巧 
県に協会ができ、今や一九セニ年 
のオリンピックの実施疆目として 
決定をあ、これに参化すること、 
勝利への邁進を考えるべき時でし 
よぅ、この際全国の協会が一致し 
てこれに当るべきだ。 

だポかえりみるに協を当初を思. 
い出すのも現在かくある状態に何 
かと参考になるでしよぅ。 

一、旧巧十一二、四年日本協会よ 
り派遣され関西方面を主にハンド 
ボ I ル歲技の大々的普及講習会を 
実施する。 

当時現日本体育大学チ I ムが関 
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東リーグ、全日本還手権を持って 
おった関係でそのナ I ムが派遣さ 
る。 

京都•大阪•神戸.岡山-広島 
を昭和十一 一一 年に、鳥取.島あ.山 
口•福岡-熊本を十四年に実施し 
て関西方向の地盤に大いに貢がし 
た事は現在をちても解る事であ 
る。 

一、関西普及の源は豊中中学か 
らと云って過言でないでしよぅ。 

昭和十一一一、四年の関西方面の講 

習会実現 

日本ハンドボール協を副会長馬 
場太邱氏の寝々のをれての世話で 
あゥた。 T 度現大阪協会の山田計 
ちは徳島、東京の徳、氷君は福岡、 
小生は愛おであり、上を、帰郷の 
除には必ず豊中の鳩小屋.に宿お 
し、 よく 豊中の生徒とハンドボ— 
ルを共に楽しんだものである。鳩 
ホ匡とは豊中の体育巧巧まの a 称 
であった。東をの技巧ボ直輸入さ 
れていたわけである。 

第二次世界大戦後一番先に声を 
あげたのが第一回国化の西宮にて 
の実施、又第一回全日本高校大会 
は大阪®井寺で巧いその意気は全 
国に響いたのである。 

今や時代のおりをりにより、そ 
の時々を見出される事とあいます 
が協ををち当初はチーム数にして 
も少なく、全国の協を数もかない 
時代で声をかければすぐ提束され 
ていたので.ある。だボーーー十年を迎 


えた本日、日本ハンドボール巧も 
結束してすべてに当り大きな目的 
のために邁進すべきでしよぅ。 

ここに小生，の協会発足当時を記 
し増々団結を望むものである。 

香川.辻 要 

ハンドボール巧も U 人制を廃し 
7人制を採用、年を経るにしたが 
って着々 と躍進の一途を辿ってい 
ることは私達ハンドボールに些か 
でも 携わっている者にとって誠に 
慶賀にたえません。’ 

井の中の蛙大海を知らずであり 
ますが一、 一一 苦言を呈して、お巧 
とをします。 

人間(ハンドボ—ル巧)も齡一二 
十ともなれば一大おあ機にあり努 
力ある巧に自ずと道が關かれ、体 
力のお巧を知り、剛より柔に、指 
導的な立場、コーナ監督業に精励 
すべきで、人の和を中、むとして、 
人格識見等精神的面に力を人れ、 

自己を鍛えあげていくことボマィ 
ナースポー ッを脱巧して メジャー 
スポ I ッへと進み斤くただ一つの 
途ではなかろぅか。 

高巧-熊お徹郎 

ハンドボール協会一一一十周年を迎 
える にあたり' むよりお慶び申し上 
げます。，地方の協をでを計の仕事 
をす るよう になりはや数年ボ過ぎ 


てしまいましたがいつもながらの 
貧をな源で頭を瞄ましています。 
まず収人を増すにはを録チームを 
増加することにありその事は又直 
接日本ハンドボ I ル巧のを展に.つ 
ながるものでもあります。幸にも 
ここ数年除々ではありますボチー 
ム数も増えそのチ I ム数の増加分 
から得た収入を県協会としては今 
までにない例えば審判講習を或は 
技術向上につながる他県への化張 
補®等に少額ではあるが迴すこと 
が化来るようになりま.した。をえ 
てみますと今迄は四届ブロックの 
国ホ、高が還手権等のまお員派遣 
についても補助ずらも化せな'いあ 
りさまで県の協を役員の苦労は大 
をなものでした。県内大会となる 
とさらにを弁当的内容で事実この 
方は現在にいたるもそれがあたか 
も慣例かのごとく続いているよう 
なわけです。今のようなをしい予 
算のもとであまえられるのも理事 
長川崎氏はじめ役員の献身的な奉 
仕特にいつもを場を提おして下さ 
る鶴岡氏(前巧事長現高体違部長〕 
あってのことだとこの機会に改め 
て感謝します。県協会の赤字では 
補巧してくれる巧もなく日本ハン 
ドボ I ル協会に送るを録基本金一 
万円をしばらくながめを金した事 
もあり 一一 一十九年の時でしたか春の 
'緩をに日本ハンドボール協をから 
脱退しようと冗談とも本気ともつ 
かない意ぶさえ聞かれた事もあり 


ました。.しかし結局はハンドボー 
ルの虫の集り、前向きの方向にを 
辺あ大をめざし止地の巧聞社に働 
きかけ県下中学違手権大会を開く 
ようにもっていったのは大成功で 
した。中学校にハンドボールのあ 
材がない関係か参加チ I ム数はか 
ないが今年で四年目を迎え又これ 
を機会にチ—'ム数も増えるけはい 
がみられるようになりました。 

このような乏しい予算のもとで 
情熱だけは負けずにハンドボール 
協会の発展に巧力してきました。 
日本け表チームによる巧外での好 
試合をな関詰等で拝見し耳にした 
時自分自身がプレーをしたような 
錯覚をおぼえるのも無巧はありま 
せん。ささやかな地方のおをもあ 
って义日本ハンドボ—ル協会あり 
です。巧々の育てた若人から一人 
でも二人でもこれからのハンドボ 
—ル巧を背負って行くものボ出る 
こと も考えられます。この隐日本 
ハンドボール協をにお願いするの 
はいささか前置がながくなりまし 
たがをしい財源の地方協会にせめ 
て登録料せと言っては失礼ですボ 
中央の最高の技術ボ還元されるよ 
うな巧策を々な上に考慮していた 
だけばと思います。 

大分.疋田 ホ 

お年とくに巧ボハンドボ I ル巧 
は目おましい向上をあを見せ、全 


国都道府県全部が加盟という普及 
にがしをを始めハンドボール愛好 
者達と共に大いに喜びたい。しか 
し本年はミュンヘン•オリンピッ 
クを目標に日本協をは勿論、を地 
方協会でもその、む構にて邁進すベ. 
き年であろう。いや一大飛躍の年 
ともいえよう。 

'先日の機関誌に目標をミュンへ 
ンにおけば、少しくらいのことは 
どうなってもよいではないかとの 
内容のように思われるが？ 

ハンドボ I ル巧孤年を経過する 
うちには多少のを余曲折があった 
事で しよう。 しかしごく最近では 
ハン-トボール巧を体が不詳事の化 
く一般の者よりおわれ、誠に残を 
に思っています。その当事者が要 
職についている現状は、地方協を 
の一員として許し難き憤りを思え 
るのはあ一人であろうか、巧事等 
ボを干を更したところでなにもな 
.らないように思えるし、义おは当 
時者の退陣を強く望みたい。本当 
の意巧での再化発をはかってもら 
いたぃ。 

地方協会の一員としては' 岡山 
の辻氏、高知の鶴岡氏の論説のか 
くを々は巧々 なりに 精一巧の巧 力 
'をし、生を達や卒業生達と共にゲ 
—ムを 楽しんでいる現状をホせに， 
認謡していただき適切なる指導巧 
言を願いたいものである。最後に 
日頃より 痛切に感じている事項に 
ついて列記しよう。 
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一、 中学校の化育指導要領にハン 
ドボ I ルの復活を強く望む。 

二、 審巧技術(歳技規則の解釈等〕 
の向上を計ってもらいたい。 

一二、クラブ チームの育巧を本気に 
ちえてもらいたい。(国体参加 
だけが育成の意義ではないか、 
実業団チ—ムとの対戦は避けて 
もらいたい。'高が-お員.実業 
面等は全日本的選手権等がある 
ので国体では一般ナーム(クラ 
プチ1ム〕ロチ]ム(男•ホ) 
出場でしてはどうだろう。 

四、ミュンヘン.オリンピックを 
目据に具体めな委員会を設置し 

てもらいたい。 

冲縄.平仲孝栄 

沖縄ハンドボ I ル協をボお成さ 
れ沖縄で公まにハンドボール競巧 
の試合ボもたれてがらーニヶ年、よ 
うやく軌道に乗るようになった。 
その間日本ハンドボール協をや全 
国高体連ハンドボール部の御協力 
御援巧に巧して衷、わより感謝ホし 
上げまず。日本本止より遠く離れ 
すべての面で巧り强されがちで不 
肖私達ハンドボール関係者もハン 
ドボール競技を本止並みにもって 
いくためにお力もしてきました 
し、また今後も巧力致します。沖 
縄協会が日本ハンドボール協会に 
望みたい ことは 唯一つ、それは 日 
本協会が新体制のもとにもっと組 


級を強化し、和をもってハンドボ 
I ル競技向上に取組みハンドボ— 
ル競技の歴史的(沖糧は歴史がを 
い〕地理的を件などを勘案しても 
っともっと各地方に審判技術や競 
巧力向上に力を注いでもらいたい 
と思います。沖縄から簡単に巧事. 
をや各種講晋を或は研修会に参加 
することは時間的搔巧的に許され 
ません。中央というより地方の育 
成によってもっとを辺を拡げるこ 
とが良い方法ではないでしよう 
か。私達もハンドボール競技発展 
のため全精力を化して頭おっては 
いますが、何しろいろいろの面で 
制限をされて考えていることが巧 
みできないのが地方の現状ではな 
いかと存じます。そこに日本協を. 
ボ温い手をさしのべて思いやりの 
あるところを見せてもらえばあ達 
としても勇気百倍仕事にファィト 
が化て参ります。を達も々後沖縄 
ハンドボール巧の.ため一生懸命巧 
力をしますのであ達の意を汲取っ 
て下さって選るか南の沖狸のハン 
ドボールに巧しても意を注い.で下 
さるようお願い申し上げます。 

静岡•片お喜代次 

一、日本ハンドボールリー.グの 

開催種々の難問題があると思う 
が、日本協を、実業団、学生連盟 
等がどうしたら開催できるかを、 
じゥくり話し合って、男子の開催 


が現在のところ不可能な らば、 女 
子だけで も、' 一日で も 早い時期に 
關催すべきである。運営方をは種 
々と考えられるが、おず成巧ずる。 

一一、 全国託議員、全国理事会の 
扱構ならびに運営方法を改善すベ 
きである。 

一二、 な年度の年間事業計画は、 
前年度の十二月末までには発表す 
べきである。 

’四、全国理事会、常あ理事を等 
の議事録の通達があまりにも遇す 
ぎる。 

次に発行される機関誌にあず掲 
載して、多くの人達により早くか 
らせる必要が あると 思ぅ =* 

大阪.山田 計. 

日本ハンドボ I ル協会も昭巧十 
一一一年二月三日創立して一一一十年、普 
及発あし急巧の進ホをなしてい 
る。これもを地方協会役員を巧め 
中高校の指導にあたられた方が主 
体になってを力した事は周知の事 
と思ぅ。しかし他協会に比べまだ 
まだに省すべき点改善すべき点が 
多くあるのも事実である。 

化战面の強化 

.先づ協会の最高議決機関である 
評議員会である、年に二回の会で 
.あるのに出席者ボ四分の一もない 
.のは何んとした事だろうを評議員. 
の方達は多にの事はわかっている 
が評議員に成った化.上何んとかし 


て化がし執行部の尻をたたいて、 
よりよい議決をしてもらい度いも. 
のである。ある他協をの最高議決 
機関の会で全国役員をはじめ役職 
にある全ての者が出席して、執行 
部に巧し化を的に問い正し、執行 
部の役員も巧快に答弁している場 
面をえて気持よく感じたハンドボ 
1ル協会も早い機会にこの様にな 
りたいと思った。义本部協会は運 
営面と技術面を明確にし人員の巧 
巧を望むと共にさらにを部門に々 
れている執行部の横の連絡を充み 
にしないと巧かちぐはぐな面が出 
ているのではないだろうか、又各 
地方協会との連絡を巧にし地方協 
会あっての本部協をであり役員で 
ある事を充分認識してもらいた 
い。特に全日本総合、国ち体育大 
会等協会の最高試合がブロック予 
選を経ないと化場化来ない事を考 
え、本部協をはよりよい運営を巧 
ち化すべきではないだろうか。 

五輪への強化 

一九セニ年ドィツミュンヘンで 
開かれる、オリンピックにハンド 
ボールが種目の一つとして開催さ 
れる事になり長年の希望がかなえ 
られ喜こんで居る者であるが協会 
はが强面並に技術面に於て早急に 
対策を斤うべきである。今ち底辺 
の拡充に重点を置いてホたが今を 
は'トップレベル も重点の中に入れ 
強化を計るべきである。その為に 
は技術部を中、むに審判部をあ部の 


協力を得、惠手強化を斤い、選を 
達考にあたっても一部巧で斤わず 
各部を層の選考委員を作り最高の 
擢手還きを行ってもらいたい。 

今迄お外遠征が一打なわれたが達 
考された選手の中には経を面の為 
遠征に参加出来なかった者もあ 
り、此の様な事を協会はホ分考え 
透考し派遣するな勉めなければな 
らない。な上二、一二の事項を述べ 
たがやはり役員になった者は一致 
協力し目標に進むべきで、自己の 
利己的な事を主張せず立派な協会 
を作る為協力するな希望する。 

熊 本•蔭田八郎 

多年の巧力がょぅやく実をむす 
んで、世界のハンドボ I ル巧に伍 
してゆける地位を確巧できる様に 
な'ったことは非常に喜ばしい事で 
ありま ナ。 

ここに一一一十周年を迎え、われわ 
れはここにをカー致してわボ国の 
(ンドボール巧がさらに向上し、 
育成していかなければならない、 
その為に次の一一一点に全力をあげて 
巧力すべきだと思います。 

1、 ミュンヘンホ リン ピックの対 
策。運手強化•ナショナルチ I 
ムの 編成 

2、 底辺拡大の対策クラブチーム 
の育成、地方協会の普及指導 

3、 中学披の普及対策今後の中学 
校指導について。 
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現像とカラープリントはお近くのカメラ店で 
〈フジカラーサービス〉とご指定ください 


?ジ を夕一の純正現像 _ \ 

フジカラー N 100 
フジカラー民100 
'フジカラーシネ8 mm • 1 6 mm 
トーキー 映画（磁性体塗布加工) 

フジマグネオストライプ 

小型映画フィルムの巧製_ 

フジシス、コヒー ' 

ブおれ5-の糕舍現保所 


美しい カラー プリント 

フジ ネガカラープリ シト 
フ ジ ポジカラー プリント 
フジ ダイカラー プリント 
フジ G カラー プリント 
フジ ネガ カラ—スライド 
フジ ポジカラー スライド 


S 養 


製 サ ー ti ス 


化幌.仙台.東を.名古屋.大阪.広島-福岡 






祝 

株式会社 


日本ハンドボール協会 

創設3 0周年 

日進商 


A 


横浜市南区南太田町1 一40 


っ、 flHF 、 曰本の「世界女子」な巧参加を承認.〜.、.、〜、一 

W 日本協会は1月 W 日、国おハンドボ—ル連盟 ( IHF 〕 から「日本の第4回世を女子7 乂制ハ \ 
W ンドボ—ル選手権の出場をを諾する」という特別電報を受けとった。 《 
- 日本協会は翌口日の常務巧事会でこの問題を協議、— HF の厚意に感謝するとともに— HF か I 
I らの詳報を待ってただちに参加への具体的な準偏を進めることとなった。同選手権は今年 U ちモ ^ 
I スクワ、レー I ングラ—ドなどで開かれる。 I 

手続き遅れ一時は絶望 

鈴木会長ら引責辞任に飛火 


日本協会はじ月9日午を2時か 
ら体協四〇一 会議室で緊急全国理 
事会を開き、席上、荒 W 理事長か 
らホ外担当常あ a 事のミスから、 
来年 U 月ソビ H 卜のレニングラー 
ドで開かれる巧4回世巧女子7人 
制選手権に出場することが難しく 
なった、といぅ報吿があった。 

荒川 a 事長にょる経過説明なの 
とおり'。 . 

一、第4回世界女子7人制選手権 
に化場することは旧巧の年2月の 
定例評議員会、全国 a 事会で決議 
された。 

一、同大会への参加申し込み/帮 
は国際ハンドボール連盟 ( IHF ) 
のの年6月 M 日せ連路によるとの 


年7月別日だった。 

I 、 ホか担当理事はの年7月 W 日 
かで発送の準欄をしなボら出しを 
れでいた。(なわ、.事務局員は、 
差し出しの化頼を担当者からはを 
けていず、 ファィルに 書類は乂っ 
ていたままだ.った。〕 

-、申し込みが斤われていないこ 
とに気がついたのは、が辺巧美劃 
会長ポ訪欧あ巧のを次、スィスに 
立ちょりバゥマン IHF 会長と会 
見した障である。渡辺副会長は I 
HF に再調査を化おしたが、 W 月 
^日付で IHF から申し应み書未 
着の確報が日本協会あて打電され 
た。 

一、 日本協会は真相調査を進める 


と同時に、申しこみ書の発送を巧 
つたが、 U 月；2；日がで IHF か 
ら，化場権復活拒否"が通達され 
て来た。 

なお、荒 wa 事ち化下常を理事 
は'、2月 W 日の全国評議員会を前 
にを木会長あてに巧表を呈化した 
が、别掲の通り鈴木会長、境井渉 
外担当常務理事のみ巧巧となつ 
た。 

会長げ行にな坂副会長 
を国評議員をでみめる 

日本協会は2月 W 日午前 W 時か 
らホ協四〇1会議室で臨時評議員 
会を開き、昭和が年：：！月ソビエト 
のレ ニン’ダラ^ — ドで開かれる予定 
の第4回世界女子7人制選手権へ 
の参加手続き(申しこみ書発送) 
ボおくれ、 IHF から出場を一た 
ん拒否された問題について検討し 
た點巧、渉外担当.境井秀一一一常あ 
理事のを任を認めた、さらにその 


あとを木達巧を長も貴任をとって 
巧意を表巧した。 

評議員会はつとめて慰留しだが 
結局、鈴木会長の巧任も認め、と 
りあえずが年2月のを例評議員会 
までは保坂周助副会長(神奈川協 
会長、東を教大出〕を会長代行と 
し、西、ルお、馬場、児玉、渡辺 
の五副会長がそれを補をすること 
になっ'た。 

鈴木氏は評議員を後、記者団と 
会い『世巧還手権に事務上のミス 
で参加できそうもなくなったこと 
は、この大会をめざして揀晋し節 
制してホた遠手にかして巧とわび 
てょいかわからない。 

会議では巧事長な下常巧巧事、 
巧事全員が責任をとって辞任する 
という意見も化たが、それでは協 
会の運営ボおをするので、最髙育 
巧者である化と、直接の責任者で 
あるホか担当だけにしてホしいと' 
おんで評議員の人たちに抽得して 
もらった。 

もちろんあたちボやめて済むと 
いう問題ではないが化としては筋 
を通したか0た。 

これを反をの巧料として、荒 W 
理事長55下を員ボ協をの再建にあ 
たって欲しい』と述べた。 

巧巧した鈴木会長(レナゥンエ 
業、同商事担課役〕は伯年2月、 

第4代会長の座に推されたばかり 
だった。 
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S 井石油化学(山 ' 

H 景(東 
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り画モカ严 I 藻 


日本鋼管福山(広 
岩手医大職員促 
千代田印刷機製造(東 
本田技研(ミ 
富 ± 製鉄饿._ I 
日進商会(神奈リ D —— ' , 
住友化学菊本(愛媛）- 



女子 W —グ 


▽第1日 （2 月7日） 
大崎雷気(埼玉） 
旧村統だ重） 

▽第2日 （2 月8日） 
大崎電気- 


愛知が 


▽第3日 （2 月9日） 
大洋デパート-— 
田村祐 
▽第4日 （2 月11日） 
大崎電気一 
田村妨 




愛知が(愛知） 
S 麦鉛筆(巧奈川） 








▽第5日 （2 月11日） 
大洋デパート—— 
田村妨 - 


大洋デパート（熊本） 
兰菱鉛筆 

呈董鉛筆 
愛知妨 

S 萎鉛筆 
大洋デパート 

爱知妨 
大崎電気 


14冠化う旧が統が焦点（女モ）！ 

! ミ 

I 〜全日本実業団選手権近く〜 

1 男子は 大崎の 8連勝濃し 


第8回を日本実業団遠手権は、 
男子は2月 W 日から W 日まで大阪 
市立中央体育結に W チ]ム、女子 
は 2 月 7 日から U 日まで熊本市体 
育館に5ナームが参加して頭かれ 
る。化み合せの抽せんは口月 W 日 
束京で斤われ別表のよぅに決まゥ 
た。有カチームを a 望してみよぅ 
なお、男女別關催ははじめて。 
〇 . 〇 

〔更モト—ナメント〕 々年も本命 

•大崎電気にどこがせまるかが巧 
巧の的だ。大崎は全日本媛合、国 
体に優勝。全日本級遠手を揃え 
て、要所を逃さね試合運びはなお 
である。巧1回なホ、この大会で 
無化(旅戦全勝)をつづけており 


8年連結優おは八分通り固いとい 
つてよいだろう。 

■大崎を追うグループは日東電工 
'(大阪〕、自衛隊勝田(巧が〕、.夕 
ヨシ産業(を廷、な累製作所(大 
阪〕、常盤工業(岐阜〕、一一一景(ま 
京〕、日本飼管福山(に島)、本田 
は研写一重〕、富±製铁名古屋(を 
お、旧まあ磬铁)、日進商を(巧 
を川： r 住友化学菊本(を媛〕ら 

である。 

このうち、結局、準決勝に勝ち 
残るのは宗お製作所又は自衛隊勝 
田、一二景义は常盤工業、住友化学 
菊本とみたい。どこが残ゥても大 
崎にかなりをい下がれそうだ。特 
に一一一景、宗お、住友化学には善戦 


な上のものを望めよう。 

大会のたびに参加ナームが増え 
実業団巧巧も数のうえでは学生巧 
をし のぐ ようになった。残る課題 
は質的向上だ。その意味で過ま 7 
年、一方的な試合内容がをかった 
1 .2 回戦段階のレベルアップを 
大いに巧待したい。 

〔女子リ—グ 戦】田村巧の四冠な 
るかが一つの焦点。昨年までのい 
わゆる四強に、今年グッと実力を 
あげた 一二 菱鉛筆と 5 チーム参化の 
お当り リー グ戦。いずれも激戦は 
お至であろうが、本命はすでに一二 
通を得ている田が巧と見るのボ順 
当なところ。これに地元の利を生 
かした大洋デパート、進境著し 


く還かで二位になり、今大をでも 
-つの大きな，ムロ風の眼"と考え 
られている一一一菱鉛筆、ややチーム 
ヵボ下りおとは舌え、実力十分の 
大崎電気、ここのとこ元気がない 
が遠手の育つてきている愛知がボ 
どのようにからむか、一試合、一 
試合がを戦となり、おろそかに出 
来る試合は一つもないという激戦 
が予想される。試合を大事にした 
チームに栄冠がもたらされよう。 

全国試合初採用のおかハ I フも 
5日間に総当りリ I グ戦という女 
子にとつて、ハードスヶジュ I ル 
の中では大きな意味をもつてこよ 
う。田村彷の四冠なるか、それを 
どこが化むか興味はつきない。 
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寅 子 女子 

日体大 春日丘夕（大阪) 
日体大 日体大 
をを浦工大 日体大 

日体大 半田髙（愛知) 
全:日.体大 疫屋川ク（大阪) 

全を浦工大 熊本ク 
全日体大 熊本商大ク 
大崎電気 愛知祐 
全日体大 愛知結 
全日体大 大崎電気 

全立教 田村訪 
芝浦工大 田村陆 
全立教 大崎電気 
芝浦工大 田が納 


年次優勝 チーム-, 


①③③④⑥⑥⑦⑨⑨⑩⑩.⑩⑩@ 


いたが、その後は芝工大のぺース 
速攻を中'むとして、着々得点を重 
わた。イ I グルスは井上、青木に 
力がなく、を工大山がのが巧もあ 
り、な々点差を拡げた(おお〕 


謹〕大の( 


n) け 


埼(琴， 


期待通りの熱戦。埼玉は前半 W 
分,： 7 から化井、窩田の活躍 
で。へ I スを握り前半 3 点差をつけ 
た。 

しかし、後半になるとスタミナ 
不足からスピ ー ドが鈍りはじめ、 
そのスキに東教大は後半5かじ— 
の劣勢から一気に6点を奪って 
逆転、巧し切った。(杉山〕/ 

まを大の(歷 U 以 U はきを員 
ま教大は平岡のあざやかなジャ 
ンプシュ—卜でホ取点をあげ、お 
阜教も杉本の巧げなステッブシュ 


—卜でゴー ルし がスタ—卜〇 しか 
し、教育大は川島負傷欠場の後に 
出場した浅野の ポスト プレ I から 
端を発し余裕あるプレ！に変り、 
。分までに5点連続 ゴー ルして そ 
のまま前半を終る。後半は平岡、 
浅野、岐阜•が本が共に4点、日 
点.を巧をに決めるなど観衆を喜ば 
せるゲーム展蘭で個人技は見られ 
たが両チーム共にセットホフてン 
ス からの梧点がかなくもっとチー 
ムプレ I に祗して ボー ルのはなし 
方を著えればラフプレーもなく好 
ゲームが見られたものと惜しま 

れる。扁剪 

を—川 sgNI ぶ.な巧¬ 
が奈川はま達、 池田を軸とした 
立教型のナフュンス。それに巧し 
て大阪はクイック巧撃ををせ得点 
力を持ちながら走りが伴わず段を 


是浦工大、全立教らおさえ優勝(：：頭 S、 

〜第 W 回全日本選な、連日の激戦〜 


女子は田村おが3大タイトル獲得 


第；2；回全日本選を遇手権は？3ち U 日から U 日までの5日間、ま京体育館に今シ—ズンの 
全国大会上位チ—ム男8、ホ7が参加して開かれた。 

予想通り準巧勝リ—グからを試心口とも波乱にとんだ展開となり、特に男子は A 化で全日 
本おを廣勝の大崎電気(巧玉)がを浦 H 大(まま〕に、 B 組で2連勝を狙う全立大(ま 
を〕が.まま教育大(まを〕に敗れる番なせがおこった。 

みおリ—グに乂ってからも S 戦はつづま、第4日 ( W 日〕を終ツて4チ—ムが1勝1敗 
の同車で化ぶといろまれに見る激戦となったが、結局、を浦エ大，^1^^^^-^同 
成績となり大会規定によりお得失点差で、芝な工大がを立あを上遇り2年ぶり2回目の廣 
おを飾った。 

-方、女子は全日本総合、国体優勝の田がお( I 二重)が、日化大(まま)の健斗にあつ 
てましんだ3かは、を試台とも地力をを揮して快勝、2年ぶり3回目の優勝を飾るととも 
に、今シーズン III つめの全国タイトルを獲得、四窗王(あと2月の全日本実業団〕の撞業 
達成へさらにホを進めた。あお.一二菱铅筆が健斗よく 2位となり、ついに全国最上位にお 
出したのも大いに注目されてよいだろろ。なお女子の侵勝は7年連拐実業団チ—ムに握ら 
れた。 

_グ、サイドと多をな攻めで神奈 W 教は後半に入ったベテラ 

男子準ホ勝リ—グ の出足を完全に止めた。巧を川は防禦のリード、かめ.ては 

I - 僅かに安達の右中央のシユ—卜とボ I ルさばきをちせて木 

気 7 fs —2 で全巧を川米沢の 7 MT で2点を返したの化巧野田に好チャンス 
0 1^912^ (神を W 〕 み。紹合、国体の覇者にはとぅて.ゲームメーヵ—として老 
!：で顔合せの両ナ—ムにとっいおょばなかった。商前〕 ‘せ次々と得点した。岐阜 
爭を巧り、大搞は池田' 安を立お大 3 で一32极阜を員轉が決り出したが他の者 
.—クする堅い デフ エンスで重を2丘—6;1展貴卜が 多く驚靈半 e な 
川に得点おをちえず、巧を W 全立をは3か東のゲットに姑 ま/ながらデフ H ンスの乱 
さ ャン。 フシ r トミせ 1 り巧畫でに連結 S ゴ—ルを決め羞を許したこ—一老 
J したがなをチャンスらしいた。一方の岐阜を員は石樽、高島、る。(岡前〕 

。ぶられず一方大崎は井上の尾藤ボ各々2点をおしたが、野田 

'プレーから連結5点をあげのサイドから同様なシユ .1 卜に 3 サ^輔の^ W —8 ザ 
i て勝負を決した。後半にな点続けてゴ I ルされるデフユンス(まを - r 6、 

八崎の攻撃はポスト、ロンの甘さで点差をあけられた。全立 日せまで 2—2 と巧衝 


大崎電気7^—2ピ全巧を川 
(埼丟‘11912、 ( 神を W 〕 

国体で顔合せの両ナームにとつ 

ては巧手を巧り、大搞は池田、安 

達をマークする堅いデフでンスで 

巧を W に得点おをちえず、巧を W 
杉山のジャソプシユートで . S み1 
点差としたがなをチャンスらしい 
ものもぶられず一方大崎は井上の 
カット プレーから連結5点をあげ 
前半にて勝負を決した。後半にな 
つて大崎の攻撃はポスト、ロン 


お阜を員 
(岐阜〕 


教は後半に入ったベテラン江名が 
防禦の リー ド、かめ.ては余裕 ある 
ボ I ルさばきを見せて木野、東、 
化が、野田に好チャンスを与える 
ゲ^ —ムメ^ — 力 I として老錬さを見 
せ次々と得点した。岐阜教員も石 
轉が決り出したが他の者のシユー 
卜が 多く 結局前後半6点ずつをあ 
げ ながら デフ.エンスの 乱れから大 
量点を許したことは一考を'要す 
る。(固削〕 


芝浦工大 


り葬 1 

(大阪〕 


5かまで2 { 2と均衝を保って 
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的となる。井上、青木のシュ I 卜 
にもな前の威力が見られず、逆に 
速攻に結びつけられてリードを許 
した。巧奈川は自己のぺースをよ 
くずり、 池旧の フ t ィントもよく 
切れて大阪バックスの動きが大き 
くなるとゆさぶり、防御陣の乱れ 
に乗じてミドルンュート、ポスト 
プレ I とか々に得点を あげた。 し 
かし大阪も後半になってベテラン 
の東、井上、青木がよく頑張ゥて 
な擊、如分には^:—巧と2点差ま 
で追ったが遂に息切れしてしまい 
そのままおった。神奈川の勝因は 
攻撃の巾が広く多彩な攻めと G K 
大柴の好守があったからと云えよ 
ぅ。〈岡前〕 

を立大埼玉を員 
■を立大は スタ— 卜から快調にと 
ばし、圧倒的な大差をつけ、前半 
をが了した。後半全立大はシュー 
卜に決を力が見られず、また埼玉 
も 一時はやや点をつめたが、かえ 
って、シュートミスも多くなり、 

欺れた。(藤本〕 

ミ浦工大大崎電気 

得0011364200 一口 
财本ち村田上藤村野山藤 

U 福下化を井巧西化片化 


K 

G 




53村山内石おが田飯上巧 

K 山お化巧近ル山高村岛 
碍〇 -0 〇 45024410 


T 

M 


如 


〇優勝争いにひびく一戦は. 
W 工大が大崎の調子の整わぬとこ 
ろをついて前半 W 分 6—2 と關を 
意ホの立ちあがりになつた。 

しかし、大崎はそのあとか野、 
井上の活躍で追いあげ勝負をを半 
へ持ちこした。 

〇…後半、気分をとりなおし 
た艺工大は1分、4せ山田のゲッ 
卜での—7とし、 W 分には 
と開きそのままで終るかに見え 
た。 

ところが、を工大のパスヮーク 
の乱れをついて大崎は U 分から M 
せまでにお藤が連続5ゴールする 
活躍で一挙に：5 IU とせまつて 
おびやかした。しかし芝 H 大も明 
石とお森ボか点、辛くも逃げこん 
だ。大崎はひところの緩急の巧い 
わけにさえが見られずスタミナ不 
足も目立つた。(杉山) 

ミ H 大全巧奈川 

神奈川はサィド攻撃と大きく逆 
サィドにボールをまわしながらの 
ポストプレーが成功して常にリ I 
ドを保つ。芝工大も近森をマーク 
されては裤点が半減ずる。しかし 
シュ ー トモ ー ションから山田、明 
をへのパスで追いあげたが、全 
く巧奈川のぺースで試合が運ばれ 
てそのまま前半を終る。後半。分 
明石が近森のパスを大きく走って 
受けスピ ー ド豊かなロングシュ I 
卜を決めて同点にずるや、.やっと 


自己のぺ I スをとりもどしてポス 
トプレ I 、山田のサィド攻撃、近 
森のロンダと動きもを守共にょく 
なりチームヮークとねばりのある 
神奈川の追撃を振り切った。神奈 
川.の最後まで善戦したねばりと大 
柴の好守は賞賛されょぅ。(岡前〕 

埼玉教員の猛 U ) じ歧阜管細巧口留東 

巧玉教員は中央から高田のジャ 
ンプシュートで先取点、そのを化 
井、結城、高田のコンビプレーが 
随所にみられて加点、見事な試合 
運びを見せた。一方あ卓を員は杉 
本の1人舞ムロであった。石博が動 

きも、シユートコントロールも却 

して最悪の出来、得点源が1人に 
しぼられては壮方なくわずかに高 
島、犬飼ボ決めた程度でおお防御 
に全力を集中するはめとなっては 
ナフ H ンスに普段の力を発揮する 
ことボなく格った。巧玉の化井と 
結城のあざやかなコンビでのポス 
トプレーは見ごたえがあり GK 高 
橘の巧ずもちのがせないプレーで 
あった。(岡前〕 


あげ、引き分けた。(を野〕 

牽 i 大又ぶを.立を 
烏00001430006 
开野藤を山巧岡垣田野藤 
k 畑稲森深斎 I 


}g 

\ 

k { 

/ 

)F 

松 

井 

卜 

p ( 

主 

審 


^ 穿 黙 
^尾 W 木戸野化小倉江橋 
得〇 0003413000 • 

b ……東巧を大はこの大会に備え 
特別合宿を行ったという。ほ迷を 
脱し、义しぶりにを国最上位へあ 
りがいた気力が意欲を燃えあがら 
せたに違いない。優略をますには 
を化教を倒さねばならぬ。そんな 
闘志がはっきりうかボわれた。 

一方のを立をは、が東あ大戦を 
そう重く見ていなかったのではな 
いか。 

0……事実、記者も前半タィで 
終ゥた時には、を立教の地力が後 
半に発揮されるであろうと予想し 
たし、後半5分 71 W とりードさ 
れながらじわじわと点を返し 、 U 
み UIs と1点差にした時にはこ 
こで"逆お"と見た。ところポロ 
分、 W かと2回のチャンスをスラ 
ンプ気味の木野が落した。.一方の 
東あ大も53点目をあげた U かな 
後、 W 分間ノーゴールである0 

〇……どちらが先に調子を整え 
るか。残り W 分間が勝負になった 
，わけだが、東あ大は U か平岡で U 
IU 、 のみ斋藤で：2； — U と優位。 


4 

SI / 

rN 

T 

M 

7 


ン6大阪ィ I 


大崎電気 S 前 N 强2 

ィ I グルスの遅巧に大崎はズル 
ズルと引きこまれ、日頃の元気な' 
く、前半一点りードされ、おわつ 
た。を半両チームともみ定力を欠 
き、 W 分をすぎてから、大崎が得 
点を重ねり I ドを奪ったが、イー 
グルスもの分すぎから連提得点を 


こうなるとさすがの全立をもあわ 
てはじめ、早ることなすことボア 
ンバランス〇 得意のチー ム.プレ1 
をどこかに置きちれたょうであっ 
た。 

〇……結局、勝負は東教大め快 
勝であった。 ■ 

をめては平岡、大西ボマークさ 
れているスキを巧者.斋藤が実に 
ょく動いて得点。特に後半にあげ 
た4点は大殊動だ。ずっても GK 
上野が快ムの出来を示した。 

〇……を立をは、いつになく巧田 
化村ボ乱調のうえ、前半414の 
'あとと、をキ C ~|9のあとの二本 
の7 MT を失化したのも大きな誤 
算であろう。 

，を、むの出来》と，誤算《。そ 
れを試合前の、むボまえの差だとす 
るのは、あまりにも記者のこじつ 
けがすぎるであろうか。(杉山〕 

男子準決勝り I グ結果 


A 組 ® を浦工大3賭、②大崎電 
す1勝1放1巧(な上決勝リーグ 
へ〕、 ③を神奈川1お2敗、④大 
阪ィーグルス2が1分 
B 組瓜®勝、②全立大 
2勝1敗(な上決勝り I グへ〕、 
③巧玉あ員1勝2化、④岐阜を員 
3敗 


女子準み勝り—グ 


-K — 気 s(n 丫囊 f 
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I 夏マスダ徽章商 

まを都千巧田区九段化1の4の5 (中坂下） 
電話まま（洗 5) 7 7 7 1(巧ま） 
振替口巧東京19203番 


会 


統術用 
伝技信 

ののの 

古高大 
最最 R 


重機は G K 高野が良く防いだホ 
攻撃に決め手がなく、大崎のお木 
早 W を軸.にしたプレ I にほんろぅ 
され、大差でかれた。(岡村〕 

Hi 筆 も U で日(雖を大 

登りおの二一麦鉛筆に日体大がど 
のょぅな試合ぶりを見せるかが焦 
点であったが、述見、江川、落合 
らの動きの前に大差をつけられ、 
後半巧か過ぎてからの化口の得点 
で僅かに対抗したにすぎなかっ 

た。(藤奎 

愛’知巧2/55—4^1目東女体大 
(愛知〕立 91 ( 東京〕 

立ちあがり五十嵐の連続ゴ I ル 
で先制した愛知妨は、その後もス. 
ピ I ドのあるタテへの突進と左右 
の睐さぶりを巧乂使いわけてじか 
には wil と開き、あ.つさり滕負 
を決めた。 

進境を伝えられる東女体大だが 
ディフ H ンスガがあまりにも弱 

ぃ。襄山)- 

田村おーーーをか筆 

裤〇 0000100060 
1 J 房洋 

菱田庄田木木合木川藤見部 
S 井々々.— 
t 吉本三鈴佐落佐な遠蓮阿 


K 

G 


紧疑) 


別美 好 信 
g 辺上村辺谷林水川村開辺 

阳波お種渡水小清長甲吉渡 

得〇 0311312000 I '-一 

〇…優勝にひびく大事な.一戦。 


T 

M 


田がが比立ち上り1か0疆村〇得 
点にはじまり、3本の 7 MT を 
含め， U みまでに 5— 日と開き大' 
をを決したかにちえた。しかし一二 
菱も大差にもかかわらず、述見に 
巧を集め、かしずつ点をおし、前 
半 9 — 3 でおわった。 

〇…後半田が巧はまず 5 かに 
得点し更に差を開いた。この間、 

|一|菱も蓮見、鈴木らがシュ I 卜し 
たボいずれも実らず、 W 分おくに 
なり、や0と蓮見が連続得点を挙 
げ、化— 5 にした。その後両ナー 
ムともホ定力がなく、巧みをすぎ 
てから、田村巧が1点お加して、 
UI5 とした° のみすぎてから、 

述見の連続シュ—卜で UI7 とし 
たが、すでに遅かった。一二菱にと 
ゥておしまれるのは試合開始早々 
の失点でこれボなければ、もっと 
盛り上りのある試合になったであ 
ろう。(佐巧) 


愛知が續7 


:^7ま京重が 
■ 愛知がが先手をとり重機が追い 
つくといぅあで前半を格る。後半 
も同様な経過をとり、 U 分はじめ 
て、重機ボ 716とリー ドしたが 
U み巧知がは五十嵐のシュートに 
ょって！ t 7 に追いつき、引き 
みけた。(岡村〕 

大崎電気東女体大 
大崎の一方的な試合.。東女体大 
はなんとか 粘ろうとする が、 固い 
大崎のデイ フでンスをく ずず こと 


も化おない。前半 7 本、後半 8 本 
のシュ ートを 放っただけだった。 

大崎は 7 MT 3 本を含む 6 点を 
あげた加藤の成長と木幡、山崎の 
安定が目についた。(杉山〕 


まを重极 


ま女体大 


をホ体大は前半の劣勢を後半ょ 
く頑張り、点差をつめたが、今一 
ホの巧がちらない。重おの巧って 
いた 214 防禦に巧し、.サィドか 
らのを撃をかけなかったのはぅな 
ずけない。(岡村) 

田村が績 7 パ}' 6 日体大 

日体大はが一二菱戦とはぅってを 
わり、生きをきとしたプレーで田 
村巧を慌てさせた。旧が巧はミス 
が多く、シーソ I ゲ I ムが綜いた 
ボ、後半 W み長谷川のシュート 
で、やっと逃げきった。日体大で 
は、 4 点をあげた北口の左脑ボ賞 
されよう。両チ ームとも サイドを 
撃に研巧のぶ要があろう。(岡村〕 


大崎養為お 

泻〇 001410000 
g 崎下林田嵐巧口木池藤 

腰尾山小前五小関黒藤近 

■P へま審一 
FU 岡前 J 


K 

G 


愛知巧 


尉 


飼崎田藤川木林林幡崎藤田 

が W 山化早鈴ル栗木山神煙- 
得 0001610220〇 I ^ 

〇……カムバック目ざす愛知が 


に今大会最初の難あだゥたが、前 
半は まったくょいところボなく、 
大崎の鈴木一人にかきまわされ 5 
点の負担をおわされた。を半も開 
始早々連続 3 点を奪われ W —2 と 
されては、その後のだ撃も焼石に 
水だった。大崎の先制ボ効を奏し 
た一戦だが愛知巧に元気がなく内 
容的には物おりぬ試合に終った。 

(杉山) 

女子準み勝リ—グ結果 

A 化①田が巧2路、⑨三菱お筆 
1お1化(な上決胳リーグへ〕、 
③日化大2取 

B が①大崎電気 3 席、③をかが 
1 胳 1 か 1 み、得失点差 牛7 (な 
上決勝リ—グへ〕、③ま京重機1 
が1敗1か、得失点差- 8、④ま， 
ホ化大 3 か 

準みがリーグをふりかえり、決 
勝りーグへ進出したチームを見る 
と、まず予想された通りの顔ぶれ 
がそろった。しかし、これらのチ 
—ムも全く平穏に決勝リーグへ進 
出したチームは一つもなく、引み 
あるいは一敗、そぅでなくても苦 
戦のホ出場したチームボすべてで 
をる。 

特に男子では、本命と見られた 
全立教ボま教大に敗れるといぅ番 
狂わせがあり、女子でも、楽に決 
勝リーグに進化す ると ほわれた田 
が巧が苦しむといった場®もあり 
実力のをおが感じられた。 
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ることの難しさ、厳しさを教えて 
くれたといってよい〇 ( 杉山〕 

を立教 U 而 U ぶ大崎電気 

日巧 〇 41333 30 ^ 

巧形野名田村口巧}.. 

域 東. 野 〇 
K 屠木’江野化小戸 C 

K P へ主審一八 
G F.A を野，！ ^ 

剛本村田上藤野山橋} 

け福化金井おか片高 U 

B ^ o 112 5 0 30 C 

今年度夏の全日本緩合で大崎電 
気の作戦と気力に、若さをばくろ 
して、なずことず X て裏目と出て 
大敗した立大は、この大会で必勝 
を機して、体育館といぅを件など 
もぅまく適合し、ゲームも冷静に 
進めた、大崎は近藤、怕野、井 
上、化が、を田と超ベテラン 、 G 
K 福本、対立大は木野を中ムに、 
OB 江名、 GK 屋形を入れて対戦 


大鐘舅又.^東京教大 


烏0.0335051 U 
g 本村田上藤村野山 I } 

け福化を井近西化： 1 1 ( 

K ' P 主審'^ M 
G ‘ F 一 图刖 ；I ^ 

巧野島西岡诏野藤山田} 

隙上 W 大平‘稲浅斎ルを X 
鳥〇 032112100 W 

〇…前日、全立教を破ってがぜ 
んクローズアップされた東京教大 
は、3か速攻から斎藤が先制点を 
あげ、この日も快調かにみえた。 

ところが、そのあとバツタリと 
を撃のスピ]ドが鈍り、やたらに 
中央を突く.だけで変化がない。 

こぅなると大瞬はベテラン揃い 
だ。相手の凡調のスキをついて W 
か金田のゲッ.卜でタィとし巧かに 
は FT から仍野が直接きめて21 
1。 W 分 7 MT (近藤〕で 3 — 1 
と關いてからは、速な、'ポストプ 
レーで.やつぎばやに得点、^かに 
は711と差をあけた。 

〇…搔半、教大は懸命に反撃し 
たが、大崎も要所は逃さず、予想 
に反して、一方的な試合に終わっ 
た。- 

それにしても、上げ潮へ乗った 
かにみえた東京教大が、優勝を意 
識してのあまり、終始自らのぺ一 
スをつかめず、単調な攻守のくり 
かえしで、貴重な W 分間を費して 
ンちつ， ここ レーよ、をわて、憂藤ず 


を立教艺浦工大 

辱023044202 ^ 

闲形野田田村口前名} 
旣東野 2 
拉.尾木戸野化ル忿江 C 

K ~/主審一 W 

G J 一岡村 ；^ ^ 

制村内石森林田鍛上} 
細秦 2 
陪山竹明近小山高げ C 
得020802310 W 

立大、芝工大の錶合せは、ここ 
教年来関東学生リーダをはじめ全 
日本摇合など、を本でのハンドボ 
!.ル試合のメイン止.ベントとされ 
ている。はたして今回の選披大会 
でも決勝リーグ第一日で顔を合せ 
る ことと なった。ミエ大はお森を 
中ムに、を立大は木野を中、むにし 
たそれぞれ特微を持った攻防につ 
いては、あまりにもみんなに知ら 
れているが、お互に知りつくした 
秘術も、その日のコンディション 
やちょっとした苗をの回転に影響 
されたり、各駒が、どのよぅに調 
子よく動くか、いかにうまくコン 
トロ I’ ルされているかなど見る者 
に実にデリケートな面が大きな問 
題となっている。この試合全立大 


した。 

大崎はゴール前でよく動く ロー 
リンダ戦法、立大は大きくボール 
を廻すセットで両チーム共、ポス 
トプレーを中ムであっ市が、立大 
は。へ I スを守って着々と得点、大 
崎は前半の巧分までに7点をあ 
げた。だがそのあと、立大のうま 
い防御に合い、ロング、ポスト共 
に成かせず、後半の W 分近くまで 
の二十五分間全くポィントできな 
かった。全立大は後半に入っても 
野田、化村、小野口、江名など 
が、着々とポィントをあげ、大崎 
も頑張っ'たが、後半全くなすこと 
なく、な大■へースとなり完敗し 
た。‘ 

立大 OB 陣のリード、学生の木 
野を中ムとしたを員の乱れね動き 
の勝利であり、大崎は、セットに 
もう一つ動きの工夫と、ロングシ 
ュ！夕 I 朽野に次ぐ者の養成がお 
嬰で あると いう。ゲ I ムを通して 
の反省を得た。(佐野) 

を浦工大けま京教大 

辱〇15506210 
53村巧石森林田謝上 

^山化明近ルー山高村 

K P f 主審一 
G J 一图刖 j 

が配島西岡野山垣藤田 

陽上川大平‘をル稲斎お 
得〇 422300000 

芝浦が優隙するために碎、 .9 ぶ 



ズン 

トルを运る 

のボールで開始、艺工大の近森が 
ポイントをあげ芝工大が前半巧分 
までに速攻、めまぐるしいほど速 
いボールまわしから日点をあげ 
た。全立大は4点、しかも木野は 
リー ド マンの役こそ すれ、野田、 
化村、小野口、東と夫々が、セッ 
卜の動きの中でポイントをあげて 
いる。前半終了 時、 8—8 の対ス 
コアである。即ちを工大は前半の 
中半より終了までの巧か間に2 
点、全立大は最初のぺ—ス通り、 
ポスト プ レー を 中、 むにした、カッ 
トイン、ミ ドルシュトと多彩な攻 
撃で4点をあげている。 

後半、.を工大は近森ポすぐ決め 
てリ I ドを奪ったが、5か頃より 
〇 B 江名を入れた立大のセットの 
動きがやや激しくなり、江名、木 
野、野田と連結ポイントをあげ、 
を立大リードを奪ぅ。しかし 、 W 
か間のが黙を破って近森が決め、 
芝エホ•近森対、を立大のセット 
の如き様相で、近森の力にあまり 
にも頼りすぎているを工大の戦力 
が、を具の意気の合った動きで向 
ぅを立大の戰力になばなかった。 
いずれにしても、迫力の起るスピ 
I ディな現在の日本を代表する好 
ゲームであった。(佐野) 


男子ホ勝リ—グ 




-男子;次勝リーグ成徐- 

芝浦立毅大崎教大；勝負泻失差 
①芝浦工大……参の）〇 ; 2156 4511 

③ 全立教〇……〇 («) ; 214日42 3 

感大崎電気 (•) • ……〇 ;1 —2 46 47 — 1 

④ 東穀大 • （〇)参……；12 35 48 一 13 

注 （） 内は準決臟リーグの勝負 



芝工大が東教大戦 



- yr — 无ブ 'J 

2000 CC 育速時代をひらく 

<曰本の名車> 




1-39自動巧エ巧巧巧を化 

1>>3口自動巧巧売巧巧を社 


前に四者同率という撒戦になつ 
たが、優勝をかけた載大戦で相 
手の得点源平岡をつぶしたのが 
成功した。 


を浦工大如—巧大崎電気 
ま京教大；全立教 
(な上2試合は準決勝り I グの記 
録を適用) 


I 二菱鉛筆、2位に躍進 


女子ホ勝リーグ 


田村妨 


^4 ——1 
^4——0 


得〇 00302210 
刊美上が好谷林水 W 村 

化。一 2 ハな 

阳渡坂種渡乂ル淸長甲 


}g 


If 

m 

k 

P: 

ミ 
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愛知妨 


T 

M 


げ尾ル前五小関黒藤 
鳥〇 1010200 

旧村巧は相変らず目まぐるしい 
ほどのパ スワ I クであざやかな攻 
撃を展開したが決定力を欠き苦し 
んだ。愛知妨のデフょンスがょく 
動きポストへの連絡パスをぅまく 
防ぎつまらせてラ ィンクロ^ ~スを 
多くさせ得点機をつぶしを戦法は 
見事であった。後半になって田が 
妨は トップ 関□の動きが大きいの 
を見るやゆさぶって渡辺(巧〕が、、、 
ドルシュ I 卜を決めポストの動き 
を自由にした。もし愛知妨も全員 
中央に集っての防御作戦でポスト 
をつぶし反撃に転じ関口が7 M 、 
小林がステップシュートを相次い 
で得点。ゲームを盛り上げたが前 


半の差がそのまで田村肋の勝利と 
なる。愛知妨はもつと多彩な巧撃. 
を研究して連揣攻撃ずる方法を一 
考する必要があると思われる。(岡 
前〕 

一二麦を筆5 {パ：：い}5大崎電気 

可き分か 
得〇 02020010 
] 田田木房合洋川見藤 
麦4^木木 
三す々 A 


よ旦二鈴佐落佐江蓮遠 


K 

G 


里韓) 


sly - 

〇 

C 

T 

M 


剥崎藤川木林林髓崎藤一 
加早鈴小栗木山巧 

日巧〇1111〇1〇 〇 

良く知りつくした相手、しかも 
一二菱は登り調子のチ I ム、大崎は 
S 菱を苦手としている。先手は二 I 
菱が落合の得点でとり、大崎もす 
ぐ追いつく、また落合がつき離す 
といぅ 軽過で、前半はシーソーゲ 
1ムの 形をとった。しかし内容的 
には、両チ I ムとも 決定力にか 
け、シュ . —卜を生みだ寺うとずる 
動きにかけ、シュート数はかなり 
あったが、得点にはならなかつ 
と°を f ぎ一巧、 ml - UQ ンユ—卜ご 


かをすぎるまで、教大は3分に畑 
があげた1点のみで、全くの無得 
点。この間に芝浦は W 点をあげ巧 
—目と勝利ををく不動のものにし 
た。この あと 教育大は日得点をあ 
げ 、やっと 一ー ケタに なった。この 
間を工大は1点。トップレベルに 
彭る両•チームなのだから、 こ 5調 
子の波が激しいのは一考を要しよ 
ぅ。海外遠征、強巧日程などの劣 
悪なを件の下でも、十分実力を出 
しきれるよぅな選手が必要なのだ 
から。(藤本) 

中沢•を工大監督の話今シーズ 
ンはもうひとつチ I ムカが安定 
しなかったが、この大会では全 
員よくやつ たと度う。最暖日を 


な上の得点をあげるか、9点な下 
であったならば、2点差をつける 
かであり、教育大が勝ち、優勝ず 
るためには、8点差な上あけねば 
ならないということで、芝浦が滕 
てば芝浦の優勝、教育大が滕てば 
全立大の優腺の可能性が強いとい 
う状態で、 この 試合は開始した。 

観衆、記者席が ヤキモキして い 
るのをふりおうように、芝工大は 
快調に速攻を中、むとして得点を重 
ねた。前半は明石、山田、裏らの 
得点がめだち、近森が良くアシス 
卜をしていた。一方教育大は、大 
西がチャンスにボールを持ちずぎ 
チャンスをつぶしていた。前半は 
9— 日で終る。後半開始後は芝浦 
の動きがさえ、教育大は何らなす 
ことなく、易々と 防御を破られ、 
荒い反則をし、7 M T をとられ、 
傷口を大きくしていった。後半の 
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.女子ま勝リーグ成績 



田村 S 菱大崎愛知 

勝負分得失差 

①田村妨 


の) 

〇 

〇 

3 

0 

0 

251510 

③三菱鉛筆 （•） 


A 

〇 

1 

1 

1 

25 214 

⑤大崎電気 

• 

A 


の） 

1 

1 

1 

2117 4 

④愛知抗 

• 

参 

(•) 


0 

3 

0 

15 33-18 


(注）巧は準決勝リーグの勝負。2位と3位は得点の 
多かで決定。 



田村統巧大崎霞気戦 



=ま鉛筆巧愛知が戦 
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を辞退。このため日本協会は男子 
は補欠ランク1位の岐阜教員をく 
りあげ出場させ、女子は欠員とし 
て7チームで大会を進めた。 


か。田村妨はこれで全日本総合、 
国体と合せ、二一冠王を獲得した。 

簡村：> 

鈴木•田村妨監督の話この大会 
はチームコンディションが下り 
坂で、違手には優滕を意識せず 
思い切りぶつかっていけといっ 

ておいた。実業团選手権 (2, 月、 
熊本〕でも勝って、なんとか四 
冠王を達成させたいと思ぅ。 
大崎電気に一6愛知妨 
田が妨 U —7 一二菱鉛筆 
(な上2試合は準決滕リーグの記 
錄適用) 

こ**二**ごこごこニニ：二* 二■ご***；** ■***■* ごこ **•*{*♦**•*■*■*******♦***•« 

を友化学と大洋は巧退 

を；3回を日本透お度手権におせ 
んされた男子の住友化学菊本(愛 
媛.を日本ま業団2位)と、ホ子 
の大洋デパ—卜(熊本.国体2 
位)はそれぞれ勤おの都合で出場 


球史に残る江名(全立大)の一投 

ホモ意義ある一二萎鉛筆の躍進 


総評 荒 W 清美 


選考基準にしたがって決定され 
たチ]ムは、男子においては学生 
3、実業団、教員各2、クラブ1 
と順当なる選拔であったが、住友 
化学菊本(愛媛•実業団2位)の 
棄権によって教員3、実業团、ク 


ラブ各1と社会人分野のバランス 
が崩れたのは惜しいことであった 

棄権チームがあった場合、その 
補充は同一分野から出したらとい 
ぅ意見もあるが、今回の教員と実 
業面の入れ替えは現状からみて止 
むを得ないことと思う。 

しかし、出場チームの所属地区 
を東西にかけてみると結果におい 


いた。旧村結は W 分小林の初得点 
から、やや精彩をとりもどし、げ 
か、巧分 W 秒の種村の得点でやつ 
とタィに追いつき、前半を終了し 
た。 

後半も、大崎は田ががの214、 
1 1 日(場合によつては3 1 3と 
もみえる)と変化する防禦法にが 
し、ポスト.サィドとも攻撃が生 
きず、加藤に巧たせても、キーパ 
.1 にとめられ、ホ撃の雜口がつか 
めなかつた。田巧おは後半になつ 
ても、榻動きが多く、鋭い縦の觀 
きが見られなかつたが2分抓秒、 . 
U 分 W 秒の長谷川の得点で優位に 
たち、巧分をずぎてからの早川の 
得点で、一点差に迫られたが、小 
林のだめ押し点で逃げきった。‘ 

両チ I ム共決勝戦を意識したた 
めか、かたくなり、日頃の6かの 
力も出せなかったのではないだろ 


がら最後は違見がシュートする戦 
法は愛知綻も知っていながらそれ 
を防ぐ ことが 出来ない。長身蓮見 
のシュ ー トカと ポストへのパスは 
見事である。それにしても愛知結 
の デフ ュンスは無気力でポストあ 
びサィドからのシュ I 卜を簡単に 
させる甘さはせめられて よい。 一二 
蕾は GK 吉田の好守と波に乗った 
攻撃には余裕と自信が見られ攻守 
走のバランスがとれたチ I ムに変 
っている。一方愛知妨は攻撃に於 
ても連続性を欠き、小林のシュ I 
卜力の減退とメンバー不足の苦し 
さがゲーム上にあらわれて敗戦を 
よぎなくされている感じがずる。 

.今後の奪起に期待したい。(岡前〕 

H が妨6(^。)4大崎電気 


得〇 2 〇 〇 2 〇 2 
刊美が巧谷林水川 
化で巧 谷 
旧が種渡水小清長 
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>F 
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P ( 
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对崎藤川木林林幡崎 

iiw 加早錄小栗木山 
身〇 21〇1〇 〇 〇 

大崎の一線防禦に対し、田村訪 

は横の勤きが多く、しかもユリア 

ぎりぎりのところを 動いているた 

め、シュートに結びつかず、まず 

い攻めを行なっていた。 

一方大崎は2分の加藤を皮切り 

に加藤、小林と速攻'を中、むにした 

を撃で、6分ずぎには 3—0 と關 


312 とリ！ドした前半を終了。 

後半大崎が先行し、 4—2 と開 
いたが、 S 裴のサィドからの攻撃 
が鈴木の2点となり実を結び、'5 

-日で、ノータィムを迎えた。こ 

の時 S 菱側にフリスローが与えら 
れ、これを述見が巧ったが懼しく 
もバーに当り、引き分けにおわっ' 

た。 S 至 

一一一麦鉛筆を知が 

得〇 〇 2 〇 2 6 3 〇 
3西田木房合川見洋 
菱ホ木 木 
一二■^々 々 
じ吉一二鈴佐落江蓮佐 


K 

G 


蚊鑛) 


如崎林田嵐巧口木 

暢尾小前五ル関黒 
H ^ o 111110 

S 叢は脚力に勝る。二一井田、落 
合を中ムとしてボールをまわしな 












カップ，糖, トロフィー，言己章，バックル 

最高技術の専門メ ーカー 

株式会社松 み 

東東都台東区東上咏1の17の2 
電話び 34) 3 5 3 1(代表) 



では西*区より大阪ィーグルスだ 
けの出場となってしまい、淋しさ 
を巧からしめた ことも 確かで あ 
る0 

女子は、現在のレベルから実業 
团 6、 学生 2 のお分は安当で あっ 
た。しかし、を辺の狭 さとい 5か 
学生巧のおさの現われか、化しも 
歓迎してよい傾向ではない。 

しかも、2年つづけて大洋デパ 
—卜(熊本〕が姿を見せなかった 
ことはかえすがえすも残念であ 
る0 

選はの栄誉をうけたチームが連 
続出場が退したのは、開催時期、 
開催地などに一考を要するもの 
か。それとも大会そのものに欠陥 
があるのか。今後の課題としてを 
されよう。 

さて、競ち面では、.準決がリー 
グにおける成績は、男子ではを員 
ならびにクラブはを々シーズンを 
おえ、体調不巧かのために思うを 
分の成まをあげ得なかったことは 
気の毒であった。 

体調万全ならば、おそらく菩戦 
のがをーホもニホも出て、いっそ 
う大会を盛りあげたであろうこと 
は大阪ィ！ダルスの巧大崎戦、埼 
玉を員の巧東京教大戦、全巧奈川 
のか芝工大戦で如まに実記された 
ものである。 

決勝リ I グにあっては、大会は 
じまってな来というより、ま 上 ま 
れにみる混戦となり、肝胆巧おら 


すゲームをおをみせて、いずれに 
軍配があボるか、最終戦まで まっ 
たく予想のつかない事 憩と なっ 
た。 

それは、，ま京教大の対全立教戦 
の一勝が大きくか巧したもので、 
東京教大の名門の名に恥じぬ力闊 
は今大会最高を動として賞讚すベ 
きであろう。 

大会前、優勝候補の唯一に あげ 
られた全立あは、かくして伏兵. 
東京を大に敗れた一戦がひびきを 
浦工大巧東京を大の結果に ょっ 
て、を立を、を浦工大両者同率か 
ら得失点差優位のを浦工大 一一 年ぶ 
りの優勝が巧まったわけだボ、一 
試合 一 試合、強いては一点一点が 
微妙に優勝争いにひびく という 巧 
まはお来にない大会ム I ドの高ま 
りを示し、白熱したプレーの応し 
ゅうと なった' のは喜ぶべき であっ 
た。なかでも印象づけられたプレ 
I は、全立を•江を遥手ボ対大崎 
電気戦のハ— フタ ィム寸前、 自陣 
からわずかなスキをついて W メー 
トルに及ぶロングシュートを決め 
たものであった。 

この 一おは、 大会随一の美技と. 
して歴史的一おともい うべきもの 
でたゆまざる努カボもたらしめた 
快巧であったことを巧に命じるベ 
きであろう。 

I 方、女子の上位戦は常連化し 
た実業団チームによって争われ結 
扇、巧ずにを定した田村妨 (一 二重〕 


が全日本総合、国体につぐ一二つ目 
のタイトルを掌中にして幕を閉じ 
た。 

いつもながら田村がの気力巧ま 
したみずはみごとであったが、ナ 
I ムコンディションは最高とは云 
えず、そこをつき得なかった他チ 
—ムの力にを干の不満を感じ得ね 
でもない。しかしなボら、それが 
田が巧の優勝の権威や格を毫も割 
り引くものではないことは多言を 
要すまい。 

特筆すべきは 一一 一 菱お筆(巧奈川〕 
の一一む確保である。， 

進境を伝えられながら、々 ひと 
'つ上位の空を破れなかった同ナー 
ム'が堂々躍進した ことは、 固定化 
しつつある上位の序列を再び混戦 
模様にしたばかりか、日本ホモ巧 
の トップ 眉をいっそぅ厚い ものと 
することに なった。なお一段の 精 
進を巧待して おこぅ。 

打倒実業団をめざした日体大、 
ま京体大の学生勢は、やはり善戦 
の域を出なかった。しかし、その 
差を詰めはじめてることは今をへ 
の巧待を高めるに巧せであった。 

最がに、大会全おの®象として 
いささかラフ•プレーが 多く、 そ 
れを審判が見逃して.いたことをを 
意しておきたい。正し'い競技の巧 
解と クリ I ンプレ^ —が、レベルの 
向上につながることをプレイヤー 
も審巧も自覚しなおすべきであ 
る。(日本協を巧事長〕 
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wash and wear ボンネ" 

長袖 ¥2,000〜3,900 ' 
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プラスチックの热合メーカ- 


0 


メッキは金属たけでは 


ありません 
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精巧を型設計 • 製作 
マイクロプラスチック成型 
プラスチックメツキ 

株式会な宗形製作所 

本 化大おお高拽ホな--了- 2 41お化 TEL 岳お （0726) 75-5 5 51 
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日 本 

ベルギー 
ブルガリア 
デンマーク 
西ドィッ 
東ドィッ 
フイ ンラント • 
フランス 
アイスランド 
イ スラ エル 
ユー ゴスラビア 
カ ナ ダ 
ルクセンブルグ 

モロッコ 

ノルウユー 
ホーストリア 
ポーランド 
ポルトガル 
ルーマニア 

スウユーデン 

スイス 
ソビエト 
スペイン 
チュコ 
チュニジア 
ハン -ガリ。 

ホランダ 
アメリカ 


日本など？3ケ国が申しこみ 

第7回世界男子7人制に 


這 


一かわ二年のミュンヘン•オリ 
ン ピック ハン ドボ ー ルに重要な役 
割を果すのではないかと伝えられ 
る第7回巧界男モ7人制選手権は 
1九と 〇 年(昭が〕 フランスで 巧 
われるが、 IHF (国際ハン ドボ 
いル連盟〕では、このほど、その 
参加申しこみを/切り、その国名 
を别まのように発表した。 

それによると、この大会に出場 
を申しこんだ国は说ケ国(注 IH 


F 正式加盟国はが)で、前回を6 
ヶ回上廻り、史上最高.の教字とな 

つた。 

なお、お遣の IHF に報の号に 
よると、フラ V ス での本大会は K 
ヶ国で行なわれるため、一九六八 
年から一九六九年にかけて、予選 
が巧なわれる予定。予選の詳細に 
ついてはおいうちに決定があるも 
よう だが、慣例によって前回優勝 
国の チでコと 開催国の フランスは 


予選を経ず直接、本大会に進むも 
のと 思われ、結局がヶ国のぅちじ 
ヶ国が予運でふるいおとされるこ 
とになる。' 

日本は前回はアジア地区代表と 
して予選を行わず本大会 (スゥて 
I デン〕に出場したが、 IHF が 
今回もアジア地区の独立を認める 
かどぅかは判らな.い。 


世巧女子、予選の 
組合せ決まる 

国際ハンドボール連盟は来年 U 
月 W 日から M 日までソビエトのレ 
ニンダラ I ドで聞かれる第 4 回世 
界女子7 乂制運手権大会の予連組 
みをせを次のよぅに発表した。 
▽ユ I ゴ対ホランダ 
▽ ノルウて I 対 チュコ 

7 -/ / *、ホー L / N . . _ 7 


▽スウ H I デン対ルーマニア 
▽まドイツがブルガリア 
予選は2.回戦方式で1月から3 
月までの間に各地で一竹われる。 

この 5組の予違滕者の ほか.、 9 
月の抽せん(オスロー〕で不戦勝 
，の幸運をつかんだ西ドイツが本太 
会への出場権を得る。 

なお、前回優勝国のハンボリー 
と、開懼国のソビ卫卜は予選を經 
ず本大会出場が決っている。 


予選からどこが化場することに 
なるかは全く予断を許さないが、 

二 


ョーロッパ杯幕開く 

ョーロッパ各国の邁手権チーム 
による、第9回ョー ロジパカジプ 
卜^—ナメントはソビ H 卜を除くの. 
ヶ国の代表が参加して昨年未に幕 
を關けた。 

1回戦6試合の結果ホンブト. 

ブダペスト(ハン ガリ—〕、 デイ 
ナモ.ベルリン(東ドイッ〕、ミ 
トロフ•ソフイヤ(ブルガリア)、 
パルチザン•ブエロバ I ( ユー 
ゴ〕、バロン マノ ••クラノラー ス 
(スペイン〕、ス ラスク•ウロクロ 

ゥ(ポーランド〕の6ヶ国が勝ち 
残り、シ I ドされた W ヶ国ととに 
後掲の組み合せで2回戦を巧なぅ 
ことになった0 

2回戦の第1戦は1月5日フラ 
ンスで、前回優勝のグンメルスバ 
ッハ(西ドイッ〕対ステ I ド•マ 
ルセイユ(フランス)の顔合せで 
争われ 218 でダン メル スバッハ 

が快勝、2連勝と幸先よいスター 
卜を切った。このほかの組み合せ 
はがの通りである。 


‘ゴ、チェコ、ル I マニア、ポ ▽フレデンスボーグ(ノルウュ I ) — ストリア〕 


ランド) ——ミトロフ•ソフイ了 
(ブルガリア) 

▽バロンマノ ■ダラノラ I ス(ス 

ペイン )I SC リスボン(ポル. 
トボル〕 

▽ SC ■ ブダペスト(ハンボリ I 〕 
—テユ クラ •プラ^ —グ (チユコ〕 
▽スラスク•ウロクロウ(ポーラ 
ンド)—パルチザン•ブエロバ 
I ( ユーゴ) 

なお、決勝戦は4月上旬に行わ 
れる予定。 

女子は近く準々決勝- 

一为、第8回を迎えた女子ョー 

ロッパ•カッパはずでにべスト- 

ユイトが決まり、次の組み合せ 
で、近く準々決勝が始められるこ 
とになっているが、昨秋来日した 
ロイター、 GK ホイヤーらを主力 
とした西ドイツの ETV •ハンブ 
ルダが、前回優滕のシャルジ リカ 
•カゥナス(ソビエト〕 にどのよ 

ぅな試合をするか注目される。 

▽ラピツド•プカレスト(ルーマ 
ニア〕—アド ミラ•ウイ！ー ン(ホ 


I ランド、東ドイツが残ると見る 
のが順当なところであろぅ。 

なお、本誌が頁にも あるよう に 
日本は IHF から特に認められ、 
直接本大会に参加できるもように 
なった0 


I ハポエル.ぺターチ•チタバ 
(イスラエル〕 

▽デイナモ•ベルリン(東ドイツ〕 
—ラ ピツド •ウイー ン (ホー ス 
トリア〕 

▽ステアウア•ブカレスト(ルー 
マニア〕—フブデュデランゲ(ル 
クセンブルダ〕 


▽シャルジ リカ.カウナス(ソビ 
H 卜〕 IETV •ハンブルグ(西 
ドイツ) 

▽ VI ムポール•りスタ(東ドイツ〕 
— SZ •オロムウス(チユコ〕 
▽スイフト•ロエルモン(ホラン 

ダ)— SKS •クラコウ(ポ I 
ランド〕 
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ジャノ メ わ 

学生服、 

トレーニングパンツ 
トレーニングシャツ 

島吉衣料株式会社 

埼玉県羽生市大字上新郷目902 
電話〔羽生：)（〇が日)1611(代)一 3番 
電話夜間（048日）3 4 2 3番 
東京営業所東京都台東区上野日下目13 ノ10 
電話東京（833) 3 9 71(代) 一 3番 



■自衛隊にハンドボ I ルが芽ばえ 
て、まもなく M 年おくになろうと 
している。地味ではあるが、堅実 
なそのをみは自銜隊勝田(巧お〕 
といったトップナームの誕生に実 
つている。 

最近では大学チームが自が隊内 
で合宿を張ったり、日本協会関係 
者による講習会の開催などが積極 
的にちわれ、一段の飛躍が巧待さ 
れている。 

昨年くれ、'あ上自衡隊舞鶴教育 
除で開かれたハンドボール巧導員 
講習会に講師としておもむいた京 
都協会.ル西博喜氏からその時の 
横様がかのように伝えられて来た 
ので御紹かしよう。 

〇 . 〇 

V …… この 講習会は昨年？2丹 7、 
8の両日舞獨教育隊で、当地方隊 


ベ巧地区〕に勤務しているか育指 
導を官ならびに隊肩が名を巧象に 
斤なわれました。 

現在、舞鶴を育隊にわいては、 

ゴールポストも云巧(つい〕設置 
され、ずでにハンドボールの クラ 
ブ活動も菊永一二曹のほ当によって 
巧日一時間の巧習を巧い、日没の 
早い時は夜化塗料をぬったボール 
を、巧うほどの熱のいれかたで 

す。 

教育隊における体育実はとして 
指をされている種目はハンドボー 
ルのほかサーキット、バレーボー 
ル、水み、サッカー、バスケット 
ボール、ラグビーなどですが、こ 
の教育隊ではハンドボ—ル、サ— 
キット、水を、サッカ—、ラグビ 
—の 5 種目が実施されています。 

すでに舞鶴あ育隊でハンドボー 
ル実巧を受けた人は六百人を数え 
六ヶ月の入隊期間後全国五地区の 
海上自巧隊にお属されているそう 
です。 ' 

V 現在ハンドボールの授業は 
な時間が配当されています。今回 
そのハンドボールを標準競はとす 
るという海上自衛隊の本部からの 
指令があったために、特に重点種 
目として斤っていきたいという体 
育ま長-二等お尉患屋教官の方針 
と要望に応えて講習会の開催にな 
ゥたものです。 

この指導員のかたは巧来お上自 
箭隊巧チーム.つくり(を十二地区 


の隊において〕をするという任あ 
が あり、 特にル I ルの理解と、練 
習を、審判法等を含めた内容を座 
学と実はに互って指導しました。 

来春にはを十二地区ょり青がナ 
—ムと 壮年チ I ムの 2 チームを編 
成しまた体育幹部チームも編成し 
大会開催の計画が化ホました。 

司令(旧大佐〕も出来るだけ発 
展 していくょう 海上自街隊に於て 
もあ力して巧きたいということで 
な匡を官も舞鶴教育隊がリーダー 
シップを とって 全国海上自衛隊の 
ハン ドボール大会を開きたい とい 
う希望を述べておられました。 

V ……指導員の方の年令は大体洗 
ホ！胡ホ位までの年令層です 
セ日午を.座学(ルール説巧 
審判法〕 

八日午前実技練晋法 
午後ゲーム審巧を 
二日とも寒い日であ岸べりの風 
も強い日でしたボ皆熱もに一生懸 
命のプレ I で年輩の方は審判練習 
にあたられ盛り上った講習会でと 
なり、いちおう、 ゲーム の管 a も 
お願い出来るほどになりました。 

記憶の新しいうちに、もういち 
ど実際に巧習するお会があれば、 
いっそう完全な指導を与えること 
ができるという感じです。なお、 
講習会にはル西のほか福井喜昭氏 
(巧都市役所〕ボ補助員として参 
加しました。〔ル西博喜〕= ヵット 
写真は講習をに参化した人たち。 
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家庭の生活設計じ 


養老保険 
夫婦年を 


.こ どもイ呆険 
>生活設計保険 


本れ*束巧丸の巧 


松治を 



娱骨式ハンドボールゴール製遇販売元' 


正面補強部 

カタログ入用の方郵まします 



巧強無類 


有限会社 


倉义ス it - ツ适業 


東京都目黒区莉場1下目の〜19 
井の頭線拘場東大前駅下車 
電話广466)- 548 7，7389 


祝 日本ハンドボール協会30周年 


東京オリンピック全種目使用 



1 百織 


株式会社 


ar イ TT イ 


ネネ±丈阪巿南区柬平野巧3の36電 (762) 1525 
支店柬京都墨田区ネ所1の3が)2電 (623) 7155 


ネットプレーあるところ 

Gr ネットあり- 

文字通り、 C 3 iT ネットは、日本の 
スポーツネットの代表。品質は、 
ネット作り 5 0 年の伝統と実績が 
保証します。 

サッカー.テニス. パ’し —ボール 
パトミントン•バスケット • 卓王求 
ホッケ ー• ゴルフ用等.スポ—ツ 
ネット【こは G ； r ネットヵく最高/ 















































嬉清 

清嬉 
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和野 
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が賀東 


▼怯賀県高校大会 ( 
▽1 次戦 
神埼農 g—o 
佐智東. U —5 
▽ 2 次戦 
神崎居 WI 1 
佐賀東の— 5 
▽決勝戦 

巧埼農 


城化ク 8—7 清女高ク 
▽同決勝 


5 を吉原高 


塩山クが制勝 


▼山梨県総合選手権(。月•塩山) 
▽男子準々決勝 
塩山商 W —5 ^梨妻員 

贿山瑞 U — W 甲巧南高 
巧誠ク巧— U 甲府エ 
塩山ク園芸高 
▽同準決勝 

お山商 U —5 明誠ク 
塩山ク巧强山 


▽同決勝 
塩山ク巧一 


9 遍山商 


神埼農が連勝飾る 


▼山梨県高巧新人大会 ( U 月•塩 


熊 本 (9 日)、大阪(： Z 日) 

東京(化日)で開催 

規則改•修正 中央 講習会 

日本協会は、が年度の大巾な競 
技端 則 改正と修正にともなぅな達. 
講習会を次の日程で一打ぅことにな 
り発表した。 

日本協会では、参加者は旧競技 
規則書と審判手帳をかならず持参 
して欲しいといつでいる。 

ク2月9日午前 W 時から、能本市 
体育館 

▽ 2 月 U 日午前 W 時から大阪市立 
中央体育館 

▽ 2 月25日午前 W 時から岸記念会 
■体育会館(体協〕地下一二階講堂 
▽講師熊本 H 安藤純光(日本協 

会審判部長〕が野が夫、ル袋是 
郞、藤田八郎 

大阪=安藤、お野、山田計、増 
岡茂義 

東京 H 安藤、が野、岡前義春、 

葉強 

田 村 おを 推せん 
日本スポ I ツ賞部門賞 


も册が記.飯鶴驶 

大阪イ—グルス、 

西日本制す 

第 7 回西日本一般男子達 手 権は 
昨年 U 月巧、が日山口 •下松市民 
体育館に 7 府県 U チ ー ムが参加し 

一、 a0 んこ〇 

て辭々わん 

決勝は教員巧ナンバ]•ワンの 

大阪ィーダルスと中国題手権優勝 

の菊松会(に島)の争いとなった 

が、多彩な攻擊聲見せた大阪ィ！ 

ダルスが大量が点をあげて快勝、' 

4 年連爲優勝を飾った。 

▽1 回戦 (3 試合) 

佐世保ク 9 —6 一 1 出光徳山 
(長崎)11915 jl . (山 □) 

スワロー 1 7"\9 S 菱レ大 

I , II か(広島) 

京都信用 
金庫— 


ts ルス 3 命—じ yw 兵庫 


スワロー 2へ W 17^9一二菱レ大 

兵庫 王じ一じか怠曼 

菊松会巧— 4 一 5 京都信用 
(広曼 3 忘—金庫— 

▽準々決勝 

嫌 r 蓋 Ns ぶ整保， 


ダルス 2グロ 19、2 
スワロ — 5へじ— H ^3 

大分教員。^ 61 7で 
団 2貧— 


日本協をは読売新聞を制定のを菊が会 


巧回日本スポ I ッ賞ハンドボール 
部門賞に女子実業囲•田村がチ I 
ム (一二 重)を推せんした。 

田村妨の受賞は昭和が年(第巧 
回)につ，つき2度目。 


▽同準決勝 


、-( 

が会别 .。 

s 〔 


領 r 堂 


别菊が会 


西南学院大が4連勝 

第£:;回九州大学体育大会ハンド 
ボール競技はじ月4、5の両日福 
岡九電体育館に W 大学が参加して 
開かれ、西南学院大が新進九州産 
業大、九大などをおさえて4年連 
続優勝した.。 

▽1 回戦 (2 試合〕 

熊畜大で〇^細岡馨 


福岡工大 
▽準々決勝 

西南学院 
大 

九州産大 
福厨大 
九測大 
▽準決勝 

西南学院 


福岡教育 
大 

鹿児島大 


熊本商大 

長崎大 
宮崎大 
福岡工大 


山口教員 
团 

徳山ク 
(山口〕 

武田薬品 
光(山口) 


大分教育 
団 


九州大 W 巧 u ) u 福 


西南学院 


卜で行われた。 

そのおを、男子は中京大が8連 
お、女子は中京女太が初優勝し 
た。 

▽男子準々決勝 
中ま大 A M —5 中部工大 
中京大 B MI 6 名城大 B 
名大 A 中京大 c 
をが大<:南山大 
▽同準決勝 - 
中京太 A 化品：：パ) 8中京ホ B 

名大 A 名城大 A 
▽同決勝 


裏大 A 盏 U 一 

▽ホ子'ホ勝 

を晏大 


名大 A 


中京大 


清商ク、がかク挂在 

▼静岡度おを選手権打月.草お) 
▽男子準々決勝 


九 w 産大 


一一お高 U 15 沼津エ 
気賀ク 巧— 5 港 

谭水巧が— 9 春野高 
清なク巧 —9 浜南ク 
▽同準決勝’ 

靖商ク W — U 清水商 
一一侯高 WIU 気賀ク 
▽同決勝 

清ホ，又。り) 4 こお高 
▽ホモ準決勝 

をま原高 W —5 沼津ホ商 


九讯大 


女子は中京女大 

第8回愛知学生連手権は U 月 
8、9、 W 日の3日間名古屋•愛 
知県体育館に男子の校、 . W チーム 
ホ子2校が参加して、 トーナメン 


清水商 


— 60— 









山質 . 

v 男子決勝 

塩山商叉で甲晒 H 


▽女子決勝 


山 梨 


■ ^210 
^5— r 


塩山商 


常盤工業、貫録示す 

▼帖阜県給合選手権 ( U 月•岐阜〕 
▽勇子準々決勝 
加納高：3|5岐阜大 
常盤工業 Wi 3 岐阜西ェ 
を岐大别 —8 不破高 


岐阜西ェ 


S 2 I 7 益巧寫 


▽同準決勝 

常盤工業け一 3 加納高 


岐阜西ェ 


ク 


全岐大 


▽同決勝 

常盤工業 S 而 U ぶ . f 蓄ェ 

▽女子準々決滕 
本巣高4 — 2縣ぉ高 
益田唐 U —2 養若ホ髙 
加納高 9—1 大垣化高 
巣友を 6—3 爲お OG 
▽同準決勝 


益田高 


本巣高 


加納高 712 巣お会 
ク同決勝 


加納高. 


4益巧高 


別選手權として行われていたもの 
を新たに一本化したもの 

羽か(受若狭(女) 

が躍進 

▼福井県高校新人大会 ( U 月•羽 
水高) 

▽男子準決勝 

羽 水 514 福井商 
若 狭じ一 7 敦賀ェ 
t > 同決勝 


羽 


水 s(n 


若 狭 


▽ホ子準決勝 

高 お 413 福井商 
若 狭 4—2 羽 水 
▽同決勝 

若狭る U で高古- 
和商ク、住金を破る 

▼和歌山県秋季選手権 ( U 月•粉 
河高) 

▽男子準々決勝 


(注〕この大会は作年まで種目 


住友金属 

丸善石油 
那賀高 
お商ク 
▽同準決勝 
佐お金属 
和商ク 
▽同決勝 
和商ク巧 I 

▽女子決勝= 
質巧 高 


4 i 和歌止エ 
2 4 専 

け一じ和歌山大 
U —9 和歌山商 
W —4那賀ク 

9—8 那智高 
如— U 丸善石油 


住友貪 

I グ 

4—3 和歌山商 


あ歌山商 7—3 御 巧 
御 巧 4—2 貴お高 
〔順位〕⑩和歌山商得点 率 0. 
五八® 貴 和高〇•四六③御巧0 • 
四一二りいずれも1勝1敗 

麻生高、自衛隊破り優勝 

▼第^::回茨城県総合遇手権( u 月 
•勝 田 市、石岡市〕 

▽男子準々決勝 
麻生高 A U —4 岡一高 


巧苑ク如—8 


A 

竜ケ崎 

高 


茨城大 WIS I 海道一 
自衛隊 A で已巧岡二局 
▽同準決勝 

自衛隊 A M — U を城大 
巧生高 A 巧苑ク 
▽同決勝 

麻虫高<! 自銜隊ん 
▽女子準々決路 


就馨一 


夕 


八郷高 A 13 

石岡二高 

B 


な—7 


麻生高 B の 
v 同準決滕 
八郷高 A 514 

府生高5 
▽同決勝 


石岡一一高 

A 

磯原高 A 
笠間高 

水戸二〇 

G 

水海道二 
高 

石岡二高 

B 


巧生高 B 八郷高 A 

▽中学男子決お 
モ巧田 A %—別波崎 A 
▽同女子決勝 

姑城 A ロー3巧’治 A 

麻生、新人戦でも快勝 

▼茨城県高お巧人大会 ( U 月.出 f 

ヶ崎二同)' 

▽男子準々決勝 
麻 生8 f 7 お岡一 
鉢田一 。 4真 壁 
竜ヶ崎一 817 水戸エ 
笠 間； S ム波崎 
v 同準決勝 

麻 生じ— 〇 鋒 田】 

竜ヶ崎一 W —3 笠 間- 
▽同決勝 

麻生竜ヶ崎】 

V 女子準々決勝 
石岡二 5—4 を 間 


鉢田二 
水お道二 
水戸一一 
▽同準みお 
水海道二 
石岡’一一 
▽同決勝. 
水海道二日 


UI 3 結城二 
:2:—6常 化 
WI 8 磯.原 

914 鲜田二 
815 水戸一一 


su )4 石岡 


▽中学男子新人決勝リーグ順位① 
千代田©波崎二感税氏 
▽同女子新人決滕リーグ順位®波 
崎二®糕丘通麻生】 


栃木女高、勝つ 

▼第が 回栃木県総合選手権(じ巧 
国学院栃木高) 

▽男子準々決勝 


宇都宮4 
H 〇 B 1, 

球ま会 S - 


1 

12 


A . 〇 
K 


巧—8 


国学院2 〇 
赖木高 1—1 

▽同準決臟 

球友会じ一日 


石橋高 

足利高 

海 上 
自衛隊 

足利 H 


0 . 


巧—。 


国学院 
が木高 

▽同決勝 

国学院4 ^4 1 3^ 
が木高 

▽女子準決勝 
国学院が一7 


A 

反 

宇都宮ェ 

OB 


栃木か高5 


—— 0 


▽同決席 
栃木女高け 


巧友会 

足利女高 
小山城南 . 

2国学院 


秋の大学定期戦 


▼第 7回早慶巧 ( U 月•早大〕 

慶大益 u )2 明大 
早ホ文则 U ) じ慶大 

早大口沉 N 皆明大 

〔順位〕①早大®慶大®明大 H 
早大の優勝は2年ぶり5度目 


— 6丄 一 ^ 









読者の立ち場から機関誌への注 
文ということだが、卒直に言って 
機関誌は、ようやく最近になって 
「読める」ように'なったといゥて 
よい。それまでの棵関誌がお意味 
だというわけではない。読者—つ 
まり ファン、 関係者—がいちばん 
読みたい、知りたいというニュー 
スや コメント ボあまりにも少なか 
ったのだ。実業団の運手が結婚し 
たな どと いう記事がいったい何故 
ぶ要なのか.、あはずいぶん强問忆 
思った し、 つまらぬ雑報が大きな 
スぺースをとっていたことも再一二 
ではなかった。そうした記事が読 
者にうけないととを賢明な編集ス 
タッフ が気づかねわけはないと剣 


刊な来の機関お支持者であるおは 
巧待していたわけなのだが、それ 
がやっと巧めはじめられたのは嬉 
しいことだ。アマチュアスポ I ッ 
团体の機関誌といぅものの巧命は 
なかなか難しく、何をもって最高 
とするかはおにも判らない。しか 
し、 ハン ドボ I 読をのなち場. 
ル巧に限ゥてい 

ぇ窠部協含 機関4 

を势の ィンフォメ — シ ョンと 技術 
的な論义がその中、むとなるべきで 
はないかと思ぅ。機関誌は.「软」 
より 「巧」の内容であるべきだ。 

こ >二、二年におこったハンドボ 
—ル巧のトラブルによって、地方 
巧巧の中央執行部などに対する不 


狩者であるあは信が強いという ことを 機関誌で私- 
なの だが、 それ は読ませていただいた。それを立 
のられたのは嬉て直すには本部協会役員が機関誌 
テュ ァスポ I ッ を百パーセントに活用して大ルを 
5 ものの巧命は問わず、一切の巧議を地方に知ら 
們をもって最高しめる他はないと思う。 ガラス 張 
刊らない。しか りの 政治の ガラスの おを機関誌は 
読をのなち場から. つとめるのだ。 

かに、オリンピ 

機関誌に望む. クという大目標 

—ションと技術を前にチ]ムやプレィヤーはいか 
むとなるべきでなる方向(技術的な)へ進むべき 
機関誌は「軟」 か岐略に立たされていると思う。 
で整るべきだ。その意味で世界のあらゆる国のハ 
こったハンドボンドボールテキストの翻訳は大い 
にょって、地方に役立つと思う。また国内の有名 
などに対する不コーチのリポートの掲載も待望し 


本誌創刊抓号にあたって. 


本誌も抑号を迎えた。ここまで 
来られたのはな巧あげての御支援 
と、読者各位の御理解にょるもの 
である。 

今や、体協加盟の競技団体のほ 
とんどは立派な機関誌を持ち、各 
競技の佳全なお達に大きな力とな 

0ている。この「ハンドボール」 

もそぅ した先輩誌に負けぬょぅ歴 
けの編集スタッフは巧力を重ねて 
夹-た。しかし、.卒直にいゥて巧々 
としては、この機関誌の持つ使命 
と現実に大きなへだたりがあるこ 
とを 痛感している。 

その最大の理由は、あまりにも 
「こうした」「こう なった」「こうだ 


った」というような化来ごとの報いてもあらゆることにその巧念を 
吿とふりかえりが多いことであ貫き通したい。機関誌を開くと、 
る。もちろんそうした記事も、読者巧日のことが巧るといった巧容が 
各位からそれなりに支持されては巧々の目指すものなのだ。 

いるし、重要性も判ってはいるが、 'これまでにも、をくのかたがた 
かくとも、現時点における編集スにそうした狙いの原稿を化頼し、 
タッフは前向きのを勢と a 論によ卓越したを位の理論にをすること 
ゥて全ぺージを 編集者の立ち場から ができた。これ 
涅めつくしたい - からは、もっと 
と思ってぃる。 機関誌を考える もっと 言した 

つまり「こうしよう」 「こうすベ場をふやしたい。 


きだ」「こぅしている」といぅ記 
事を中、むに機関誌を歩ませたいの 
である。 

協会の運営についても、'技術の 
巧展についても、審判の向上につ 


全国のぞくの読者のかたがたは 
機関誌は編集委員が書き、つくり 
送っているものと思っていられる 
よう だが、そうではないのだ。 
機関誌はあなたのものなのだ。 


たぃ。 

ところで媛関誌の巧在を知らね 
OB が意ホに多い。これは残をだ 
第一もったいない。読者ボふえれ 
ばきっとを価も下がるだろぅ。我 
々にとってはこの上ないことだ。 
巧々も大いに PR するつもりだが 
本部でももっと積桂的に宣伝なさ 
ったらどぅか。だいぶ苦言ばかり 
を述べたがお託し願いたい。なん 
のかんのと云いなら「ハンドボ I 
ル」「：：'ンドボール」「ハン•トボ 

1 ル」で埋まった雑誌のお斤を喜 
び、毎月首を長くして待ゥている 
連中ばかりなのだから……。 

(植田修司.関東学連理事) 


我々、編集スタッフは単なる「原 
稿整理員」にすぎない。ところが 
現実は、読者各位からのを稻が少 
いため、かなりのぺ—ジを編集ス 
タッフの"持ちより原稿"で埋め 
ている。どぅか、あなたの巧ホへ 
の意ちや、技術研巧をためらわず 
編集部までおをり願いたい。 

夢は大きくもつにこしたことは 
ない。日本の.ハンドボール巧ボ世 
巧に巧巧し、それとともに日本の 
お術研巧、.日本な巧の動向を巧る 
ため、本誌が世界からひっぱりだ'^ 
こになる日が必ずくることを信じ 
つつ、今後の战開誌をより一層充 
実したものにしてゆきたい。 


^で 〇;今回は W 周年特集ん 
を号として、ぞくの方々の^ 
一^^手を借り、今後への課題 i 
W と孤周年の回顧を斤ない一 
W 編 ました。残念ながら、原一 
W 稿をお願いしたすべての方に原； 
i •稿をいただけた訳，ではないので： 
W そのぶ弗常に、心残りです。 ： 
V 〇; ミュン .ヘンまでもう 4 年^ 
^ないのです。今年のをには、 i 、 ュ 
^ンヘンへの第一関門である世界_ 
W 選手権の予選がはじまります。 

W 1九セニ年にミュンヘンに巧く 
. S ためには、まず一九セ0年の世 
巧運手権で八位入賞しておくこ 
八とがあ要です。その一九七〇年 
W の世界運手権に化場するための 
W 予運が今年はじまるのです。 

W 一一 1+周年を祝ったところで、 

W 改めて、ハンドボール巧が一丸 
となって、遇手強化にそれぞれ 
W の持ち場で全力を傾注しなけれ 
^ばなりません。もう遇いので 
一-す。1日も早く スタ I 卜を切 
W り、追いつかねばなりません。 

W . ミュンヘンはハンドボールを 
W やっているものみんなの一.つの 
目標なのです。誰かがやるだろ 
う、 トップレベルに まかしてお 
W けでは、だめなのです。を員ボ 
<•やらなければ巧表チームを送る 
《こと ずらできなくなりまず。す 
ぐに それぞれの持屬で活動をは 
^じめ ましょう。 を員の気持を一 
^つにして ( TF ) 
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チヨダは印刷機材の合理化を推進する 
絲合メーカ I です。 


皆業 I 二謀/栗田滿夫 


パ—ブ H クトは夢の印刷機 
(全^^1動)です。 

超薄紙か、—紙重、化し 

人手の足りない工場に大好評。をま一ま/庄司政ぉ 


普業一二或/巧ホ行夫 


賛の言葉をいただきました" 
よい製品をつくる励みじな 
ます。 


本な巧せ屋 






ミシンは マークで 

お選び下さい 



HZD_95 6 型 

ダイカスト.フルオートジグザグ 


li 巧扇重腊エ荣 I ホな 
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